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前がたり「ある機械人形の決意」







「俺おれはよ、笑わない女が好きなんだ……」

　その人はいつも、そんなくだらないことを口にする、やかましい人だった。

「なんてぇーかよ、そういうヤツ見ると、是ぜが非ひでも笑わせてやりたくなっちまうんだ」

　彼かれは、猟りよう兵へい機きのパイロットとしては、おそらくワイルティア公国の中でも、最高位に位置する者の一人だろう。

　にもかかわらず、この人の口から出てくる言葉は、ただでさえ口数が多いこともあるが、その七割がこのテのどうでもいい戯たわ言ごとである。

　いちいちメモリーに記き憶おくしていることがバカらしくなってくる時がある。

「そういう意味で言うと、お前なんかもし女だったら、俺の標的だぜ？」

　ご覧のありさまである。

　兵器である私に、そんなことを言ってどうなるというのだか……

「私は兵器です。男女、性別という概がい念ねんはありません」

　そう、私は人間ではない。

　ワイルティア公国軍が開発した、人型決戦兵器〝猟兵機〟、型式番号ＬＳ－６Ｒ２。

　敵国からは〝単眼の巨きよ人じん〟と恐おそれられる全長八メートルを超こえる鋼の人型兵器を相手に、この人は「女だったらくどく」とのたまったのだ。

　神経を疑う発言である。

　そんなだから、私のパーソナルコードは〝シャルラハート〟などと名付けられた。

　なんでも、この人の〝最愛の女〟の名前なのだそうだ。

　ホントにバカらしい。

　ワイルティア公国は、功績著いちじるしいパイロットに、他ほかの兵士たちの士気を向上させる意味も込こめて、パーソナルカラーの使用を認めた。

　この人が選んだのは、よりにもよって赤だ。

　戦場でバカほど目立つ色をなぜ選ぶのかと、迷めい彩さい効果とは真逆なカラーリングセンスに、私の思考プログラムは激しいノイズが走ったくらいだ。

　しかし、返ってきた答えは「いいじゃん、カッコイイし」だった。

　ほんとにバカである。

　私たちの他にもパーソナルカラーを認められた者たちはいくらか存在した。

　黒に染め上げたソフィア・フォン・ルンテシュタットは「黒き魔ま槍そう」、蒼あおに塗ぬりあげたレイア・トゥールマンは「蒼き戦せん慄りつ」と、あと銀色にも見まごう白一色としたルート・ランガートは「白銀の狼おおかみ」などと呼ばれ、ワイルティアの力の象しよう徴ちようとなった。

　私たちについた異名は「紅ぐ蓮れんの鷹たか」。

　この異名だけは、少し、気に入っている――

「私が人間だったとしたら、本当に口説くおつもりですか？」

　いつものくだらない言葉の応おう酬しゆう。しかし、私は、ふと、いつもより少しだけ、彼の軽口に合わせてやった。

「お、今日はノリが良いな？」

　ニヤリと、彼が歯を見せて笑ったのがわかった。

「お前は無愛想でかたっ苦しいからなぁ～、そういうヤツが顔を真っ赤にして笑ったら、楽しいだろうからな」

　どこまでバカなのだろうかこの人は、と思った。

「さぁて、もうお仕事のお時間だ。今日も一丁行きますか！」

　こんな会話を、彼は戦場に赴おもむく直前に当たり前のように口にする。

　それが、後にエウロペア大戦後期の中でも、屈くつ指しの激戦と言われた、アムリタード攻こう略りやく戦せんでも同じだった。

　この戦いの勝利により、オーガスト連れん邦ぽうは大きく防衛線を後退させ、ワイルティアは大戦勝利まで後一歩というところに駒こまを進める。

　だが、その戦いの後、あの人は、突とつ如じよその姿を消す。

　戦死だの、敵前逃とう亡ぼうなど、好き勝手に噂うわさされた。

　そんなことがあるわけがない。

　あの人が、「紅蓮の鷹」が、死んだり逃にげたりするわけがなかろう！

　きっとあの人のことだから、どこかで美女でも見つけて、その尻しりを追いかけて、戻もどってくるのを忘れただけだ。

　きっとそうだ。

　そうに違ちがいない。

　だから、私は待ち続ける。

　いずれ必ず戻ってくるあの人を。

　そして、それまで決して、私は笑わない。

　あの人はバカだから。

　どれだけ私の姿が変わっても、私が私であるかぎり、そして私が笑え顔がおでない限り、きっとあの人は私の前に現れて、下手くそなジョークで、私を笑わそうとするはずだから。

　だから私は、笑わない。







序章







　人はパンのみにて生くるにあらず――そう言ったのは、誰だれだったのか。

「もぐもぐもぐもぐ……むぐむぐむぐ……」

　小さな鉱山町オーガンベルツの片かた隅すみにある小さなパン屋トッカーブロート。

　最近改装と増築を行い、ちょっとした軽食も楽しめるフードコートができた。

　その一席に腰こし掛かけ、焼きあがって間もない、この店の商品にしては珍めずらしく形がややいびつなパンを、この店の最古参の常連客であるジェコブが口に入れていた。

「ど、どうだ……？」

　緊きん張ちようの面おも持もちでジェコブを見つめるのは、この店の新入り店員であるミリィ。

　今日は制服である接客用のエプロンドレスではなく、少し大きいパン焼き用の作業着に身を包つつんでいる。

「う～ん……焼き上がりにムラがあるなぁ。形が均一じゃないから、火の通りが変わったんだろうね。あと、柔やわらかさもイマイチ。生き地じのこねが足りないんじゃないかな」

「うううっ………！」

　ジェコブの感想を聞き、ミリィはがっくりと肩かたを落とす。

「でもまぁ、初めて焼いたにしちゃあ大したもんだと思うよ。いきなりアイツみたいにゃ上う手まく焼けないさ」

　今日この日、ミリィは店の窯かま場ばを使わせてもらい、初めて自分でパンを焼いた。

　店主ルートの作業を目で見て、あれこれ指示を受けながら手伝いを重ねて三ヶ月。

　そして今日、一いつ切さい誰だれにも手伝ってもらわずに、全工程を自分で行ったのだ。

「基本のパンであるクーペすら上手く焼けないんじゃ……まだまだだな……」

　ジェコブの感想は、正確にして、的確だった。

　ミリィ自身が食べてみて感じたことばかりである。

　それを改めて指し摘てきされたことで、よけいに落ち込んでしまったのだ。

「確かルートも、二年は下働きしながら修しゆ業ぎようしたって言うよ。三ヶ月でこれだったら、早い方だって」

「じゃあ、オメー、それ金払はらって買う気になるか……？」

「あ～……ちょっと厳しいなぁ」

　女の子の初めてのお手伝い、で作ったものとしては、上等の部類に入る。

　しかし、売り物としてはまだ不完全。

　ミリィの目標は、今は亡なき父や、店主ルートのような一人前のパン職人になることである。だが、その道はまだまだ遠いと言わざるを得なかった。

「ま、まだまだ修業が足りんわ！　という感じでございますわね」

「うげ！」

「うげとはなんですの、うげとは、上等な口叩たたきやがりますわね」

　現れたのは、トッカーブロートのウェイトレスであるスヴェン。

　立場的にはミリィの先せん輩ぱいであり、育ちの関係もあって接客にやや難のあるミリィの教育係でもあるのだが、いかんせんこの二人、微び妙みように馬が合っていない。

　出会った最初の印象からして最悪だったのが原因なのだが、すでに今はそこまで険悪ではない。だが、互たがいに強気で意地っ張りなところと、さらにはもう一つの理由もあって、「嫌きらい合ってはいないのだが、微妙に敵対心を持っている」という厄やつ介かいな関係が出来上がってしまった。

「まったく、主あるじさまのご慈じ悲ひもあって窯の使用を許されたというのに、その体ていたらくでは困ったもんですわね。もしかして、あなたの夢とやらは、その程度のものでしたの？　あらあら、とんだ見立て違いですわ」
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「う、うっせー！　最初は誰だって失敗するんだ！　次はもっと上う手まくやるっての！」

　にへらにへらと意地悪く笑うスヴェンに、ミリィは強気な口調で反論する。

　軍隊において、新兵を訓練する際、優やさしい言葉はかけない。

　優しさは、未熟な者には甘あまえにつながり、成長を阻そ害がいするからだ。

　なので、「お前はこの程度の人間か！」「立ち上がれ、本気を見せろ！」と、本人の資質は否定せず、やる気を引き出すことに重点を置く。

　自尊心を逆なでするような言葉も、有効な手段なのだ。

（なんだかなぁ～……これってもしかして、スヴェンなりに励はげましているのかな？）

　そんなことは知らないが、それでもジェコブはそう思った。

　なにせ気の強いミリィである。

　普ふ通つうに慰なぐさめて励ましても、却かえって気を落としてしまう。

　負けん気に火をつけるくらいがちょうどいいということなのかもしれない。

「まーまー落ち着いて二人とも」

　これ以上続いたら怒ど鳴なり声ごえが店外にまで響ひびきそうになる直前で、ジェコブは止める。

「それにしても、窯場使わせてあげるなんて、ルートも気前がいいねぇ」

　パン焼きの作業室を兼かねている窯場は、ルートの聖域と言ってもいい。

　親しい間あい柄だがらのジェコブや、ウェイトレスのスヴェンにも、みだりに入ることを禁じているくらいである。

「ああ、それはしょうがないんですの。窯の火を落としちゃうと、もう一回加熱するまで時間がかかりますでしょ？」

　パン屋だからといって、始終パンを焼いているわけではない。

　原材料の仕入れや、搬はん入にゆう、搬出、配送なども行う。

　そんな時には窯は使われていないのだが、窯の温度調整というのは大変デリケートで、簡単に火を点つけたり消したりするわけにもいかない。

　なので、使ってはいないが火は入れている時間に限り、ミリィの練習に使用することが許可されたのだ。

「ま～……給金があんまり払えないので、代わりにというおつもりなのでしょうね」

「あ～……せちがらいねぇ」

　苦笑いを浮うかべるスヴェンとジェコブ。

「別にそんなもらえなくても……あんま役に立ってねーし……」

　そんな二人を見て、バツが悪そうにつぶやくミリィ。

　働き始めて三ヶ月、今まで接客業の経験のないミリィは、ウェイトレスとしては半人前にも届いていなかった。

　給金を支し払はらわれるに値あたいする仕事ができていないことに対しての後ろめたさが、彼かの女じよの意気を少しだけすぼませた。

「それとこれとは別問題ですわ」

　だが、スヴェンは事も無げに返す。

「被ひ雇こ用よう者しやには就業の義務が、そして雇こ用よう主ぬしには契けい約やくに基づいた報ほう酬しゆうを支払う義務がありますわ。それに、教育し、訓練を施ほどこすのもこちらの責務。まだたかが三ヶ月程度で役に立たれたら、わたくしの立たつ瀬せがないってもんですわ」

　スヴェンの口調には、優しさも憐あわれみも同情も慰めもなかった。

　ただ、彼女は、当たり前のことを当たり前に口にした。

「あ………」

　ミリィが、なんと言っていいかわからない、複雑な顔をする。

「ありがとう……がんばる……」

　そして、ポツリと、顔をわずかに赤らめながら答えると、窯場に引っ込んでしまった。

「？　なんでお礼を言いましたの、あの小こ娘むすめ」

「励ましたつもりじゃない言葉が、励ましになるってのはあるんだねぇ」

　不思議そうに首を傾かしげるスヴェンに、ジェコブはおかしそうに言った。

「ところで……まだこの店、経営苦しいの？」

「順調……と言いたいところなのですが、どーにもまだまだ……」

　トッカーブロートは、開業資金の多くを借金でまかない、それがまたモグリの金貸しだったこともあって、マイナスからスタートしたような店だった。

　さらに言えば、開業から一年、まともに客が寄り付かなかったこともあり、運転資金の調達にさらに借金を重ねた結果、いつ潰つぶれてもおかしくない経営状じよう況きようだった。

　幸い、突如として現れた敏びん腕わん看かん板ばん娘むすめスヴェンの登場によって、債さい務む整理と店の経営状態の改善が行われ、廃はい業ぎようの危機は脱だつしたものの、まだまだ予断を許さない状態であった。

「増築のためにまた融ゆう資し増やしたもんね」

「幸い、お客様方には好評なのですが、回収出来るまで時間はかかりそうですわ」

　トッカーブロートの経営は順調であった。

　順調であったのだが、いかんせん生産量には限界がある。

　生産量の限界は、そのまま収益の限界でもある。

「さらなる大おお幅はばな業務拡大を行いたいところなのですが……もう一つ問題があるんですのよねぇ。実はそのことでジェコブさんにご相談しようと思っていましたのよ」

「問題？」

　首をひねるジェコブに、スヴェンはわずかに口元に笑えみを浮かべながら答えた。

「詳くわしいことは、主さまがお帰りになってから、ですわ」

「ふ～ん……そういえば、ルートは？」

「鉱山の方に、納品に出向かれていますわ」




　オーガンベルツの主要産業である、ベルン鉱山――

「よいしょっと」

　トッカーブロートの若き店主ルート・ランガートは、ここに、パンの納品に訪おとずれていた。

　鉱山の食堂と結んだ、毎日鉱夫二百人分のパンの納品契約は、トッカーブロートの経営の大きな柱となっていた。

「おうパン屋、来てたか」

　そんなルートに声をかけたのは、鉱夫たちの棟とう梁りようである、ローエルだった。

「どうも、ローエルさん。お仕事、お疲つかれ様さまです」

　鉱山仕事の小休止で、一いつ旦たん地上に上がってきたばかりなのか、ローエルの体は土にまみれていた。

　年としの頃ころは初老と言ってもいい頃ころ合あいだろうに、隆りゆう々りゆうとした筋肉に、意志の強そうな目は、歴戦の古参兵のような風格すら漂ただよわせている。

「お前のとこのパンを出だすようになってから、仕事の進みがよくなった気がするぜ」

　ニカッと、白い歯を見せて、ローエルは笑う。

「こんな仕事してるとよ、メシが数少ねぇ楽しみだからな……あれだ、あの、ごまの入ったヤツがあるだろ。あれが特にうめぇ」

「セサミのブレッドですね。鉱山の皆みなさんは、汗あせをたくさんかくので、塩味を強めにしておいたんです。よかった、お口に合ったようで」

　嬉うれしそうに口元をわずかに綻ほころばせるルートに、ローエルは驚おどろいた顔をする。

「おめぇ……いちいちそんな細かなことまで考えてんのか？」

「はぁ……季節や気候で、食べてくれる人たちの感じ方も変わると思うので、少しずつ、毎日変えています」

「はぁ～」

　ローエルが、感かん嘆たんしたようにため息を漏もらした。

「まったく……うちの若わけぇヤツらよか、鉱山向きのいいガタイしてやがるくせに、大したパン屋だ」

　ローエルは笑いながら、ルートの分厚い胸むな板いたを小こ突づいた。

「………ありがとう、ございます」

　ルートにはその言葉が、嬉しくて仕方なかった。

　初めてこの鉱山に来た時、ローエルは笑うどころか、険しい顔で、「出て行け」と怒鳴りつけた。

　ルートのことも、「パン屋」とは言わず「ワイルティアの軍人」と言った。

　彼の作ったパンを美う味まいと言うどころか、「ワイルティアの軍人が作ったパンなんか、何が入っているかわかったもんじゃねぇ」とまで吐き捨てられた。

　その相手が、笑顔で、自分をパン屋として褒ほめてくれているのだ。

　それが、たまらなく嬉しかった。

「おい、パン屋……どうした？　なんか怒おこってるのか？」

「い、いえ、すいません……そういうわけでは……嬉しくて……」

　喜びのあまり嬉し泣なきしそうなのをこらえた結果、鬼おにのような形相になっていた。

　兵隊をやめて二年と少し、パン屋を始めて一年と少し。

　それだけ経たって、少しずつパン屋としての新たな人生を生きられるようになってきたのに、未いまだに笑顔を作るのは不慣れだった。

「難なん儀ぎなやつだな、おめぇは」

　呆あきれたように笑うローエルに、苦笑いに見えなくもない表情を返そうとしたところで、ルートの視界の端はしに、あるモノが映る。

「あ、あれは……」

　目を見開くルート。全身に緊張が走ったのがわかる。

　彼の視線の先にあったのは、〝猟兵機〟だった。

「なんで、鉱山にあんなものが……？」

　猟兵機――それは、ワイルティア軍が開発した、人型強きよう襲しゆう兵器。

　八・五メートルの巨きよ大だいな体たい躯くを誇ほこる、鋼鉄の巨人である。

「あ～、ありゃ払い下さげ品ひんだ」

　以前、この鉱山であったような、また何かきな臭くさい事件でも起こったのかと思ったルートだったが、ローエルは事も無げに返した。

「戦争が終わって、軍も余よ剰じような兵器を処分したいのか、装そう甲こうやら装備やら、そこらへん剥はぎとったのを、作業用ってことにして民間に売うり払ったのよ。見てみるかい？」

　ローエルに連れられ、ルートは作業用となった猟兵機の前に立つ。

「ＬＳ５型か……初期型だな」

　自分がかつて戦場で使用していたものとは違う、旧型機。

　基本フレームはそのままだが、鉱山内での落らく盤ばんに備えた上部装甲以外は、大半が取り外されている。当たり前だが、武装のたぐいは残されていない。

　腕うでには採さい掘くつ用ようの巨大なスコップ、腰こしには作業用のウィンチ。ここまで改装されていると、兵器の面おも影かげは薄うすい。

「軍用じゃねぇからな、猟兵機じゃなくて、作業用アームド・マ機械シンナリイってことになるんだがな。旧型だが、それでもまぁこんなデカブツだ。人間よか力仕事には向いてるさ」

　脚あしをポンポンと叩きながら、ローエルは言った。

　戦争が終わり、軍事費は削さく減げんの方向に進んでいる。

　余剰な兵器は、維い持じ管理はおろか、置いておくだけで金がかかる。

　それなら、民間に安く払い下げ、少しでも予算に回そうという政策なのだろう。

「ただなぁ、やっぱ年季入っているからか、調子が悪くてな。修理業者呼ぶまで、ここに置いてんのよ」

「そうか……」

　戦場から遠ざけられ、本来生まれた目的とは異なる姿となった作業用猟兵機。

　その様は、人によっては、落ちぶれた憐れな姿に見えるだろう。

「お前も、新しい時代を生きているんだな」

　だがルートには、自分と同じように、ようやく訪れた平和な時代に、別の生き方を見つけた者のように見えた。




　大陸のすべてを覆おおった、エウロペア大戦――

　その戦いにおいて、英えい雄ゆうと讃たたえられた猟兵機乗りがいた。

　その男の名こそ、ルート・ランガート。

　白銀に輝かがやく真白き猟兵機を駆かる彼は、「白銀の狼」と恐れられた。

　しかし、彼は終戦と同時に軍を除隊し、オーガンベルツの片かた田舎いなかでパン屋を始める。

　そんな彼を追いかけた少女がいた。

　彼女の名はスヴェン。かつて、ルートの愛機であった、猟兵機の搭とう乗じよう者しや支し援えん用ようＡＩを移植して作られた、人造人間。

　国境線が塗り替かえられ、小国は併へい合ごうされ、敗者と勝者、弾だん圧あつするものと弾圧されるものが生まれた、戦後という新たな時代。

　これは、その時代の片隅に生きる、元軍人のパン屋と、元兵器のウェイトレスの、歴史には残らない、ささやかな物語である。







第一章「天秤の持ち手」







　ワイルティア公国王都ベルンは、王宮を中心に造られ、様々な官公庁が、太陽の周りを回る惑わく星せいのごとく配置されている。

　その中で、最も王宮に近き場所にある施し設せつの一つが、「軍中央司令部」である。

　その中央司令部の中の、一番奥おくにある一室に、この司令部の最高位に座する者が――否いな、ワイルティア軍人の頂点に立つ者がいる。

　そしてこの日、この部屋の扉とびらの前に、ソフィアは立っていた。

「ソフィア・フォン・ルンテシュタット少しよう佐さでありましゅ！」

　緊張のあまり、噛かんでしまう。

「どうぞ」

　扉の向こうから、この部屋の主である男の声が返ってくる。

　日ひ頃ごろソフィアは、ノックをすると同時に蹴け破やぶるように扉を開ける。

　それがたとえ直属の上官である師団長であろうが、大たい佐さ相当官である兵器開発局局長だろうが関係なしだ。

　彼女の放つ気風と迫はく力りよくには、階級差すら覆くつがえす力強さがある。

「は、し、失礼致いたします！」

　だが、この日、この部屋の中にいる者には別だった。

　返事を待ち、日頃の彼女を知る部下や上官なら驚きに目をむくほど、丁てい寧ねいに音を立てないようにドアノブを回し、室内に入る。

「悪いな、ちょっと待っててくれ。今山場なんだ」

　彼女の他者を圧あつ倒とうする気合も、「ドラゴン殺し」と恐れられる眼力も通用しない相手が、目の前にいた。

　エルヴィン・リオル――ワイルティア公国元げん帥すい。

　すべての軍人たちの頂点に立つ、最高指揮官である。

「い、いえ！　問題ございません！」

　士官学校に入学したての少年のように、肩をこわばらせながら、ソフィアは敬礼をする。

　室内にはあちらこちらに書類や報告書が山積みになっていた。

　元帥の執しつ務む室しつであるので、相応の広さをもって作られているのだが、気をつけて歩かねば、山を崩くずしてしまいそうなほど、そこかしこに高くそびえている。

　それだけ、彼の裁可や確かく認にんを待つ案件が多いということなのだろう。

「ん、ああ、悪い悪い。楽にしてくれ」

　敬礼をしたままのソフィアに、エルヴィンは返礼し、手を下ろすように促うながす。

　執しつ務む机づくえに座すわり、足を乱暴に投げ出しながら、エルヴィンが手に持ち目を通していたのは、軍事機密に類する報告書などではなく、一冊の小説だった。

「う～ん……いやぁ～すばらしい」

　読み終えたのか、エルヴィンは満足気な顔で本を閉じる。

　そして、メアリ・クラリッサと著者名の書かれた文庫本を、まるで目に見えぬ作家に敬意を表するように丁寧に引き出しにしまうと、あらためてソフィアに向き直った。

「呼びつけたのに無礼をしたな、ソフィア。だがかんべんしてくれ。この新人作家の小説、なかなかおもしろくてな、ついつい読みふけってしまった」

「い、いえ……こちらこそ、ご指定頂きましたお時間よりも、早く来てしまったのですから、その、あの……」

　しどろもどろなソフィアに、エルヴィンは「落ち着け」と言うように手のひらを向けると、ソファーに座るよう示す。

「あんまり緊張するな。名にし負う『黒き魔槍』殿どのに萎い縮しゆくされるなんて、ウチの長男坊に話せば自じ慢まんにゃなるが、こっちが話しづらい」

　エルヴィンの歳としは四十の半ばと、ソフィアは記憶している。

　端たん正せいな顔立ちのためか、歳よりも若く見える。穏おだやかに笑うその様は、街角の気のいいおやじさんのようでもあった。

　だが、ソフィアは知っている。

　先のエウロペア大戦において、数あま多た〝英雄〟と呼ばれた者達たちがいた。

　ソフィアもまた、その中に名を列する一人だが、エルヴィンは次元が違う。

　自分たちの〝英雄〟の尺度は、せいぜい戦術レベル、一戦場単位でしかない。

　だが、エルヴィンは違う。

　先の大戦においての、ワイルティア軍の勝因そのもの、十年の大戦の戦略的英雄なのだ。

　その勇名は凄すさまじく、「戦史上最高の智ち将しよう」、「謀ぼう神しん」とさえ讃えられ、敵国のオーガストからは「人民の敵」、グレーテン帝てい国こくでは、兵士たちがエルヴィンを神か悪あく魔まかと恐れすぎたため、女王の名の下に「エルヴィンは人間である」と布告まで出されたほどである。

　ただ偉えらいだけの人間ならば、ソフィアもここまで萎縮しない。

　軍人という、自分が身命をかけて歩む道を究きわめた者を前にしているからこそ、圧倒されてしまっているのだ。

「今日お前さんをここに呼んだのはな、今就いている任務に関してだ」

「私の任務……兵器開発局の警護のことでしょうか？」

　王宮の北東に位置する、王立兵器開発局――先の大戦で、猟兵機を生み出した、ワイルティア公国の勝因の一つである。

　そして、ダイアン・フォーチュナーという、〝魔ま導どう師し〟とも呼ばれる機体の天才科学者の巣でもある。

「も、もしかして……中央司令部に転属ですか！」

「ん？」

「よ、ようやく……あの変態から解放される……上じよう申しん書しよを出したかいがあった!!」

　さっきまでの緊張もどこへやら、興奮のあまり立ち上がると、ソフィアは拳こぶしを震ふるわせ喜びを露あらわにする。

「あ、すまん。そうじゃない」

「ええっ!?　ちがうのですか!!」

　ガクリと、ソフィアは膝ひざから崩れ落おちるように落らく胆たんする。

「お前の上申書は……悪いが、全部却きやつ下かだ。お前にはこれからも、あの学者先生のおもりをしてもらわにゃ困る」

「そんな！　なんで私が！」

　恫どう喝かつする――ではなく、泣きそうな顔で懇こん願がんするソフィアを前に、落ち着くように手で示すエルヴィン。

　執務机から立ち上がると、部屋の片隅に置かれた保温ポットから、ややぬるくなった紅茶をカップに注そそぎ、ソフィアに渡わたす。

「あう……恐きよう縮しゆくです……」

「そんな嫌いか？　あの男が？」

「い、一応軍人ですので……そういう私情は控ひかえさせていただきます……」

　任務に私情を挟はさむのは、軍人としてもっともしてはならぬこと。

　そう自分に言い聞かせている彼女にとって、答えられない質問だった。

「まぁそう言わずに、言ってみ？」

「いえ、それは……」

　モニョモニョと言いよどむソフィアに、エルヴィンは改めて問いかける。

「なら、元帥の命令だ。言い給たまえ」

「生理的に無理です！」

　命令ならば、それがどれだけ本意に背そむくことでも従わなければならないのも軍人である。

　命じられた途と端たん、ソフィアは堰せきを切ったように言葉を放つ。

「顔も声も呼吸の音すら受け付けません！　あのいちいちもったいぶったわざとらしいしゃべり方！　〝今何時〟と聞くだけで踊おどらないと答えられないのかと殴なぐり飛とばしてやりたくなりますができないからなお腹が立つ！」

「お、おお……？」

　今まで溜たまりに溜まっていたものを吐はき出すソフィアの迫力に、大英雄のエルヴィンが圧おされていた。

「何を考えているのか何を考えていないのか！　一を聞いても二を答えるのではなく、四十九くらいを思わせぶりにつぶやき、困こん惑わくするこちらを見ながらほくそ笑むときのあの男の腹立つ顔！　射しや撃げき訓練の的に使えば的中率１００％を超す自信があります！」

「そうか、なるほど……あ～、え～っと……」

　開けちゃいけない箱を開けてしまったかと、エルヴィンは後こう悔かいし始めていた。

　ソフィアがダイアンを嫌っているのは、外見や容姿、話し方、身み振ぶり手て振ぶり、全すべてであるが、それには理由がある。

　それらのあらゆる、人間が自己を投とう影えいする行こう為いの様々が、逆算的に彼かれの本ほん性しようを、軍人としてのものか、それとも女としてのものか、どちらにしろ、直感的な嫌けん悪お感かんを抱かせるのだ。

「まるで――」

　人というものすべてを観察している、人でないもののように見えるのです――ソフィアは、そう言いかけて、言葉を止めた。

　ダイアンはいつも無む邪じや気きに人間を見ている。

　それこそ、ガラス箱に詰つまったアリの巣を見るような無邪気さだ。

　彼の前にいると、自分がアリになったように錯さつ覚かくする――ではない。

　人間という種族自体が、アリと同列に見られているような感覚に陥おちいる。

　それが恐おそろしく、不気味なのだ。

「まるで？」

　口をつぐみ、固まる自分に、エルヴィンは問いかけるが、ソフィアは言葉をつなげるのを止やめた。

　あまりにも、自分で感じていて、意味不明な感覚だと思ったからだ。

「いえ、なんでも……とにかく、あの男の不ふ真ま面じ目め具合に腹が立つのです。この前など、あまりに退たい屈くつなのか、作詞作曲振ふり付つけまで自分で考えた〝退屈の舞まい〟を踊りながら〝退屈の歌〟を歌っていました」

　それはもう、殴り飛ばし蹴けり飛ばさなかったのは、自分の鋼の自制心が成しえたことだと褒めてやりたくなるほど腹の立つ光景だった。

「退屈……退屈か……そりゃヤバイな」

　だが、ソフィアの言葉の中から、その一言を聞き、エルヴィンの眉み間けんにシワが寄る。

「閣下……あの、それが、なにか……？」

「ダイアン・フォーチュナーがヒマを持て余しているってのは……ちょっとばかし、危険信号なんだよな」

　ふぅと一息吐はくと、エルヴィンは壁かべにかけられていた、王都とその近辺の地図に視線を向ける。

「〝親衛隊〟……知ってるか？」

「無論です！　あの連中が、何か……？」

　親衛隊――それは、ワイルティア公国の、王宮守護を司つかさどる部隊である。

　だが、それは大戦が終わるまでの話。

　エウロペア大戦終結後、ワイルティアは、世界連盟の設立を提唱した。

　名目としては、「再び世界規模の戦乱を起こさず、恒こう久きゆう平和を実現するため」だが、その実態は、戦勝国が戦争で得た各種利権や領土の保全のため――要は、再び戦争が起き敗戦国にならないように、自分たちが勝利者である状態で、世界情勢を固定するための方便である。

　そのための第一手として、各国の軍縮が提案され、ワイルティアは加盟国を主導するべく、いち早く軍縮に着手。軍事予算と兵員を七割まで削減した。

「戦勝で領土や領海が増え、守るべき範はん囲いは増えたのに、予算と人員は削けずられたわけだ」

　くだらなそうに、エルヴィンはため息をつく。

「ですが、結果として、他国……同盟国や敵国も、軍備縮小には同意しましたし、削減された軍事費を社会保障に回すことで、戦いくさで苦しんだ民もいくらかは救われましょう」

　大戦終結から二年。未だに世界は、戦勝国であるワイルティアですら、その爪つめ痕あとを大きく残す。

　そんな一つを、ソフィアは数ヶ月前に、身をもって味わった。

「デフェアデッド号の少年兵たちは、お前が引き取ったらしいな」

「―――!?」

　エルヴィンの口から出た言葉に、ソフィアは驚く。

　先の一件で、主犯格だったペルフェの戦災孤こ児じたち。

　敵国グレーテンに少年兵として仕立てあげられた彼らを、ソフィアは、かつての部下であったルートの懇願も有り、ルンテシュタット家が有する領地にある救貧院に保護した。

「気にするな。責めているわけじゃない。お前が特別扱あつかいするなんて珍しいとは思ったが……本来なら、公国がそうせねばならない話だ」

　少年兵たちが入った救貧院は、かつての彼らが入れられた、監かん獄ごく同然のものとは異なる。

　食事と住居を与え、教育と職業訓練を施し、貧困から犯罪に走らず、社会に復帰できるようにする、れっきとした更こう生せい施し設せつである。

　一定期間、行動の自由は制限されるが、少なくとも、大人の犯罪者とともに監獄に入れられるよりははるかに人がましい生活ができる。

「削減された軍事予算が、戦災復興に使われるなら、まだマシだった……いや、そうあって欲ほしかったよ。だが実態はそうじゃない。ゲーニッツは、あの男は……」

「ゲーニッツ！　あのクサレ中ちゆう将じようがなにを!?　あ……失礼しました！」

　任務に私情を挟まない、と同時に、上官に対するあからさまな侮ぶ蔑べつ的発言は、組織の根幹を揺ゆるがす。慌あわててソフィアは自分の口を覆った。

「気にするな……俺おれだって、アイツの面を見るたびに殴り殺ころしたくなる衝しよう動どうを抑おさえるのに必死なんだ」

　ゲーニッツ――ワイルティア公国軍中将。

　先の大戦の中期から頭角を現し、特に西部戦線においてめざましい働きを見せた男であるのだが、エルヴィンと違ちがい、兵卒からの人気は低く、ある意味、嫌悪されていると言っていい。

　その理由は一つ。ゲーニッツは戦争をしているというよりも、効率的な殺さつ戮りくが上手いといったほうが的確な男だからである。

　彼の〝戦績〟の一つであるラプチュリカ殲せん滅めつ作さく戦せんなど、その顕けん著ちよな例である。

　大軍勢をもって一都市を包囲し、そこに潜せん伏ぷくするゲリラたちを、市民もろとも砲ほう撃げき、徹てつ底てい的てきな大だい虐ぎやく殺さつを敢かん行こうした。

　一つの都市を、地図から消し去ったのだ。

「腹が立つことに、アイツの策は効果だけは高いんだ……ラプチュリカも、殲滅作戦後、占せん領りよう地ちでの反乱や抵てい抗こう運動は一気に沈ちん静せい化かした……十万の民を殺すことで、一千万の民の反はん抗こうの芽を摘つんだんだ」

　効率的といえばそれまでなのだろう。

　しかし、ゲーニッツのやり方を認めることは、戦争をただの虐殺の応おう酬しゆうに、兵士をただの殺戮者に変えることを認めたも同然である。

　エルヴィンを始めとした古参兵たちに、看過できる話ではなかった。

「だが貴族どもにはウケがいいんだ……アイツらは戦場に足を運んだこともない、人の命を数字でしか見られない。そんな連中には、ゲーニッツのやり口はさぞかしスマートに見えるんだろうよ！」

　それまで穏やかだったエルヴィンの顔に、激しい怒いかりと、嫌悪に満ちた表情が現れる。

「……っと、スマン、全部が全部ってわけじゃない。お前みたいなヤツもいる」

「わかっています……」

　ソフィアの家、ルンテシュタット家は、ワイルティアでも指折りの貴族である。

　それに気付き、エルヴィンは謝罪したのだ。

「あの、そのゲーニッツと、親衛隊になにが……？」

「ヤツは、今期から親衛隊の隊長に就任した。名目は王宮警護……だが実態は、王都ベルンを含ふくむ、中央全ての軍事面の掌しよう握あくだ」

「なっ………！」

　削減された軍事費と、三十万の兵は、そのまま親衛隊に編入された。

　親衛隊の任務は、公王と、その私有地の警護。

　あくまで公王個人の私兵でしかないという名目で、ワイルティアは表向き削減した軍備を、そのまま保有し続けたのだ。

「今思えば、世界連盟設立の提唱も、ゲーニッツの策だったのかもしれん。これでアイツは、世界の中央のど真ん中を押おさえやがったんだ」

　エウロペア大陸以外にも、世界にはいくつかの大陸が存在する。

　だがそのほとんどは、エウロペアにある列強の属国や植民地。

　そしてそのエウロペア大陸を事実上牛ぎゆう耳じる最強国はワイルティアである。

　ゲーニッツは三十万の兵をもって、そのワイルティアの中心である王都を軍事的に掌握したのだ。

「正規軍俺たちは広がった領土や植民地に分散配備されちまった。王都と中央に有する兵力は、考えたくもねぇくらいこっちが不利なんだよ」

　言いながら、エルヴィンは自分もカップを手に取る。

　だが、そこに入れるのは紅茶ではない。

　懐ふところに隠かくし持もっていたブランデーである。

　それこそ、エルヴィンからすれば「呑のまねばやってられない」話なのだろう。

「あの、お聞きしてよろしいでしょうか……？　その、その事実と、私の現行の任務となんの繋つながりがあるのでしょうか？」

　ソフィアの疑問に、エルヴィンはカップに入れたブランデーを一息に呷あおってから答えた。

「そのゲーニッツが、ダイアン大先生を親衛隊側に引き込こもうと企たくらんでいるのさ」







「にゃあ！」

　オーガンベルツの片かた隅すみにある小さなパン屋トッカーブロート。

　その裏口で、搬入を終え、トラックから降りたルートを出で迎むかえたのは、最近店で飼い始めた白しろ猫ねこのエリスだった。

「出迎えてくれたのか、ありがとうな」

　しゃがみ、猫の小さなのどを、大きなルートの指が撫なでる。

「にゃう～♪」

　それだけで、エリスは幸せそうな、気持ちよさそうな声を上げた。

「ん？　お前……ちょっと汚よごれてないか？」

「にゃう？」

　エリスの白い毛並みに、いくつか泥どろが付いている。

「ああ……もしかして、俺のせいかな」

　振り返かえり、トラックが停とまっている辺りを見る。

　昨日まで降っていた雨で出来た水たまりに、タイヤがかかっていた。

　どうやら、トラックが撥はねた水たまりの泥が、エリスにかかってしまったらしい。

「悪いことしちゃったな……よし、洗ってやるから、こっちおいで」

　パン屋という食べ物を扱う店で、小動物を飼うというのはなかなか厄やつ介かいである。

　清潔にするのは当然、虫がつかないように毎日手入れをし、売り物に近づかないようにしっかりしつけをしなければならない。

　そこら辺の細かな作業は、敏びん腕わんウェイトレスのスヴェンが一手に引き受けていたのだが、そもそもこの猫を拾ってきたのはルートである。

「いつもスヴェンにばっか任せてちゃ、申し訳ないからな」

　エリスを持ち上げると、ルートは店の脇わきにある井い戸どに歩を進めた。




「主あるじさまがおかえりですわ！」

　一方店内では、トラックが停まった音を察知して、スヴェンが立ち上がる。

「よくわかったね」

「ふっふっふっ、主さまの息いき遣づかいならば、半径五百メートル以内なら聞き分ける自信がございますわ！」

　感心するジェコブに、スヴェンは胸を張って答える。

「ホントに……できそうだよね」

「ぬふふ」

　そんなバカな――とは口にしないジェコブに、スヴェンは不敵な笑みを返す。

　ワイルティア公国の科学の粋すいを集めて作られた人間型猟りよう兵へい機きであるスヴェンにとって、オーガンベルツ程度の範囲ならば、聴ちよう覚かくセンサーをフルに活用すれば、個人の特定は不可能ではないのだ。

「では先ほどの話を、主さまにしてきますわ！」

　戻もどってきたルートに、少しでも早く逢あいたいという思いから、駆け出すスヴェン。

　店の裏手の扉に手をかけ、満面の笑みで開いた時、その光景が目に入った。

「あ、スヴェン、ただいま」

「あ……る……じ………しゃま……？」

　そこには、子こ猫ねこのエリスを洗っているルートの姿があった。

　ただし、搬はん入にゆうを終え、戻ってきたルートは少しばかり汗をかいており、ついでとばかりに上半身裸はだかになって汗を流していたのだ。

「あ……ああ………あわわわわわわわ!?　失礼いたしましたですわ～!!」
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　顔を真っ赤にし、大おお慌あわてで店に戻るものの、慌てすぎて足をもつれさせ、スヴェンは盛大にずっこける。

「ごふぁっふっ!?」

　びたーんという大きな音を立てて、顔面を床ゆかに叩たたきつける。

「ちょっと……スヴェン大だい丈じよう夫ぶ!?」

「な、なんだ今の音！」

　店内にいたジェコブだけでなく、窯かま場ばにいたミリィまで顔をのぞかせる。

「ぐへへへへへへへ！」

「「びくぅっ!!」」

　心配する二人をよそに、スヴェンは不気味な笑い声を上げる。

「も、もう……主さまったら無防備なんですからぁ……ぐふふ……こ、このお宝映像は、メモリーの最重要部分に永久保存ですわ……」

　耳まで真っ赤にしながら、興奮しているスヴェン。

　おそらく、これが人間ならば、鼻から赤い鮮せん血けつを噴ふき出している頃合いだろう。

　もっとも、この時スヴェンの体内を駆け巡めぐる擬ぎ似じ体液は穴という穴から噴き出しそうなほど激しく駆け巡っており、あともう少し脈動が強ければ、どこかから溢あふれだしていたことであろう。

「なにがあったかわかんないけど……なんとなく想像つくなぁ」

「あ～………」

　呆れるジェコブとミリィをよそに、スヴェンはなおも笑っていた。




　数分後――

「出張販はん売ばい？」

　水浴びを終えて着き替がえたルートを前に、スヴェンは自身が温めていたアイディアを発表する。

　まだ少しだけ頬ほおと耳を赤くしながら。

「そのとおりですわ！　トッカーブロートは経営順調……でございますが、どうしても商しよう圏けんがこの町だけでは、売上も頭打ちになってしまいます」

　オーガンベルツには、他にパン屋はない。

　独どく占せん市場と言えなくもないが、逆に言えば、どれだけ頑がん張ばっても、町の人口以上のお客さんが来ないということでもあった。

「そこで、主さまのお焼きになったパンを、周辺の町でも販売するのです。そうすれば、より大きな収益が見込めます」

「なるほどなぁ～……そこまでは考えてもいなかったよ」

　つい最近まで、ジェコブ以外の町の人たちに、どうすれば食べてもらえるのかばかり考えていたルートには、想像もつかないプランだった。

「でも、商圏を広げるのはわかったけど、広げても売るものがないよ」

　現在トッカーブロートは、店頭販売の他に、鉱山や町の学校、役場の食堂などにもパンを卸おろしている。

　現在の生産体制では、それ以上の量を焼き上げるのは難しかった。

「生産量を増やすとなると、窯を増やさなきゃいけないけど……さすがに、これ以上追加融ゆう資しを得るのは不可能だろう？」

「ええ、そちらに関しては、また別のプランがありますわ……その前に、威い力りよく偵てい察さつをしようと思いますの」

　威力偵察とは、相手の戦力を測はかるべく、とりあえず攻こう撃げきを仕し掛かけ、出方を見る攻こう性せいの偵察行動。古くは、「大物見」とも言われた戦術の一つである。

「そこで、ジェコブさんにお願いがございますのよ」




　ワイルティア公国王都ベルン――その北東にある、王立兵器開発局。

　その最さい奥おうのちょっと手前に、局長ダイアン・フォーチュナーの執務室がある。

「退屈だぁ～、退屈だぁ～、退屈だったら退屈だぁ～。あ～チョイナチョイナ♪」

　作詞作曲、振り付けも自分で行った、〝退屈の舞〟を踊る、天才科学者の姿があった。

「なにを……してらっしゃるのか」

「わっ!?」

　いつの間にか開かれた扉に立っていたのは、彼の監かん視し役やくでもある、警備部隊隊長のソフィアだった。

「びっくりしたなソフィアさん……いつの間に来てたんですかぁ」

　いつものように、ドアを蹴破らん勢いで「ソフィア・フォン・ルンテシュタット少佐である！」と現れなかったので、ダイアンは完全に虚きよを突つかれた形になった。

「ヒマそうだな――ですね」

「あ～……いやぁ～……その～……あははははは！」

　退屈だ退屈だとのたまっているが、ダイアンは言うほどヒマではない。

　少なくとも、〝兵器開発局〟への仕事は、山のように存在する。

　しかし、その多くは、生産性の高い武器、整備の容易な兵器、現行の兵器のなるたけ少ない改修によっての改装案などなど、「なるべくお金のかからない兵器の開発」の要よう請せいばかりであった。

「面おも白しろくない仕事ばっかなんですもん。もっとこう、ね？　派手にどっかーんとかます大量破は壊かい兵器とか作りたいんですよ僕ぼかァ。それがちまちましたものばっか！　そりゃ退屈の舞も踊ろうってもんじゃ、ない……です……ね……はい、すみません」

　無言で睨にらみ続けるソフィアを前に、ダイアンの声は萎縮していく。

　武人の誇ほこりを持つソフィアに対して、殺戮を楽しむような発言は怒りを誘さそいこそすれ、同意を得られるわけなどない。

　立場の上下があるのでどつかれることはないが、軽けい蔑べつされるくらいは当たり前である。

　の、はずだったのだが――

「うふふふ！　まったく、局長殿はいつも冗じよう談だんがお好きでいらっしゃる」

「え？」

　ソフィアは笑っていた。

　目は怒りながらも、目めの端はしを歪ゆがめ、口こう端たんを引き上げ、乾かわいた笑いを漏もれ出でさせている。

　正しくは、笑うというよりも、怒りの表情を意志と筋肉の力で無理やり笑え顔がおに見えるように歪めているかのようだった。

「そ、ソフィアさん……どうしました？」

　ダイアンは、いつの間にか自分が後ずさっていることに気づいた。

「どうした？　あははははは、私はいつもどおりですよ局長殿、おかしなことを仰おつしやる」

「い、いつものソフィアさんじゃない……」

　いかなる者を相手にしてもマイペースっぷりを崩さなかったダイアンが、公王に拝はい謁えつした時も、儀ぎ礼れい官かんから平へい伏ふくを要請されるまで頭を垂れなかったこの男が、冷ひや汗あせを垂らしていた。

「そういえば局長殿、昨日のお誘いの件なのですが」

「お、お誘い？　ああ、あのことですか」

　昨夜、ダイアンはベルンでも指折りの高級レストランの予約が取れたので、ソフィアに一いつ緒しよに行かないかと、デートのお誘いをしたのだ。

　結果は、「いきませんか？」の「い」を言い終わる前に「お断りする」と返された。

「あの後よく考えたのですが。今からでもよろしければ、ぜひともご一緒させていただきたいのですが」

「え…………？」

　ダイアンは、再び後ずさった。今度は二歩下がった。

　今まであの手この手でデートのお誘いをしたが、全てことごとく断ってきたソフィアが、自分から、「ご一緒させていただきたい」？　ありえない話だった。

「悪い病にでもかかりましたか!?」

「どういう意味だキサマぁ!!」

「あ、ちょっとだけいつものソフィアさんだ」

　あまりの言い草に、声を荒あららげるソフィアに、ようやくいつも通りのリアクションが返ってきて、少しだけ安あん堵どするダイアン。

「と、ともかく！　そういうことなので……た、楽しみにしていますわうふふふふ!!」

　再び顔面を無理やり筋肉の力で笑顔に変えたソフィアは、「これ以上はもう限界！」とでも言いたげに、そそくさと執務室を後にした。

「ソフィアさん……からかいすぎたかなぁ～……壊こわれちゃったのかなぁ……」

　後には、わけがわからないと首を傾かしげるダイアンが残された。




「がああああああ！　やってられるかぁ!!」

　部屋を出てしばらく廊ろう下かを歩み、声を上げても大丈夫なくらいの距きよ離りをとったのを確認してから、ソフィアは怒りの叫さけびを上げた。
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「なんで私が、なんで私がこんなことを……！」

　頭を抱かかえ、その場でうずくまる。

　数時間前に行われた、エルヴィンとの会話を思い出だす――




「親衛隊がダイアンに接近している？　派は閥ばつ拡大ということですか？」

「そうだ。すでに貴族階級と王室を掌握している親衛隊は、さらなる派閥拡大として、兵器開発局を傘さん下かに入れようとしている」

　ソフィアの問いに、厳げん粛しゆくな顔つきで答えるエルヴィン。

　兵器開発局は、ただの軍の一部門ではない。

　一応は正規軍の管かん轄かつ下かにいるが、王立と付いているように、上には公王のみを奉ほうずる、高い独立性を保った組織なのだ。

　だから、軍も〝警備〟の名目でソフィアを送り込み、監かん視しすることしかできない。

　今現在、ダイアンがどんな研究を行っているかすら、正確には把は握あくできていないのだ。

「あそこが親衛隊の下についたら、厄介なことになる。王都守護を名目に、新兵器の優先配備……だけじゃない。独占も可能となる」

　だが、恐れるべきなのはそれだけではない。

「それ以上に厄介なのは、あそこは〝金の卵を産む鶏にわとり〟ってことだ。新技術は金になる。そのパテントがあれば、世界中から金をかき集めることができるからな。権けん威いと金を手に入れれば、自おのずと権力も流れこむ。ワイルティアはゲーニッツの意のままとなるだろう」

　兵器とはその時代の技術の結けつ晶しようである。

　膨ぼう大だいな予算と時間と人員を注ぎ込み生み出された新技術は、それだけで莫ばく大だいな富を生む。

　かつては国土も狭せまく、天然資源に乏とぼしかったワイルティアが、グレーテンやオーガストといった大国と互ご角かくに渡り合あえたのも、生み出した多くの新技術によるところが大きい。

「はぁ……しかし……」

「なんだ？」

　エルヴィンの危き惧ぐは理解できる。

　もしそうなれば、最悪の事態といえるだろう。

　だが、ソフィアにはそれが、別の意味で現実味のない光景に思えた。

「あのダイアン・フォーチュナーが、音に聞こえた怪かい人じんが、ゲーニッツと組むとは思えません。あの男は、その手のパワーゲームにまったく興味が無い」

　正しくは、「自分の知的好こう奇き心しんを満たすもの以外に、まったく興味が無い」、それがダイアンという男である。

　権力志向の塊かたまりのようなゲーニッツとは、一番ウマが合わない。

　実際、両者の関係はかなり険悪だという噂うわさである。

「たしかにな……あの二人が休日に日の当たるテラスでチェスをしながら歓かん談だんするなんて、北極星が流れ落ちるよりありえん」

　だが、エルヴィンの顔は笑ってはいなかった。

「だが、同時にあの二人は、自分の目的を果たすためならば、それ以外は〝どうでもいい〟と思えるタイプだということを忘れてはいけない。ゲーニッツは利益を得るためならどんな怪人とでも手を組むだろうし、ダイアンも……」

「ゲーニッツが、なにをダイアンにくれてやれると言うのですか？」

「ダイアンは今、〝退屈〟なのだろう？」

「あっ――！」

　ようやく、ソフィアは問題を理解した。

「そうか……開発費……！」

「そういうことだ」

　大戦が終わり、ワイルティアの領土は拡大した。

　正規軍は削さく減げんされた予算と人員で、増えた活動区域に兵を撒まかねばならず、自由にできる金は戦時よりもはるかに減少した。

　事実、ダイアンに回される開発要請は、コストの安いものばかり。

　それは、彼の好奇心を満たすものではない、〝退屈〟なものなのだ。

　そこに、王都を含む中央のみに展開し、正規軍よりも予算に余よ裕ゆうのある親衛隊が接せつ触しよくすれば……

「あの男なら、やりかねない。たとえどれだけ嫌きらっている相手だったとしても、鼻歌交じりで握あく手しゆを交かわす……ダイアンはそういう男だ」

　ソフィアはダイアンを嫌っている。

　本能的にも生理的にも、相あい容いれないと思っている。

　だが、彼かの女じよは理性的な軍人でもある。

　理性的に彼を理解しようとし、少しでも彼と分かり合おうと努力した。

　その上で、ソフィアは理性的にもダイアンを嫌っているのだ。

　ソフィアは、ダイアンをよく知るがゆえに、彼ならばやりかねないと、判断した。

「あの御ご仁じんをこちらの側につなぎとめておくためには、兎とにも角かくにも金が必要だ。だが予算には限りがある。だから、別のスポンサーを探す必要がある」

　ふぅと、陰いん鬱うつなため息をつくエルヴィン。

　庶しよ民みん階級出身であり、元げん帥すいとなった今でも、「前線に出ねば戦はわからぬ」と、現場主義を徹てつ底ていするこの男にとって、金かね勘かん定じようはどう考えても好みの仕事ではない。

　だが、これもまた、平時における戦争の形なのだ。

「ある有力者と、交こう渉しようの機会を得ることができた。その男を味方につけることができれば、ダイアンの腹を満たせる程度の金なら手に入るだろう。だが、それは一ヶ月後なのだ」

　一ヶ月、そのわずかな期間に、ワイルティアだけでなく、世界全ての命運がかかっていた。

「その間に、ダイアンが親衛隊に転ばないようにする必要がある……だが、こっちの厳しい台所事情じゃ、やっこさんにやれるあめ玉は限られる。ぶっちゃけ、一つしかない」

「一つ……それは一体？」

　ダイアンに、親衛隊ではなく正規軍の側にいるほうが得だと思わせるに足る材料。

　そんなものが、一つでもあったのかと、ソフィアは驚おどろく。

「………………………」

「え？」

　返答に代え、自分を見つめるエルヴィンを見て、ソフィアは、凄すさまじく嫌いやな予感を覚え、口元を歪ませた。

「頼たのむ！」

「待ってください！　私ですか!?」

「他にいないだろ……全軍探しても……いや、ワイルティア全土を探しても、あの男が個人的に好感を示した人類はお前だけだ」

　今まで、正規軍がダイアンを監視するため、様々な人員を「警護役」として送り込んだ。

　エリートから叩き上あげ、元学者や元芸術家、老ろう若にやく男なん女によ様々である。

　しかし、その多くは平均で一週間、長くて一月も保もたず逃にげ出した。

　ちなみに最短は二時間。

　電話で、「思ったよりもいい人でした。上う手まくやっていけると思います」と報告したすぐ後だった。

「ダイアンと一年以上顔を付き合わせることができているって意味じゃ、お前さんは世界記録保持者なんだ！」

「だからって、私に何をしろっていうんです!?　ま、まさか……」

　ダイアンは男であり、ソフィアは女である。

「まぁ、それが一番手っ取り早くはあるんだが……」

「元帥閣下!!!」

　たとえ相手が大だい英えい雄ゆうと称しようされた最上位の上官であろうと、それだけは見過ごせないとばかりに、ソフィアは叫んだ。

「わかってる。わーってるって！　俺だってそこまで言わねぇよ……人にゃ向き不向きがあるからな。不本意な……ましてや他に惚ほれた男がいるヤツにそんなこたぁさせたくない」

「なっ………！」

　エルヴィンのいきなりの発言に、ソフィアは怒りを忘れ凍こおりつく。

「な、なにを仰っているのですか……元帥閣下……？」

「ん？　別に？」

　わざとらしく韜とう晦かいするエルヴィン。

　この男は、ついさっき、デフェアデッド号の一件を口にした。

　大事件ではあるが、本来なら軍の最高幹部が詳しよう細さいまで把握しているとは考えにくい。

　ましてや、その事件に関かかわった、表ざたにもなっていない一人の男のことなど、知りようもないはずだ。

「まぁお前がどこのパン屋になにを思っていようが俺はなにも言う気はないが」

「なんで知って―――いえ、なんでも……」

　戦争においての英雄は、槍やりや剣けんを振るい無む双そうする者と思われがちだが、それはあくまで、一側面でしかない。

　ありとあらゆる情報を収集し、総合的な見地から作戦を練り、的確な配置を行い、的確な指示を出せる者を言うのだ。

　そしてエルヴィンは、英雄の中の英雄である。

「別に女の武器を使えってんじゃない。せめて一ヶ月……その間、ダイアンがお前さんに目を向けるようにしてくれりゃあいいんだ。やり方は任せる。頼むよ」

「ううう……」

　事情はわかる、事態も理解している。

　それでも、軍人として、情けなさにソフィアは涙なみだが出そうになった。

「そんな顔すんなよ。世界最強国の大英雄なんて言われても、こんな手段を講ずるしかないってのは、俺だって情けねぇと思ってんだ。代わりと言っちゃあなんだが、無む理り強じいさせた借りは絶対に忘れない。必ず返す」

　そう言って向き直るエルヴィンの顔は、真しん剣けんだった。

（たらしだな……この方は……）

　エルヴィンは元帥であり、ソフィアは少しよう佐さである。

　軍隊は階級が絶対の組織だ。エルヴィンが、「四の五の抜ぬかすな、命令だ！」と怒ど鳴なりつければ、ソフィアは抗あらがえない。

　だが、エルヴィンは〝頼む〟と言い、〝借りは返す〟と言った。

　本当に何か見返りがあるかどうかは、関係ない。

　兵の苦労を慮おもんぱかり、恩に感じてくれる。そういう上官に弱い兵士というのは多いのだ。

「わかりました……やってみせます」

　ある意味、この人たらしの才能こそが、何十万という兵士たちから〝オヤジ〟と慕したわれている、エルヴィンを英雄たらしめている理由なのではと思いながら、ソフィアは了りよう承しようした。




「わかってる……これはお国のため……軍のため……兵士としての務めだ……だけどああああああっ!!!」

　ダイアンをつなぎとめておくため、暫しばらくの間少しだけ優やさしくしようとしていたが、どうにも体に走る虫むし唾ずだけは、こらえようがなかった。

　そのやるせなさに、ソフィアは頭を抱えて叫びを上げた。




「どーも、ヘンな風向きになっているみたいですねぇ」

　執しつ務む室しつの椅い子すに腰こし掛かけながら、ダイアンは机に内蔵された、小型の電でん影えい機きに映し出されるソフィアの姿を観察していた。

　兵器開発局は、ダイアンの巣である。

　そこには、無数に彼かれの眼めと耳が光っている。

　この電影機、本来は、密閉型コクピットの猟兵機に使用するべく開発されたものだが、こういう使い方もできるのだ。

「まったく、軍人さんたちは大変ですねぇ……生まれ変わっても絶対になりたくないや」

　クククとほくそ笑えむダイアン。

　彼の天才ぶりは、技術開発の方面だけではない。

　ある種、万ばん能のうの天才なのだ。

　人間という種が、どういう思考で動いているか推測できる程度には、彼の知能は高い。

　ソフィアの異常から、大体の事情を、彼は察した。

「どーしましょうかねぇ～……ま、正規軍に義理立てしてやる気はないですが……ソフィアさんがあんだけ頑張っているのに、ふいにするのは可哀かわいそうだなぁ」

　彼は、己おのれの知的好奇心を満たすこと以外の一いつ切さいに興味が無い。

　だが、ソフィアはその中で、例外中の例外だった。

　彼女と接していると、絶ぜつ妙みように思考が刺し激げきされ、思し索さくが捗はかどるのだ。

　そう、彼にとって、お気に入りの銘めい柄がらのコーヒーのようなもの。

「レベッカ、いますか？」

　己以外誰だれも居ないはずの室内で、彼はつぶやく。

　わずかに時間を置き、ダイアンの背後に、一人の少女が立った。

「おや……君は……レベッカはどうしました？」

「レベッカ、いない……任務……」

「ああ、そうでしたね」

　自分の近きん習じゆとして配備している赤あか髪がみの人間型猟兵機。

　彼女が今は、先に命じたもう一つの任務に就いているころだと思いだし、ダイアンは手を叩く。

「仕方ない……そうなると、ちょっと様子を見ますか。ソフィアさんに免めんじて、一ヶ月くらいは……」

　ダイアンはつぶやいたが、レベッカに代わり背後に立つ少女は、何も答えない。

　聞こえているのか、聞こえていないのか、聞こえていようが頭に入れていないのか、その赤い瞳ひとみからは、なにもうかがい知ることはできなかった。







第二章「サウプンクトの遭遇」







　オーガンべルツの隣となり町まち、サウプンクト――主要街かい道どうに近いこともあり、田舎いなか町まちではあるが、周辺各都市よりは少しだけ都会である。

　その町のメインストリートの一角に、スヴェンとジェコブの二人はいた。

「さぁて、始めますわよ！」

　むふんと鼻息を荒くしながら、スヴェンは腕うでまくりをする。

「頼み事ごとってこれかぁ～…まールートにゃ無理だし、ミリィもまだ表に出せるレベルじゃないしなぁ」

　あははと、笑いながら、ジェコブが言った。

　二人がここを訪おとずれたのは、トッカーブロートの出張販売、その威力偵察――つまりは、お試ためし営業のためである。

　どんないい商品でも、売れない時は売れない。

　客層や流行、類るい似じ商品の有う無む、様々な要因がある。

　そういったものを見み極きわめるため、簡単な屋台のようなものを作り、町角で販売することにしたのだ。

　だが、ジェコブが言ったように、強こわ面もて過ぎて客を寄りつかせなかったルートでは、どんな物を並べたとしても売れる売れない以前の話。

　そこで、スヴェンはジェコブに販売要員として同行するよう頼んだのだ。

「釣つり銭せんは？」

「こちらに、銀行で両りよう替がえしてきましたわ」

「入れる紙かみ袋ぶくろはこれだね。あ、チラシも一緒に入れておくんだね」

「はい。もしかして、オーガンベルツの方にも来てくださるかもしれませんからね」

　てきぱきと、打ち合わせを進める二人。

「ホント……ジェコブさんって、商売人のセンスありすぎじゃないですか？」

　ふと、改めてスヴェンは言った。

「そう？　別にそれほど大したことじゃないと思うけどなぁ」

「ジェコブさん、お歳としはお幾いくつで？」

「えっと………もうすぐ十一？」

「思えない……」

　トッカーブロートの面々は、元軍人のルートに、元猟兵機のスヴェンと、どれもひとクセふたクセある者ばかりなため気づきにくいが、「大人びている」の言葉の範はん疇ちゆうを超こえたしっかり者な少年ジェコブもなかなかなクセモノであった。

「おかげでわたくしも助かりますわ……では、さっそく―――」

　スウッとスヴェンは息を吸い込む。

　この行動自体に、意味は無い。

　彼女は呼吸によって酸素を取り込むことを必要とするようにできていない。

　だが心を持つ機械であるスヴェンには、これはそれなりに意味があった。

　気合を入れた、のである。

「道を行きます皆みな皆みな様さま！　はじめまして、わたくし、オーガンベルツのパン屋トッカーブロートより参りました、スヴェンと申します」

　凛りんとした、涼すずやかな美しい声。

　がなりたてるような騒そう々ぞうしさはかけらもないにもかかわらず、通りを歩く者たち全員が、足を止め、振ふり向むいた。

　一流の役者は、舞ぶ台たいの上でセリフを話す時、観客一人一人に、自分が話しかけられているのかと錯さつ覚かくさせるように言葉を放つという。

　この時のスヴェンは、まさにその極きよく致ちにいた。

　道行く人々の視線が、スヴェンに集まる。

　だが、すぐには言葉を続けない。

　全すべての人々が、銀色の髪に赤い瞳の、まるで妖よう精せいのように人並み外れた美しい少女を確かく認にんするまで、じっくり時間を取る。

　緊きん張ちようが適度に高まったところで、スヴェンはこれでもかという魅み力りよく的てきな笑顔を向ける。

「本日は、このサウプンクトの皆様にご挨あい拶さつに伺うかがいました。当店の自じ慢まんのパンをどうぞお目に入れて、手にとって、味わっていただけませんでしょうか？」

　波が白しら浜はまを行くように、スヴェンの声は聴ちよう衆しゆうに流れ込こむ。

　スヴェンの……正しくは、人間型猟兵機の開発目的は――開発者であるダイアンの真意は別にあるが――諜ちよう報ほう任務、である。

　時に敵国、時に敵対勢力に潜もぐり込み、信用させ、籠ろう絡らくし、情報を得たり、場合によっては、暗殺のため寝ね首くびを掻かいたりするために作られた。

　スヴェンがその気になれば、一いつ般ぱん市民の十人や二十人、瞬しゆん時じに籠絡するのはたやすいことなのだ。

「ちょっと、行ってみるか……」

　最初に近づいたのは、若い男。

「へぇ～、隣町のパン屋ねぇ。そういえば聞いたことあるかも」

　次に若い女性。

「なになに？　なにがあるの？」

　次に子どもたち。

　こういう時、意外に冷静なのは主婦だったりする。

「あらあら、美味しそうじゃない？　これなんていうの？」

　そして、そのおばさま方も引き寄せることに成功した段階で、スヴェンの作戦は半ば成功したも同然だった。

「はい、こちらは当店オリジナルメニュー、パイナップルパンですわ。あ、パイナップルは入っておりませんのよ？　この網あみ目め部分、どこか似てませんか？　うふふ」

　明るく朗ほがらかに愛らしく、老ろう若にやく男なん女によ全すべてに合わせて対応する。

「やっぱすごいな、スヴェンは」

　次々と現れる客に、袋ふくろにパンを詰つめて渡わたしながら、ジェコブはつぶやく。

　トッカーブロートで売られている、ルートのパンは美う味まい。それは間ま違ちがいない。

　だが、世の中、いいものが必ず売れるというわけでもない。

　パンの値段など、せいぜい小こ銭ぜに一枚二枚のものである。

　財さい布ふの紐ひもを全開にさせなくとも、ほんのわずか隙すき間まを作ればいい。

　しかし、そのわずかが難しいのだ。

　モノを売るためには、良い物でなくてはならない。

　だが、同時に、良い営業能力が必ひつ須すなのだ。

「はいいらっしゃいませ～！　どうぞ、ご覧になってください。どれも自慢の品ですわ♪」

　歌うように、舞うように、客を引き寄せるスヴェンは、超ちよう一いち流りゆうの営業マンでもあった。

　そして一時間も経たたずして、持ってきたパンはあらかた売り切れた。

「まずは、戦果は上々といったところですわね」

　しかし、スヴェンの表情に、勝かち誇るようなものはなかった。

「あれ？　思ったよりも冷静なんだね」

「当たり前ですわ。主あるじさまのお焼きになったパンならば、これくらい当然！」

　意外そうな声を上げたジェコブに、スヴェンは答える。

「……と言いたいところですが、それだけではないのです」

　まだ結論を出すには早い段階だった。

「買って帰られたお客様方が召めし上がり、また欲ほしいと思わなければ意味はございません。一回二回ならば物もの珍めずらしさで人も集まります。大切なのはリピーターをつかむことですわ」

　単価の低い品を売って稼かせぐには、とにかく常連客を捕つかまえるしかない。

「そのためにも、あと何回かお試し販売をする必要がありますわね。その上で、第二段階に――」

「なんでぇ、また来るつもりなのかい」

　後ろから、でっぷりと太った男が現れた。

「うちの店の前で勝手に商売はじめたと思ったら、まったく大した盛せい況きようっぷりだったな」

　男は、スヴェンたちが路上販売をした場所にある雑貨屋の店主だった。

「なんですの、みかじめ料でも取りにいらしたのですか？」

　訝いぶかしむような顔のスヴェンだったが、同時に懐ふところから財布を取り出していた。

「あまり多くは出せませんわよ」

　まだ試験販売の段階でトラブルを起こす訳にはいかない。

　なにより、こういった路上で商売をしようとすれば、地元の人間からの何らかの要求は想定内の出来事なのだ。

「違ちがう違う違う、そうじゃねぇ」

　だが、店主の反応は、スヴェンの想定とは異なった。

「とりあえずよ、俺おれにも一個くれよ。ホレ、代金」

　銅貨を数枚渡すと、店主は残っていたパンの一つを手に取り、モグモグと食べ始める。

「こりゃ確かにウメェや……いい小麦使って、手間かけてこさえてやがるな。これ作った職人はクソ真ま面じ目めが服着て歩いているようなやつだろうな。こんなモン、こんな安い値段で売りさばいてんじゃねぇよ。どんだけ良心的だ」

　食べ終わると、店主はケラケラと笑った。

「一体、なにを仰りたいんですの？」

　店主に敵意はないようだが、なにか含ふくむところを感じたスヴェンは、警けい戒かいしつつ尋たずねる。

「う～んとな……もしまたこの町で路上販はん売ばいするのなら、うちの店の前でやらねぇか？」

「ほう？」

　帰ってきた返事は、予想外の、トッカーブロートにとってもおいしい話だった。

「いいの？　商売の邪じや魔まになるんじゃないの？」

「いやいや、それがそうでもないんだな」

　尋ねるジェコブに、店主は歯を見せて笑う。

「せっかくうまいパンを買ったんだ。紅茶やコーヒー、ミルクだって欲しくなるだろ？　ソーセージやハム、ベーコンだって欠かせない。バターやジャムも欲しいところだ」

「ああ、そういうことですの」

　ようやく、スヴェンは店主の魂こん胆たんを理解した。

　スヴェンたちが店先で路上販売をしていた雑貨屋は、食料品も扱あつかっている。

　店主は、スヴェンの客引きに便乗し、自分も儲もうけようとしているのだ。

「アンタみたいなべっぴんさんが店の前にいりゃあ、そのおこぼれだけで大したもんだ。実際、さっきもかなり客が入ってきてな」

「なかなか商売上手ですわね～」

「代わりといっちゃなんだが、みかじめ料みたいなモンはいらないぜ」

「ふむ………」

　店主の提案に、スヴェンは口元に手を当て、しばし思案する。

　遅おそかれ早はやかれ、他所よそから来た人間が商売を行えば、地元の人間との摩ま擦さつは避さけられない。

　しかし、元からある店を味方につければ、そのリスクは避けられる。

「なんだったら、これからうちの店で、アンタらんとこのパンを委い託たく販はん売ばいしてもいいぜ？　いい売りになる」

「ほほう！」

　さらに、おいしい話が加わった。

「興味深いお話ですわね。ひとつ、細かな打ち合わせをいたしませんこと？」

「おお、そいつぁいい。入んな。茶くらいなら出すぜ」

　ようやく笑顔を返したスヴェンに、店主は上じよう機き嫌げんで、自分の店の中に招いた。

　威い力りよく偵てい察さつの任務は、想像以上の戦果をトッカーブロートにもたらそうとしていた。




　一方、トッカーブロートでは――

「あ、ありがとうございました！」

　残された数少ない営業戦力のミリィが、お客を送り出していた。

　三ヶ月のスヴェンのスパルタ教育もあり、ようやくまともな接客ができはじめた頃ころ合あいだったが、今日の彼女には別の緊張の要素が加わっていた。

「うふふ、ずいぶんと様になっているじゃない」

「う～………からかうなよ、マレーネ」

　ミリィが恥はずかしそうな顔で言った相手は、彼女の家である、丘おかの上の教会のシスター、マレーネだった。

「からかってなんていないわよ。私も何度かお手伝いしたことあるけど、私なんかより、ずっとちゃんとできているわよ」

　スヴェンとジェコブが隣町に向かったことで、店の接客はミリィ一人に任されることになったのだが、さすがに十四の少女一人に押おし付つけるには不安もあったので、マレーネが応おう援えんに来ていたのだ。

「立派なものよ。一いつ生しよう懸けん命めい、働いているのね」

　優しげなマレーネの笑顔は、聖職者のそれではなく、妹に向ける、姉のようだった。

「えへへ……」

　少しだけ、ミリィははにかむ。

　ミリィの接客は、スヴェンとは比べ物にならない未熟さだが、それでも、一生懸命こなそうとする彼女の姿は、概おおむねお客には好評だった。

「二人ともお疲つかれ様さま。悪いね、こっちを任せきりにしちゃって」

　店の奥おくの窯かま場ばから、ルートが現れる。

　手には、今しがた焼き上げた品を載のせたトレイを持っている。

「それ……パイ？　すげーいい匂におい……」

　甘あま酸ずっぱい果物と砂糖の香かおりに、ミリィは目を輝かがやかせている。

「ああ、今焼き上げたレモンパイだよ。良かったら、食べてみてくれないか？」

「う、うん！」

　願ってもない機会に、ミリィはぶんぶんと首を振った。

「あらあら、じゃあ私は紅茶を淹いれるわね。茶葉はそっちに――」

　ルートの後ろにある棚たなに近づこうとした瞬しゆん間かん、マレーネはあからさまに彼を避け、壁かべに張り付くようにして戸棚に手を伸のばす。

「ま、マレーネ……？　どうしたんだい？」

　不可思議な行動を取るシスターに、ルートは困こん惑わくする。

「いえ、あの、えっと……スヴェン、さんがね……」

　マレーネは、以前あったとある事件がきっかけで、ルートに対して好意を抱いだいていた。

　それをルート本人は気づいていないのだが、スヴェンにはすでに知られている。

　自分がいない間に、最愛の主に不用な接近をされることを嫌ったスヴェンは、マレーネにそれはもう恐おそろしいほどの気き迫はくで、脅おどしをかけた。

「あなたの半径一メートル以内に近づくなって………」

「えっと……!?」

　これにはさすがに、ルートもなんと言っていいかわからず、困ったような顔をするしかなかった。

「ま、まぁ……とにかく、お茶にしようか？」

　気を取り直し、フードコートの一席を使って、ティータイムを楽しむことになった。

「う………うま！　う、うまー！」

　焼きたてのレモンパイを一口食べた瞬間、ミリィは目を見開き、感動の声を上げた。

「ホント……これ……美お味いしい！」

　マレーネも、口に入れた途と端たん、その味の素す晴ばらしさに驚く。

「良かったぁ。喜んでもらえて嬉うれしいよ」

「あ、アンタ……」

　二人のお気きに召す物ができたと、満足気なルートに、ミリィは口をわななかせ、指を突つきつけて叫んだ。

「アンタ、魔ま法ほう使つかいか！」

「ええ!?」

　レモンパイは、語ご彙いが豊富とはいえないミリィにとって、こんな突とつ拍ぴよう子しもない言い方をしなければならないほどの美味しさだった。

「驚いたわね……ルート、あなたってパイづくりも上手いのね」

「う～ん、腕の問題だけでもないんだけどね」

　感心するマレーネに、ルートは照れながら答える。

　パンとパイは、同じ小麦を使った食品であり、その差は酵こう母ぼを使って膨ふくらませるかどうか、という点である。

　それ以外の製造過程や材料はほとんどが共通するので、パン屋の範疇で売られることも多い。

「ちょっとミリィ、おいで」

　ルートは、夢中になってパイを頬ほお張ばるミリィを手招きすると、店の奥にある、クローゼットより二回りほど小さな木製の家具のような箱を見せた。

「なにこれ……？」

「冷蔵庫だよ」

　ミリィの問いに、ルートは冷蔵庫の両開きの扉とびらを開きながら答えた。

　上段には大きな氷の塊が、下段にはパイ生き地じが置かれている。

「パイはバターを練り込んで焼くことで、パイ生地の中のバターが沸ふつ騰とうして膨らみ、空気の層を作るんだ。それがサクサクとした歯ざわりの元になる」

　しかし、そのためには、窯に入れる直前まで、生地の中のバターが固形の状態でなければならない。

　そこで、冷蔵庫の中に入れて、冷やしておくのがコツなのだ。

「窯の中の温度もそうだけど、食べ物は調理する際の温度によって、味が大きく変わる。覚えておくんだよ」

「う、うん！」

　ルートがパイを焼いたのは、働く彼女たちの慰い労ろうのためもあるが、同時に、ミリィに実体験も踏ふまえた上で、指導するためでもあったのだ。

「それにしても、こんなに美お味いしかったら、これだけでも町の名物になるわよ」

　律りち儀ぎに一メートル後ろから、マレーネが言った。

「そうしたいんだけどね、ちょっと難しいんだ」

「あら、なんで……？」

「言ったろ？　パイを美味しく焼くには、冷蔵庫の存在が不可欠……でも、これじゃ限界があるからなぁ」

　ルートが使った、箱の上部に氷の塊を入れ、その冷気で冷やす氷式冷蔵庫、もしくは冷蔵箱と呼ばれる器具では、業務用には対応しきれない。

「電気式の冷蔵庫があればいいんだろうけど……さすがにうちの店じゃ手が出ないんだよ」

　電気の力で冷れい媒ばいを高圧循じゆん環かんさせる電気式冷蔵庫が、大戦時、軍によって開発された。

　食品や医薬品の保存のためはもちろん、気温上じよう昇しようから砲ほう弾だんを暴発させないためにも、冷れい却きやく装置の開発は急務だったのだ。

　そして、その技術は大戦終結よりも早く、商業用にも転用され、工場や一部の商店、個人で所有する者も増えてきたが、高価なものであることには変わりない。

「そっか……もったいねーな。こんな美味いのに」

　残念そうに肩かたを落とすミリィ。

「そんなことないよ。二人に美味しいって言ってもらえただけで、十分すぎる話さ。スヴェンやジェコブの分も焼いてやらなきゃな」

　ルートがわざわざ冷蔵箱を用意してパイを焼いたのは、いつも力を尽つくしてくれる友人たちの労を、少しでもねぎらうためだった。

「もったいねーな……」

　改めて、ミリィはつぶやく。

　こんな優しい男の作ったものを、もっと多くの人たちに食べて欲しかった。

　きっと、鬼おにのように怖こわい人だって、ほほを緩ませるだろうに。

「あら……お客さんが来たわね」

　カランコロンと鳴る店の扉に備えられたベルの音を聞いて、マレーネが言う。

「おっと、俺は奥に引っ込むよ」

　お客さんを怖がらせまいと、ルートは慌あわてて奥の窯場に引っ込もうとする。

「あら……あなたは、ジェコブくんのお母さん」

「え？」

　来客を前にマレーネの言った一言を聞いて、ルートの足が止まった。




　トッカーブロートの店てん舗ぽは、ルートとスヴェンの住居も兼かねている。

　しかし、その敷しき地ちの大半を店と窯場に費やしているため、居住スペースは少ない。

　スヴェンは未いまだに屋根裏部屋で寝ね起おきしているし、ルートの部屋もベッドと簡単な書き物ができる小さな机があるくらいだ。

　それでも、増築の際に少しだけ拡張し、大人三人ならば息苦しいが、二人ならば座すわって話せる程度の事務室を作った。

　ルートは、そこにジェコブの母親を案内した。

「狭せまくて申し訳ありませんが、どうぞ」

「いえ、いきなりやって来て、申し訳ありません……」

　ジェコブの母、シャロデは、美人であることは間違いないのだが、なんと言えばいいのか、どこか陰かげのある女性だった。

「こちら、よろしければどうぞ」

　先ほど焼き上げたばかりのレモンパイと、紅茶を勧すすめる。

「ありがとう。たまにあの子がおみやげに持って帰ってくるこちらのパン、食べているわ。とても美味しかった」

「そ、それは……どうも！」

　ルートは、シャロデと会うのは、これが初めてである。

　ジェコブの家が経営する整備工場には、使っているおんぼろトラックの修理に何度か訪れたこともあるが、そこで、彼かの女じよと顔を合わせたことはない。

　シャロデの父、ジェコブの祖父が、大のワイルティア軍人嫌ぎらいであり、ルートが来た時には、家の奥に押し込んでいたのだ。

「聞いていたよりも、優しい顔をしているのね」

「え……？」

　自分の顔を見て言ったシャロデの一言に、ルートは驚おどろきの声を上げる。

「どうしたの？」

「いえ……そんなこと言われたの、めったにないんで」
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　ルートの外見は、精せい悍かんさが特とく徴ちようと言われるワイルティア人の中でも平均以上の体たい躯くに、鋭するどい眼光、さらには左ひだり頬ほおの大きな傷と、大の大人ですら逃にげ出だすこともある威い圧あつ感かんの塊かたまりである。

　パン屋の仕事をしていても、「下手な変装」と言われたことがある。

　初対面で彼の容姿を恐れなかったのは、スヴェンくらいであるが、あちらはいろいろな意味で例外である。

「昔の仕事の時に、怖い顔の方たちはたくさん見たから。それに……優しい顔の人のほうが、却かえって恐ろしいモノを隠かくしていることが多いものよ」

　シャロデの言葉には、経験に裏打ちされた、重みがあった。

「あの子から聞いていますよね？　私が、どういうことをしていたか」

「えっと……」

　シャロデに問われ、ルートはわずかに躊ちゆう躇ちよする。

「はい……」

　だが、演技の下手な自分が、嘘うそをつき通とおすこともできないと判断し、素す直なおに認める。

「私は大戦中、娼しよう婦ふでした」

　シャロデが働いていたのは、ワイルティア軍の公こう娼しよう――国が管理する売春宿である。

　国家が兵に女を斡あつ旋せんするという行こう為いは、眉まゆをひそめずにいられないものではある。

　だが、兵士の間での性病蔓まん延えんの防止、なにより民間人への暴行を防ぐためにも必要であるという考え方も存在する。

　百年前の獅し子し王おう帝ていは、百万の兵で進軍した際、二千人の娼婦を同行させたという。

「ジェコブは、その時の客との間に生まれた子供です」

　シャロデの声に、どのような感情があるか、うかがい知ることはできなかった。

　いや、見ただけで、聞いただけで、わかったような気持ちになることすら、不ふ遜そんな気にさせる雰ふん囲い気きをまとっていた。

　シャロデは、ルートよりは年上だろうが、今年十一になるジェコブの母親としては、若すぎる。大戦が始まった頃ころ、まだ十六か七といった歳だろう。

　そんな年頃の娘むすめが、どんな苦界に生きていたのか。それは、もしかして戦場帰りのルート以上の地じ獄ごくだったかもしれない。

「そのせいで、あの子には苦労をかけました。私や私の父とは、髪の色も眼の色も違いますからね。周りから好こう奇きの目にさらされていたことでしょう」

　シャロデの髪は、ウェーブのかかった黒くろ髪かみ。

　対して、子供のジェコブは、ワイルティア人に特有の、金色の髪に碧へき眼がんだ。

「友達もあまりできなくて……親として心苦しい気持ちでいっぱいでした。ですが……」

　そこで、シャロデは椅子に腰掛けたまま、深々と頭を下げた。

「このお店の皆みなさんによくしていただいたようで、ありがとうございます」

「そ、そんな……！　やめてください！　俺の方こそ、ジェコブにはいつも助けられているんですから……！」

　慌てて、頭をあげるように促うながすルート。

　彼の言葉は、大げさなものではない。

　スヴェンが現れるまでの一年間、腫はれ物ものにさわるように、よそ者扱いされていた頃、数少ない常連客として訪れてくれていたのが、ジェコブである。

　年ねん齢れい差さなど関係ない。

　ルートにとって、ジェコブはこの町で初めて出来た友人だと思っている。

「いえ、それなのに父がご迷めい惑わくをお掛かけして……あれも、私が止められなかったから……」

「それはもう、忘れましょう」

　ジェコブの祖父は、数ヶ月前、オーガンベルツに入り込こんだテロリストに協力した。

　その動機は、娘をキズ物にされた恨うらみ。

　ワイルティアへの恨みが、老人を狂くるわせた。

「オヤジさんは、その後……？」

　事件の後、ルートは全力で彼らの利敵行為――国家反逆罪を科せられても文句の言えない行為――を隠いん匿とくした。

　そのために、過去の勇名を誇ほこることを嫌うルートが、かつての「白銀の狼おおかみ」の雷らい名めいすら利用した。

　友人の家族だからというだけではない。

　ジェコブの祖父やシャロデを苦しめたのは、かつての自分たちだと思ったのだ。

「あれ以来、父はすっかり老ふけこんで……仕事もほとんど……工場は、開店休業どころか、事実上の廃はい業ぎようです」

「そう、ですか……」

　憎にくんでいた者に慈じ悲ひをかけられ、心を閉ざしてしまったのだろう。

　結局、何もできなかった自分の不ふ甲が斐いなさに、ルートは悲しくなった。

「それでも、食べていかなければいけないし。でも、私がこの町で仕事を得るのは、難しいようなんです。父の意思も有りますが、町の人とは、溝みぞがあるので」

　寂さびしげに語るシャロデ。

　彼女の過去は、町の大人たちの間では、一種の公然の秘密になっている。

　腫れ物にさわるように扱あつかう者もいれば、邪よこしまな目で見る男もいる。

　そのため、シャロデは長く、毎日の殆ほとんどを家に閉じこもって過ごしていた。

　この町に住んで一年以上経ったルートが初対面なのは、それも大きな理由であった。

　マレーネは聖職者で同性ということから、警戒も緩かったのか、面識があったのだ。

「でも、隣町のサウプンクトなら、私が頑がん張ばれば、父とジェコブを食べさせるくらいはできると思うの」

「それって……まさか……引ひっ越こされるということですか？」

「はい、来月には……なので、お願いが……あの子は、多分嫌いやがると思うの。でも、できれば、言い聞かせてあげてもらえますか？　お願いします……」

　言うと、シャロデは再び、頭を下げた。




　シャロデの母が帰ってからもしばらく、ルートは事務室の中で考え込んでいた。

「ジェコブくん、引っ越しちゃうのね」

　そこに、マレーネが入ってくる。

　事務机の上の置かれた紅茶とレモンパイ、どちらも、シャロデは手を付けなかった。

　冷めた紅茶を手に取り、マレーネは一口飲む。

「聞こえてたのかい……？」

「安心して。ミリィは、奥にいるから……あの子には、まだ早いし」

　事務室の壁は薄うすいため、中での会話は、扉の近くなら聞こえる程度の音量だった。

　なので、あらかじめ察したマレーネは、ジェコブの母親の私情を聞かせないよう、ミリィを遠ざけておいてくれたのだ。

「これも……私のせいね」

　わずかに、泣きそうな顔で、目を細めるマレーネ。

　ジェコブの祖父に、テロリストとの協力を仲ちゆう介かいしたのは、かつての彼女なのだ。

「それは違う……もう、忘れていいんだ」

　先ほど、シャロデにも言ったように、ルートは告げる。

「隣町か……」

　サウプンクトは、ルートの家のおんぼろトラックでも、走れば一時間程度で着く町だ。

　今こん生じようの別れというわけではない。会おうと思えばいつでも会えるのかもしれない。

　だけど、学校帰りにいつも訪れ、陽気な軽口を披ひ露ろうする友人と、気軽に会えなくなるのは、かなり、切ない話だった。




　再び、舞台はサウプンクト――

「オーガンベルツよりも、やっぱ拓ひらけているよなぁ、この町……」

　スヴェンが雑貨屋の店主と商談を始めたため、ジェコブはその間、町をぶらついていた。

　隣町だから今まで来たことがないわけではないが、たいてい祖父に付いて、整備工具や部品の仕入れに来ただけで、遊び歩くのは初めてだった。

　一人で歩き回っていると、少しだけ自分が大人になったような気持ちになり、なかなか爽そう快かいだった。

「せっかくだからなにか母さんにおみやげでも買って帰ってあげるかな。あと、じいちゃんにも……」

　先の事件以来老け込み、働く意欲すらなくした祖父と、その祖父の言いつけで家をめったに出ない母親。

　なにか、少しでも気分転てん換かんになるものはないかと、並ぶ店のショーウィンドウを見る。

　ジェコブの小こ遣づかいは同年代に比べても少ないが、今日のようにトッカーブロートの手伝いをしており、そのバイト代がいくらか貯たまっているのだ。

「じいちゃんには、お酒……はダメだな。タバコでも買ってってやるか。母さんには――」

　棚に置かれたいくつかの品々の中で、小さな髪かみ飾かざりが目に入った。

　ぶどうの形を模した、深い青のガラス球が埋うめ込まれている。

　安物ではあるが、安物と感じさせない程度の、それなりによく出来た装そう飾しよくも施ほどこされている。

「母さん……似合いそうだよな」

　ジェコブの母シャロデは、身内のひいきを差し引いても、美人の部類に入るだろう。

　まだ若いし、もっと着き飾かざってもバチは当たらないのに、化け粧しようやおしゃれの類たぐいの一いつ切さいをしない。

　祖父の言いつけもあるのだろうが、母自身が、目立つことを嫌がっているのだ。

「くだらないなぁ……僕ぼくが生まれる前の話だってのに……」

　日ひ頃ごろ陽気なジェコブが、この時は、目を細め、つらそうな顔をした。

「なにか、ありましたか？」

　そんな彼かれに、後ろから女が声をかけてきた。

「え……？」

　振り返かえると、そこにはミリィよりは年上だろうが、マレーネよりは下くらいの少女が立っていた。

「別に……あははは、心配されるくらい暗い顔してた？　僕？」

　あわてて、いつもの陽気な顔に戻もどるジェコブだが、少女の表情は変わらない。

　一見無表情な、人形のような顔立ちだったが、わずかに陰がある。

　その陰が、自分を案じている表情だと、ジェコブは気づいた。

「ん～……これさ、プレゼントしよっかなって思ったんだけど……母さんなんだけどさ、こういうの使わない人だから、贈おくってもしょうがないかなってね」

　言いながら、ジェコブは初対面の人間に何を話しているんだ、と思った。

　しかし、不思議と口が動いてしまった。

「確かに……あくまでも一いつ般ぱん論ろんですが、いらないものを贈られても、女性の側は嫌けん悪お感かんしか覚えないもののようです」

「そうなの？」

「はい。あくまで私の知る限りの事例ですが、オペラのチケット、高級レストランのお食事、高額なジュエリー、果ては花束や動物のぬいぐるみに至るまで贈っても、笑え顔がおどころかあからさまに嫌そうな顔をされます」

「そ、それは……その男の人にも問題があるような……？」

　淡たん々たんとした口調で少女が話す〝事例〟に、ジェコブは呆あきれた顔になった。

「否定はいたしません。ただ……」

「ただ？」

「それはあくまで、好意を抱いていない相手にされた場合、です。もしも自分が好意を抱く相手から贈られたならば、それが石ころであったとしても、喜びます」

　無表情無感情に見えた少女に、わずかになにかがかいま見えたように思えた。

「自分のために贈ってくれたという、その想おもいそのものが、嬉しいのです」

　まるで、言外に「私なら」と言っているように聞こえた。

「そういう、もんかな……ってか、お姉さん口がうまいなぁ。もしかしてお店の人？　あれ……？」

　振ふり返ると、少女の姿はそこにはなかった。

　しばし目線を下げ、考えていた間に、いなくなってしまったようだ。

「ありゃ……？」

　あまりにも見事に、いなくなった瞬間すら気づかなかったために、幻まぼろしでも見ていたかのような錯さつ覚かくすら覚える話だった。

「まぁ、でも、いっか……」

　幻げん覚かくからのアドバイスでも、一理ある言葉ではあった。

　あらためて店のウィンドウを見て、購こう入にゆうの決意を固めたが――

「あれ、これ……ゼロ一個多い……」

　現実は、少し残ざん酷こくだった。




　数分後――結局ジェコブが買ったのは、そこそこ高めのハンカチだった。

　それで、彼はこづかい銭せんのほとんどを使いきってしまう。

「やれやれ、それにつけても金のほしさよ、だなぁ～……」

　自分のできることの少なさに、ジェコブはため息を吐ついた。

　早く大人になりたい。

　そうすれば、もう少しできることも、やれることも増えるだろう。

　ただ背せ負おわせているだけの人たちの重荷を、自分も少しは助けられるだろう。

　そのもどかしさが、再びこの陽気が売りの少年の顔に、影かげを落とそうとしかける。

「いや、いやいやいや……」

　暗い気持ちを振り落おとそうと、ジェコブは数度首を振ると、そろそろスヴェンの商談もまとまる頃合いだと思いだし、雑貨屋のある通りに向かおうとする。

　そして、近道をしようと、建物と建物の間の、小さな脇わき道みちを抜ぬけようとしたところで、ジェコブは何かにけつまずいた。

「な、なんだよこれ!?」

　それは革かわ製せいの、集金員が小こ脇わきに抱かかえていそうなバッグだった。

「なんだよ～……けっこう上等そうなものなのに。捨てるならどっかに売れば――」

　そこまで口にして、あることに気づき、「やばい！」と思った。

　もしこれが捨てられたものでなく、落とし物だったとしたら？

　いや、落とし物でなく、盗ぬすまれたものだったとしたら？

　盗んだ者が、中身だけ抜き取とり、ここに投げ捨てて行ったのだとしたら？

（こんなの持ってたら、面めん倒どうなことになる……！）

　慌てて元あった所に戻しておこうとしたが、気づくのがわずかに遅かった。

「おいガキ！　なんだそれは！」

　黒スーツに黒くろ帽ぼう子しをかぶり、黒サングラスをかけた、いかにも安そうなチンピラが怒ど鳴なりながら近づいてきた。

「兄ィ！　ありましたぜ！　このクソガキが盗みやがったんだ！」

「んだと！　おい、逃のがすな！」

　チンピラが兄貴分のチンピラを呼ぶ。その兄貴分もまた、「制服か？」と言いたくなるような、黒スーツに黒帽子だった。

「違う！　落ちてたから拾っただけだ！」

「やかましい。返せ！」

　ジェコブは抗こう弁べんするが、チンピラたちは聞きもせず、バッグを奪うばい取る。

「おいおいおいおい……中に入れてた金がねぇじゃねぇか……お前、盗みやがったな！　どこに隠した！」

「違うって！」

　ジェコブは叫さけぶが、チンピラたちは少年の肩を痛いくらいに掴つかみ、離はなそうとしない。

　とっさに周りを見るが、通行人たちは関かかわり合あいになるのを恐れてか、見て見ぬふりをし、そそくさと小走りで去っていく。

「おい……」

　そこに、さらに声が増える。

　声は、道に停とまっていた、車の後部座席からかけられたものだった。

　大きな声ではない。

　だが、チンピラたちの怒ど声せいよりも、はるかに凄すごみのある声だった。

「申し訳ありません。見つけたんですが、金は盗まれちまいまして……」

　チンピラたちは、滑こつ稽けいなほど怯おびえながら、声の主の方を向いた。

（あの車……ワイルティア人か……？）

　家が整備工場なのは伊達だてではない。

　一目見てその車が、ワイルティアの高級メーカーの車であることがわかった。

　そのメーカーの車は、全体的に見ても世界最高クラスの完成度を誇るのだが、とりわけ、頑がん丈じようさに関しては他の追つい随ずいを許さない。安物の車が横からぶつかってきても、ぶつかった方が壊こわれるくらいである。

　車体も頑丈な上、窓ガラスは防ぼう弾だん仕様。

　命を狙ねらわれることを警戒する軍の高官や、マフィア御ご用よう達たしの車種である。

「そのガキ連れて来い」

　声の主が、後部座席の窓を開け、言い放つ。

　いやおうなく引きずられ、ジェコブは連れて行かれる。

「株券や書類は？」

「そっちは、手付かずでした」

「まぁ、ガキじゃ金に換かえることはできねぇか」

　一方的に話を進める男。

　五十……いや、六十に差さし掛かった頃か。壮そう年ねんの部類に入る年頃の男性だった。

　しかし、髪かみこそ白いものが多く交ざっているが、老いや衰おとろえを感じさせない、鋭い光を両目に宿していた。

「おいガキ、使っちまった分はかんべんしてやる。残りを返しな。そうすりゃポリには突き出さねぇでおいてやる」

　あくまで高圧的な、他者を見下す口ぶり。

　だが、何者かは分からないが、相当な地位の人物なのだろう。

　人を支配することに長たけたものが放つ、強制力のようなものがあった。

「だから……盗んで……ない……！」

　それでも、ジェコブは自身の無罪を主張する。

　しかし、それは眼前の男の、不興を買う答えだったようだ。

「そうか……ならしょうがねぇな。今からポリに突き出す。それだけじゃ終わらせねぇ。てめぇの家に行って、親からてめぇの盗んだ金と慰い謝しや料りようを取り立てる」

　冷れい酷こくな声で、男は言い放つ。

「なっ………!?」

　驚きの声を上げるジェコブ。

　日ひ頃ごろは歳とし不相応な落ち着きと聡そう明めいさを持つジェコブだが、それでも十かそこらの子供である。大人の暴力的な物言いの前に、言葉を失う。

「身なりもそこまで悪かねぇ、食うに困って盗んだってわけじゃねぇだろう。さっさと返し………ん？」

　男の声が、止まった。

　それまで、眉一つ動かすことなく放っていた威圧感が、消えた。

「おい、ガキ……それは……なぜお前が、それを持ってる？」

　男の声が震ふるえていた。

　幽ゆう霊れいや怪かい物ぶつを見てもここまで震えまいというほど、取り乱した声だった。

「シャイロックさん？　どうしたんです……？」

　異変は、彼の部下であるチンピラたちにとっても、異常な、普ふ段だん見せない姿のようだった。

　シャイロックと呼ばれた男の目は、ジェコブがいつも首にぶら下げているゴーグルに向いていた。

「それは……お前のものか……？」

「そ、そうだよ……これは盗んだもんじゃない。拾ったもんでもない！」

　これだけは譲ゆずれないとばかりに、ジェコブは叫ぶ。

「まさか……そんな……ならお前の……」

　車を降り、ジェコブの前に立つと、シャイロックは震える手で、ジェコブに、彼の提げているゴーグルに手をのばそうとする。

　ジェコブは、男の不気味さも相まって、首を絞しめられて殺されるかのような恐きよう怖ふを覚えた。

「ひっ……」

　逃げたいが、ジェコブの体は、彼の部下のチンピラの一人がなおもがっしりと肩を掴んでいて、振りほどけない。

「はいちょっとごめんなんしょでございますわ―――!!!」

　そこに、突とつ如じよとして現れたスヴェン。

「ごふぁっ!?」

　現れたというよりも、凄すさまじい勢いで跳とびかかり、一ひと蹴けりでジェコブを捕とらえていたチンピラを吹ふっ飛とばす。

「ウチのツレになにをしてらっしゃるのですか！　ジェコブさん、ご無事ですか？」

「す、スヴェン！」

　現れた救い主に、ジェコブは彼らしくなく目に安あん堵どの涙なみだをにじませていた。
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「女ァ！　なにもんだ！」

　チンピラの兄貴分の方が、懐ふところから折りたたみ式のナイフを取り出す。

「やめろ！」

　それを見たシャイロックが声を上げるが、それよりも前に、スヴェンは素す早ばやくその手を捻ひねり上げナイフを奪うと、そのままチンピラを地面にたたきつけた。

「ごはっ！」

　あまりに鮮あざやかな動きは、チンピラに、自分が何をされたか理解することさえ許さない。

「刃は物ものを向けるということは、刺さし殺ころされても文句を言わないという同意書に判子を押おしたも同然！」

　スヴェンは怒鳴りつけると、地面に押し付つけたチンピラの鼻先に、奪いとったナイフを突き立たてる。

「ひっ！」

　チンピラが悲鳴を上げた――戦意を喪そう失しつした――ことを確かく認にんすると、スヴェンは素早く立ち上がり、小脇にジェコブを抱える。

「逃げますわよ」

「え、あ、うん……！」

　そして、あっという間に走り去った。

　スヴェンは、ジェコブがどういうトラブルに巻き込まれたのかは知らない。

　だが、彼はルートの友人である。

　ルートの命の次に、保護、優先するべき相手。

　どんな事情があったのかなど知ったことではない。

　可か及きゆう的てき速すみやかに、最速最適な方法で危険から遠ざけねばならないのだ。

　さらに言えば、彼女は日頃のジェコブを知っている。

　歳不相応に大人びていて、歳不相応に聡明で、歳不相応に辛つらいことがあっても笑顔でいようとするジェコブが、涙をにじませていた。

　それだけで、世の善悪など関係ない。助けねばならないと思った。

「何モンだ、あの女………」

　二人が走り去った方を見ながら、呆ぼう然ぜんとした声で、チンピラたちはつぶやく。

「なんてことだ……なんという、ことだ……」

　だが、シャイロックの関心は、超ちよう人じん的てきな膂りよ力りよくを誇る謎なぞの女ではなく、あくまで、〝あのゴーグル〟を持っていた少年にのみ向けられていた。

　倒たおれていた部下たちを一いち瞥べつすることなく、ひたすら何かを考えていた彼の目に、先さつきの奇き妙みような女のポケットから落ちた、一枚のチラシが目に入る。

「ベーカリー……トッカーブロート……？　オーガンベルツ……」







第三章「開戦ののろし」







　ワイルテイア公国領、新境ペルフェ地区の、オーガンベルツを含ふくむ一帯を管かん轄かつとする、ワイルティア正規軍のトラード基地。

　この基地の司令官バルデンベルガー大たい佐さは、大戦の初期から参戦し、一兵卒から基地司令にまでなった叩たたき上あげの軍人である。

　下の者からの信しん頼らいも篤あつく、武人としての誇りを持つバルデンベルガーは、地元住民との融ゆう和わを第一に考え、村々の祭りに兵士が参加することを許可し、時に自身も積極的に彼らと触ふれ合う。

　篤とく志し家かとしての面も持ち、オーガンベルツにあるマレーネの教会に私財から寄付を行っているほどの、立派な人格者である。

　そんなバルデンベルガーに、顔を真っ赤にさせ、戦時中でも滅めつ多たに見せないほど怒いかりの炎ほのおを燃やさせている女がいた。

「いきなりやってきて、基地施し設せつに資材、人員を最優先で回せとはどういうことだ！」

　バルデンベルガーは元砲兵である。

　大音量が轟とどろく大たい砲ほうのそばで生きた経験は伊達ではない。

　司令官執しつ務む室しつの窓がビリビリと震えるほどの怒鳴り声ごえが上がる。

「だから、言っているじゃないですか。そういう命令だと」

　しかし、それすらも通じないどころか、あからさまに小こ馬ば鹿かにした顔で、命令書をぴらぴらと見せつけ、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンは、からかうように言った。

「貴様！　上官に対して、なんだその態度は！」

　ヒルデガルドの階級は中ちゆう尉い、バルデンベルガーは大佐。

　日頃堅かたいことは言わないバルデンベルガーでも、看過できない無礼さだった。

「あのねぇ、大たい佐さ殿どの？　ボクらは、親衛隊の人間なんです。あなた方正規軍とは異なる指揮系統にいる。あなたに従わなきゃいけない理由はない」

　ヒルデガルドは親衛隊の所属。

　彼らが上にいただくのは、公王と、総司令官であるゲーニッツのみ。

　もしこのことに不満があるのならば、文書を作成して、正規軍最高指揮官エルヴィン元げん帥すいのサインをもらい、正式な〝要望書〟を送る必要がある。

　それでようやく「善処する」の答えが返ってくればいいほうだろう。

「貴様………！」

　悔くやしげに歯ぎしりするバルデンベルガーに、ヒルデガルドはさらに言葉を重ねる。

「この命令書には王室の印が押されている。わかるよね？　これに従わないってことは、王室に、公王陛下に、ワイルティア公国に従わないってことなんだよ？　もしかして反乱を起こす気？　こんなちっちゃな基地一つで！」

　ヒルデガルドの歳は十五。自分の三分の一にも満たぬ歳の小こ娘むすめにあざ笑われ、歴戦の軍人であるバルデンベルガーが、腹が立たぬわけがない。

「ぐっ……勝手にしろ！」

　しかし、彼女の持つ書類に押された印は本物。

　軍人となった時、国家と王室に忠誠を誓ちかった彼に、逆らうことはできない。

「ええ、勝手にしますよ。とりあえずこの基地の一番まともな部屋を使いますから……ま、こんな田舎いなか城じゃ、程度も知れてますがね」

　去り際にも相手を逆なでするような言葉を残し、ヒルデガルドは退室する。

　扉とびらが閉まったと同時に、バルデンベルガーが怒りのあまり調度品を片かたっ端ぱしから殴なぐりつける、八つ当たりの音を聞きながら。




「はっ……これだから庶しよ民みんあがりの軍人は嫌いなんだ。田舎いなか臭くさくて、泥どろ臭くさくて！　あのエルヴィンの部下だけある」

　宣言通り、ヒルデガルドは基地内の貴き賓ひん室しつを占せん領りようし、ソファーに腰こしを下ろしてからもなお、バルデンベルガーをあざ笑い続けた。

「中尉殿、その……」

　部屋には、彼女の部下が二人。

　そのうちの、中肉中背な体に、頭部まで覆おおう鉄の仮面をかぶった男が話しかける。

「あまり、正規軍の方々と険悪にならないほうが……彼らにはいろいろと協力してもらわねばなりませんし……」

　奥歯に何かが挟はさまったような口調で、男はヒルデガルドを諌いさめる。

「……伍ご長ちよう、しゃがめ。手をついてな」

　ヒルデガルドは短く言い放つと、犬に向かってするような手て振ぶりで、床ゆかを指さす。

「は？　はい！」

　軍人にとって上官の命令は絶対。

　伍長と呼ばれた男は、しゃがみ、手をつき、四よつん這ばいになる。

「ふん！」

「がっ!?」

　そこに、ヒルデガルドは力任せに蹴けりを叩き込む。それも、顔面にである。

「伍長……オマエめんどくさいなぁ。殴るにはその仮面が邪じや魔まだし、蹴りつけるにはいちいちしゃがませなきゃいけない」

「あ、あううう……」

　仮面越ごしとはいえ、躊躇なく食くらわされた蹴りに、伍長はもだえ苦しむ。

　最初からお前の意見など聞いていない。

　上官に向かって生意気な口を利きくな。

　そんな言葉すらもったいないと、犬をしつけるように蹴りを放ったのだ。

「まったく、下げ賎せんな連中は困る。身分と立場をわきまえろ」

　ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――彼かの女じよの家、ヘッセン家は、ワイルティアの古き名家であり、ソフィアの実家ルンテシュタット家にも並ぶ名門である。

　その彼女からすれば、下士官でもない兵卒風ふ情ぜいが自分のやることに口を挟むなど、身分違ちがいにも程がある不遜な行為であった。

「伍長……我わが敬愛する中ちゆう将じよう閣下の命で、従軍経験の長いオマエを同行させるように言われたのでなければ、無ぶ礼れい討うちするところだったぞ」

　ヒルデガルドは、腰に下げた拳けん銃じゆう――ワルサーＰＫＫを抜くと、銃口を仮面越しに伍長の頭部に押し付けた。

　引き金には、指を掛けている。

「ひっ……」

　ゴリッという金属同士がこすれあう音を聞き、伍長は悲鳴を上げる。

「運が良かったな……喜べ。どうした、感謝しないのか？　殺さないであげているボクに」

「あ……ありがとうございます……！」

「フン……無様な男だ」

　それ以上興味が無いとばかりに、ヒルデガルドは銃をしまうと、室内にいたもう一人の部下、バネッサに視線を向ける。

「准じゆん尉い……件くだんの情報、確かなんだろうな？　こんな土つち臭くさい田舎にまで来て、間ま違ちがいでしたなんて言ったら、ただではおかないぞ」

「諜ちよう報ほう部ぶからの情報です、まず間違いないかと。シャイロックは、今週いっぱいかけてペルフェの各都市を巡じゆん回かいし、旧首都ポナパラスを目指すそうです」

　バネッサの返答を、ヒルデガルドは忌いま々いましそうな顔で聞く。

「なんでまた、そんな面めん倒どう臭くさいことしてるんだ？」
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「ペルフェへの事業進出のための視察だそうです」

「はっ！」

　バカにしたように――いや、バカにした顔で、ヒルデガルドは吐はき捨すてる。

「土臭い連中は土臭いことをする。いちいち現地にまで足を運ぶなんて、非効率な……」

「現地視察は大切です。現場の空気を感じることで、見えてくるものも多ございます」

　ヒルデガルドの物言いに、思わず伍長が口を挟んだ。

「いつおしゃべりを許した。伍長！」

「申し訳ございません！」

　許可無く発言をした部下を、ヒルデガルドは再び放った蹴りとともに叱しつ責せきした。

「で、このジジィ、一体何者なの？」

「は……？　ご存ぞん知じ、なかったのですか？　ビリオンズ商会の会長です」

　あらためて問いかけるヒルデガルドに、バネッサは意外そうな顔をする。

「それはわかってるよ！　詳しよう細さいを話せって言っているんだ！」

　ヒルデガルドの顔に、未熟であることを認められない、無知であることを知られたくない、虚きよ勢せいの隙すき間まからの焦あせりが浮うかぶ。

「ヨゼフ・シャイロック氏は、元々富ふ豪ごうではありましたが、大戦時に軍ぐん需じゆ物資の納品で巨きよ利りを得た男です。総資産は、小国なら買い取れるほどだと言われております」

　三度、伍長が話し始める。

「あ、申し訳ありません！　勝手に、また喋しやべってしまい……失礼しました！」

　だが、無許可の発言をしてしまったことに気付き、あわてて口を閉じた。

　三度目の制裁をおそれ、深々と頭を下げ、許しを請こう。

「……続き」

「は？」

「いいから続きを話せって言ってるんだ！　許可してやるから早くしろ！」

「は、ありがとうございます！」

　怒鳴りつけられたにもかかわらず、伍長はどこか嬉うれしそうに説明を続ける。

「シャイロック氏は、得た巨額の財をもって、さらなる新規事業を行います。それが、ワイルティア公国軍の、兵器委い託たく生産です」

　軍で使用する兵器の全すべてを、軍内の工こう廠しようで生産するのは不可能に近く、また可能であったとしても、生産拠きよ点てんの維い持じ管理、人員の確保など、非効率的と言わざるをえない。

　そのため、重工業メーカーと契けい約やくし、軍が開発した兵器の量産を委託するのだ。

　兵器の設計図や新技術は、最重要国家機密である。

　したがって、これらを委託されるのは、国家と古くから付き合いのある企き業ぎように限られ、通常ならば新規参入は不可能に近い。

　だが、先の大戦では、通常ではないことが起きた。

　戦争という異常な状態の中で、さらに特異なものが生まれた。

　それが、猟りよう兵へい機きである。

「猟兵機の実用性は、敵国はおろか、軍上層部でも疑問視されていました。無論、既き存そんの企業の大半も……故ゆえに、どこも生産ラインを準備するのが遅おくれてしまったのです」

　戦場を闊かつ歩ぽする鋼鉄の巨きよ人じんという新兵器など、前ぜん代だい未み聞もんである。

　今までにない兵器ということは、今までの生産拠点では作れないということだ。

　そこにシャイロックは賭かけた。

　資産の大半を注ぎ込こみ、大規模な猟兵機生産工場を建設。

　それだけではない。部品工場から該がい当とう技術の熟練工員を揃そろえ、完かん璧ぺきな生産ラインを用意した。

　戦争において、新兵器の即そく時じ導入は、勝敗を決するほどの重要事である。

　たとえ新規事業者といえども、軍はシャイロックを選ばざるを得なかった。

「シャイロック氏のビリオンズ商会が生産した猟兵機は、先の大戦のおよそ六割にあたると言われています」

「おい、待て」

　そこまで伍長が話したところで、ヒルデガルドは口を挟む。

「六割と言ったか？　じゃあ、もしかして、ボクらの使っているティーペノインも、そこが作ったんじゃないだろうな？」

　ヒルデガルドの、まだ幼さの残る顔に、すさまじい嫌悪の色が浮かぶ。

　まるで、今まで自分が食べてきた食事が、ウジ虫を加工して作ったと言われたような表情だった。

「いえ……親衛隊の使用している猟兵機は、基本的に軍の工廠で作られた純正品です」

「そうか。なら良かった。ドガ族の連中が作った兵器なんておぞましいからな」

　心からの安堵の笑顔で、ヒルデガルドはソファーに座すわり直す。

「……………」

　わずかに、沈ちん黙もくする伍長。

　シャイロックが何者かろくに知らないのに、彼が異民族の血を引くということは知っている、彼女の偏かたよった価値観に、不快感を抱いたようだった。

「なんだ？　なにか文句あるのか？」

「いえ、なにも……」

　しかし、諫かん言げんすればまた容よう赦しやなく蹴りが放たれる。

　伍長は何も言わず、じっとうつむいた。

「まぁ要は、先の大戦で荒あら稼かせぎした死の商人ってことだろ？　けがらわしい寄生虫だ。だが……金は持っている。ヤツをこちらの側に引き込めば、正規軍を黙だまらせるだけの力を中将閣下は手に入れることができる」

　現在、正規軍と親衛隊は、正規軍が数で、親衛隊が王都を押おさえることで優位に立ち、膠こう着ちやく状態となっている。

　ここで、莫ばく大だいな資金力を持つシャイロックを取り込めば、均きん衡こうは崩くずれる。

「そのためにも、丁てい重ちように説得をしてやらなきゃならない……」

　親衛隊は、今まで幾いく度どか交こう渉しようを試みたが、シャイロックの協力を取り付けることはできなかった。財力によって、貴族だけでなく、王族にまで影えい響きよう力りよくを持つ彼には、親衛隊の権けん威いをもってしても通じなかったのだ。

　そこで、彼らは彼ららしい説得に切きり替かえた。

　シャイロックの弱みを見つけ、それを掴み、無む理り矢や理りにでも首を振らせる。

　そのため、親衛隊は徹てつ底てい的てきにシャイロックの身辺を洗った。

　だが、シャイロックの周りには何もなかった。

　親しき友人も、恋こい人びとも愛人もいない。家族すらいない――と、思われた。

　優ゆう秀しゆうな親衛隊諜報部の調査は、シャイロックすら知らなかった、一つの事実を突つき止とめた。

「オーガンベルツだって？　その小さな町にいるという、シャイロックの孫の身み柄がらを押さえるんだ」

　酷こく薄はくな笑えみを浮かべながら、ヒルデガルドは、諜報部から渡わたされた資料を一瞥する。

　そこには、遠えん距きよ離りから隠かくし撮どりされたと思われる、首にゴーグルをぶら下げた少年の写真が添てん付ぷされていた。







　お試ためし出張販はん売ばいを行った次の日、トッカーブロートの店内にて。ルートはスヴェンから、昨日のあれこれの報告を受けていた。

「と、まぁそういうわけでして、威い力りよく偵てい察さつの成果は上々ですわ」

「なるほど……委い託たく販売とは考えてもみなかったなぁ」

　あの後、スヴェンは雑貨屋の店主と商談を行った。

　曰いわく、場所代等はいらない、週に三日ほど納品してくれれば、自分の店の売りにもなる。

　景気も良くなってきたので、町の人達たちも安いものより、ちょっと高くても美う味まいものを欲ほしがっている――とのことだった。

「景気……良くなってるの？」

　尋たずねるルート。

　オーガンベルツの田舎いなか町まちで、朝な夕なにパン焼きを続けている生活なので、とんと世情に疎うとくなっていた。

「なんでも、ワイルティアの大企業が、ペルフェに進出を始めたそうで、サウプンクトにも工場や商店ができるそうです。雇こ用ようが一気に拡大したみたいですわ」

「そっか…シャロデさんも、それ目当てで引ひっ越こしを考えているんだろうな」

　ジェコブの母親シャロデが、職を求めて移住を考えている町も、サウプンクトである。

「じきに町の人口も増えるでしょうし、地元の商店も新しい試みを模も索さくしているみたいですわ。そこで、委託販売先を複数募つのろうかと……」

「待った待った待った！　景気がいいのはわかったけど、増やしてもこれ以上売るパンを増やせない」

　さらなる攻めの営業方針に舵かじを切ろうとするスヴェンを、あわてて諌める。

「窯かまを増やせばよろしいではありませんの？」

「うちの店にそんな資金はないよ」

　ただでさえ借金まみれの上、増築で、銀行に追加融ゆう資しを頼たのんだのだ。

　売上は順調ではあるが、未いまだに収支はマイナスである。

「うふふふ……ご安心くださいまし、すでに妙みよう案あんがございます」

　潰つぶれかけていたトッカーブロートの売上が回復したのは、単にスヴェンの容姿だけが理由ではない。

　切れ者の彼女の、営業コンサルティングがあればこそである。

　その彼女が、そんな当たり前の問題を、勘かん定じように入れていないわけがない。

「一種の、株式経営を行うんですのよ」

「株……式？」

　ルートの両親は商人で、元は商家の生まれ育ちだが、商売のイロハを教わるよりも先に両親を失い、あとはずっと硝しよう煙えんの臭においがたなびく戦場で生きてきた。

　名前は知っているが、詳くわしい仕組みがよくわからない方法を提案され、戸と惑まどった。

「この場合、正確にはちょっと違うんですけどね……委託販売先の商店から出資を募るんです。それで、増産体制を整えます」

「えっと……銀行じゃなくて、個人から借金するってこと？」

「違いますわ。融資じゃなくて、出資。ですから、委託販売ではなく専属契約による共同経営というのが正しいですわね」

　スヴェンの計画は、販はん売ばい権けんを独どく占せんさせ、商品を納品する代わりに、各かく店てん舗ぽから資金を集め、配当金として、儲もうけを折半するというものであった。

「つまり……返さなくてもいい借金ってこと？　どういう数字のからくり!?」

　厳密に言えば、ルートの理解もやや正確さを欠くのだが、少なくとも借金を増やさずにあらたな事業展開をできる最善の方法であると言えた。

「ただ、ちょっと条件もありましてね～……」

　スヴェンの顔が、わずかに曇くもる。

「なに……？　まさか、賄わい賂ろとか！」

「いえ、わたくしに……」

「ダメだ！」

　スヴェンが全部言い終わる前に、ルートは叫んだ。

「俺おれは、たくさんの人に自分の焼いたパンを食べてもらいたいと思っている！　そのためなら、どんな苦労だって甘あまんじて背せ負おう！　だけど、そのために君がひどい目に遭あうのは、絶対にダメだ！」

　日頃のルートは、寡か黙もくで物静かで口数が少ない。というよりも、口下手なので、あまり多くを語れない。

「え、えっと……主あるじさま……？」

　しかし、この時はスヴェンが驚おどろくほど、それこそ、彼女が今の姿になる以前から知るルート・ランガートとは思えないほど、力強い口調だった。

「そんなことをしてまで、委託販売する必要はない！」

「あの……なにを、仰おつしやっているんですか……？」

　戸惑いながら、スヴェンが尋ねる。

「だから……金を出してやる代わりに、君を……」

　世の中には、下げ衆すな輩やからというものが掃はいて捨てるほどいる。

　相手の弱みにつけ込み、金銭を要求する者は少なくない。

　そして、金がなければ、体を要求してくる者も多い。

　ましてやスヴェンは、見る者誰だれもが振ふり返かえるほどの美しさである。

　邪よこしまな感情を抱いだかない人間がいないわけがない。

「いえ、そうでなくて……客引きの売り子として来てくれないかと……わたくしが店の前にいるだけで、客入りが段だん違ちがいでしたらしく……」

「え………？」

　しかし、世の中そこまで下衆まみれではなかったらしい。

「あ……そう……なの……？」

　勇み足な発言をしたことに気づいたルートの顔が、恥はずかしさに赤くなっていく。

「はぁ……さすがに、週三でこちらを空けるわけにはいかないので、困ったものだと……あの、主さま？」

「あ～～～～いや～～～あの～～～あはははは」

　きょとんとするスヴェンに、ルートは笑ってごまかすことしかできなかった。

　だが、そんな彼かれの姿を見て、スヴェンは営業スマイルで見せるものとは違う笑え顔がおになる。

「主さま……もしかして……その……わたくしが、慰なぐさみ者ものにされるかもと思われたのですか……？　あの、そんな、やだ……」

　言葉とは裏腹に、スヴェンの顔は嬉しそうだった。

　己おのれが身命の全てを捧ささげた最愛の人が、他ほかの男に自分が触さわられることを嫌いやがった。

　きゅう～んと、スヴェンは自分の胸の中の、人間で言えば心臓と脳を兼かねている、レザニウムリアクターが、いつにもまして激しく高速駆く動どうしているのを感じた。

「ご、ご安心ください主さま……わ、わたくしは、心も体も主さま専用……主さま以外の男性にこの身を触れさせるつもりは毛頭ございませんわ！」

「す、スヴェン……」

　目をうるませながら、スヴェンは、ルートに近づく。

「いえ、むしろ、その……主さまがお望みでしたら……いつでも、この体、主さまに……」

　頬ほおを赤く染め、胸むな元もとで手を組み、一いつ切さいを委ゆだねることを誓うかのようなポーズ。

　あとはもう、ルートが手を伸のばせば――

「かくまってルート!!」

　というところで、扉を勢い良く開けて、ジェコブが現れた。

「なんでこのタイミングでぇ―――!!!」

　叫さけぶスヴェン。

　出せるならば血けつ涙るいを溢あふれ出しそうな目で、ジェコブに掴つかみかかる。

「ジェコブさん！　なんであと三十分、せめて二十五分でいいから待てなかったんですの!!!」

「なにその妙みように生々しい数字!?」

　それだけあれば何をどうしてどうなったのかはわからないが、ともかくスヴェンは絶好の機会を逃のがしたことを激しく悔くやんでいた。

「ど、どうしたんだ……ジェコブ……？」

　スヴェンのアプローチに、同じくうろたえていたルート。

　彼にとっては救い主――になるのか、上う手まく話を逸そらしてくれたジェコブに尋ねる。

「とにかくどこかに隠れさせて！　どこでもいいから！」

「あ～……じゃあ、窯場――は、ダメだから、奥おくの事務室入ってろ」

「ダンケ！」

　ジェコブが奥の事務室に入って程ほどなくし、再び店の扉が開く。

「おうコラ！　ここにガキが……もといお坊ぼっちゃまが一匹ぴき……じゃなくてお一人、いらっしゃいましただろコラァ！」

　黒スーツに黒ネクタイ、黒の帽ぼう子しというチンピラの制服のような恰かつ好こうの二人組が現れた。

「ぎゃー、お前はああああ!?」

　そして、スヴェンの顔を見るや、バケモノを見たような顔で飛び上がる。

「すみません……旅芸人の方ですか？」

「違うわボケェ！」

　まるで喜劇役者のような激しいリアクションに、ルートは思わず聞いてしまう。

　おひねりを出しかけてしまうテンポの良さだった。

「あらあら、昨日のチンピラさんたち」

「あ、この二人が？」

　昨日自分が叩きのめしてやったチンピラであることを思い出したスヴェン。

　ルートもその話は聞いていたので、ようやくジェコブが逃にげて来た理由が理解できた。

「驚いたなぁ……ここまで追いかけてきたのか」

「まったく、しつこい連中でございますわね」

　こしょこしょと、チンピラたちには聞こえないように、二人は話す。

「んだコラァ！　なに話してやがんだコラァ！」

「ガキ……じゃなくって坊っちゃんを出せってんだよ!!　店ぶっ壊こわされてぇのか！」

　チンピラの一人が、パンを陳ちん列れつした棚たなを蹴り飛ばそうとする。

「もしやったら、生皮剥はいで塩しお漬づけにしてやりますわよブタ野や郎ろう!!」

「ひっ!?」

　だが、寸前で弓矢のように放たれたスヴェンの怒ど声せいに、足が止まる。

　昨日の経験が、想像以上に重く残っているらしい。

「仕方ありませんわね……主さま、ちょいとかる～くひねって片付けてきます」

「いや、ダメだ」

　足を前に出し、チンピラ二人組を追い出そうとするのを、ルートが制する。

「俺が、相手するよ……君は、店の中にいてくれ」

「しかし……」

「君らは、この店の業務の一いつ環かんで隣町に行って、この人たちにからまれたんだろ？　なら、そのトラブルは、この店の主の俺の責任だ」

　日ひ頃ごろ、スヴェンやジェコブに主導権を握にぎられがちな生活を送っているルートだが、店の主としての矜きよう持じは持っている。

　スヴェンが自分よりも強いことはわかっているが、女子供を守らずして何が男かという話である。

「表に出よう。話をつける」

　スヴェンを店内に残し、ルートはチンピラ二人とともに店の外に出た。

「ど、どうします兄ィ？　こいつもこいつで、なんか強そうですぜ？」

「バカヤロウ、昨日のことを忘れたか！」

　こしょこしょと、ルートに背中を向けて相談するチンピラ二人。

「あんな華きや奢しやな小娘が鬼おにみてぇに強かったんだぞ？　ってことはだ、鬼みてぇに強そうな奴やつが逆に弱っちいという法則が働くと俺は見たね」

「さすが兄ぃ……冴さえまくりっすね」

「あたぼうよこのやろう」

「………………」

　聞こえないように話しているつもりなのだろうが、ルートにはまる聞こえだった。

「あの～……？」

「なんだよ、まだ相談中だよ！」

「いや、その……昨日はうちの店の者が迷めい惑わくをかけたかもしれません。しかし、ジェコブは人のものを盗ぬすむようなヤツじゃない。なにかの誤解です。もう、帰ってくれませんか」

　誠意を持って、ルートは説得しようとした。

　相手の目をしっかりと見て、心を尽つくして話せば、わかってくれると信じて。

「て、テメェ……なんておっかねぇガンのつけ方しやがるんだ!?」

「こ、殺し屋か？」

　だが、まったく通じないどころか、却かえって警けい戒かいされてしまった。

「とにかくなぁ、あのガキ……じゃなくってお坊っちゃまを出せって言ってんだ！」

「それはできない！」

　なおもジェコブの引き渡しを要求する二人に、ルートは毅き然ぜんとした態度で返す。

「や、やる気かぁ!?」

　あまりにも気合を入れた顔をしたため、威い圧あつ感かんがいっそう上がり、チンピラたちは言葉とは裏腹におもいっきりビビっていた。

「チクショウが、上等だやってやらぁこのやろう！」

　らちがあかないと思ったのか、兄貴分のチンピラが、腕うでを振り上げ、ルートの体に拳こぶしを叩き込んだ。

　ボスンという、タイヤを叩いたような鈍にぶい音が響ひびき――

「ぐえええええっ!?」

　ポキッという、枯かれ枝えだが折れたような音がして、チンピラは曲がった手首を押おさえて悲鳴を上げる。

「て、てめぇ……服の下に何着込んでやがんだ!?」

「な、なにも……」

「嘘うそつけぇ、なんかスゲェ分厚くて硬かたいもんがあったぞ！」

「ただの胸むな板いたなんですけど……」

　十代の頃ころから少年兵として特務の活動に従事し、猟兵機の操縦者となってからも、軍隊格かく闘とう術じゆつのエキスパートであるソフィアに鍛きたえられ、今も力仕事の多いパン屋の重労働に明け暮れる彼の五体は、いうなれば鉄板を重ねた鎧よろいをまとう重装騎き士し。

　チンピラの果物ナイフのような拳では、突いたほうが折れてしまうのは道理だった。

「兄貴、今思ったんですがね？　強そうに見えない奴が強かったからって、それとこれとは話が別で、強そうな奴は普ふ通つうに強いんじゃないですかねぇ？」

「うるせぇよコンチキショー！　なんだこのパン屋！」

「なんか……すみません……」

　涙なみ目だめで抗こう議ぎされると、たとえ見けん当とう違ちがいな因いん縁ねんでも、ちょっと自分が悪いのかもと思ってしまう。

「なにやってんだ、バカどもが……」

　そこに、あらたな声が増える。

「「――――!!」」

　チンピラ二人の顔に、緊きん張ちようが走る。

　それだけではない。一いつ瞬しゆんで緩ゆるみきった空気が、ピンと引き直された。

　その男の存在が、それだけの迫はく力りよくと威圧感を放っていた。

「元軍人か……しかもかなりの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたみてぇだな」

　現れたのは、チンピラたちのボス、シャイロックだった。

（なんだ、この男……）

　シャイロックを目まの当あたりにし、ルートは、戦場を思い出すほどの緊張感を覚えた。

　老人というにはまだ早いかもしれないが、壮そう年ねん期きはすでに超こえているだろう。

　大おお柄がらではあるが、元軍人の自分に比べれば、身体能力はそれほど高くない。あくまで平均レベル。

　一目見て、それは間違いないと断言できる。

（すごい目だ……まるで、荒あら鷲わしみたいだ……）

　鋭するどい眼光――ルートも、眼光の鋭さに定評があるが、目の前の男には負ける。

「ドラゴン殺し」とまで言われたソフィアにも勝まさる鋭さだ。

（修羅場をくぐった？　それは自分のことだろう……それも、とんでもない数の）

　シャイロックは軍人ではない。ただの一いつ般ぱん市民に分類される、非ひ戦せん闘とう員いんだ。

　しかし、それこそ命がけの修羅場を幾度もくぐり抜ぬけてきた、圧あつ倒とう的てきな年月の積み重ねが生む、「凄すごみ」があった。

「入らせてもらうぞ」

　一いち瞥べつをくれることもなく、ルートを素す通どおりし、店の扉に手をかける。

「待て！」

　声を上げるが、その前に、シャイロックが背中越しになにかを投げよこす。

「これは……？」

　それは、金貨だった。

　あまりにも縁えん遠どおいものなので、正確な価値はわからないが、少なくとも、トッカーブロートの全商品を買かい占しめて、なお半分も使い切れないだろう額だ。

「俺は客だ。元軍人だろうが商売人なら、たとえ敵が来ても追おい払はらうんじゃねぇ」

　それ以上聞く気がないとばかりに、ルートの制止を許さず、店内に入る。

「あなたは……？」

　店の中に入るシャイロックは、スヴェンと目が合う。

　ルートも慌あわてて後を追うが、シャイロックの目当てはあくまでジェコブなのか、昨日の騒そう動どうの主犯格でもあるスヴェンにも、一切興味がなさそうだった。

「待ってくれ。あの子に手出しは………」

　やめてくれ、ルートがそう言おうとした寸前、シャイロックが声を上げる。

「ジェコォ～～～～ブ？　どこにいるんだぁい？　おじいちゃんだよぉおお？」

　突とつ如じよ、それまでの緊張感あふれる物もの腰ごしからは想像できないほどの猫ねこなで声ごえを上げる。

「は？」

「はい？」

　これには、ルートだけでなく、スヴェンも目を丸くする。

「さっきはゴメンよぉジェコ～～ブ？　おじいちゃんちょっと焦っちゃったね。謝あやまるから出ておいでジェコ～～～ブ！」

　険しい顔はどこへやら、警けい戒かい心しんを与あたえないよう、全力の笑顔である。

「あ、あの……？」

　店の中を右往左往し、ジェコブの姿を捜さがすシャイロックに、ルートは言いづらそうに声をかけた。

「なんだ！　今忙いそがしいんだ！」

　振り向むいた時には、元の顔に戻もどりドスを利かせるシャイロックだが、残念なことに先ほどの姿を見せられては威圧されろという方が無理な話だった。

「おじいちゃんって……どういう意味ですか？」

「俺はジェコブの父方の祖父だ！」

「ええ～～～!?」

　返ってきた答えに、ルートは二つの意味で驚いた。

　たまたま隣となり町まちを訪おとずれた時に遭そう遇ぐうした恐おそろしげな男が祖父だった、というだけではない。

　父方の祖父だと名乗るということは、ジェコブの父親の身元が判明したということだ。

（あいつ確か……知らないって言ってなかったか……？）

　母親が公こう娼しようで出会った客の一人――それ以上は、ジェコブは知らされていないと、以前ルートは本人から聞いていた。

「ジェコ～～～ブ、出ておいで！　ほぉら、お前の喜びそうなものいっぱい持ってきたんだぞぉ？」

　戸惑うルートをよそに、シャイロックはなおも店のどこかにいるジェコブに語りかける。

「おい、ポラッチョ、ファラン、あれ持ってこい！」

　そして、店の外にいるチンピラ二人組――ポラッチョとファランを怒ど鳴なりつける。

「「へ、へい!!」」

　大おお慌あわてで二人が運び込んできたのは、いつの間に用意していたのか、キレイな包装紙とリボンが巻かれた、大小様々なプレゼントの箱に、大人でも入れそうなほどの木箱に山盛りのお菓か子しだった。

「ほぉ～ら、おじいちゃんおもちゃやお菓子たくさん持ってきたぞ？　おじいちゃんといっしょにベルンに行こう！　ごちそう山ほど食べさせてやるぞ！」

　どうやらモノで釣つろうと、あれこれ用意してきたらしい。

　田舎町のオーガンベルツで手に入るものは少ないことから、おそらく近きん隣りんの町々からかき集めてきたのだろう。

「ベルンって……ジェコブをベルンに連れて行くつもりですか!?」

「だっから邪魔すんなって言ってるだろ！　今忙しいんだ!!」

　問いかけるルートに、シャイロックは余よ裕ゆうの全く無い顔で怒鳴り返す。

「ジェコブ～……頼むよぉ、せめて声だけでも聞かせておくれ……」

　猫なで声で訴うつたえるが、シャイロックを警戒してか、ジェコブは言葉を返さない。

（さすがに、簡単には応じられないよな……このまま息を潜ひそめてくれればいいが……）

　ジェコブが隠れている事務室の扉とびらに、わずかに視線を向けながら、ルートは思った。

「ジェコ～～ブ？　なんだったら、美人どころのおねーちゃんを一ダースほどお前専属のメイドってことで用意してやるぞ？　胸はデカいほうがいいか？　それとも尻しりか？」

　説得の材料が尽きてきたのか、シャイロックはかなり下世話な条件まで持ち出してきた。

「子供相手に色で釣るって……」

　さすがにこれはルートも呆あきれそうになったが――

　ガタンッ

　事務室の扉が、揺ゆれた。

「そこか！」

「バカか!!」

　気づくシャイロックと、ツッコミの声を上げるルート。

「見つけたぞジェコ～～～ブ、さあおじいちゃんと一いつ緒しよに行こう！」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ～～～～!!」

　事務室の扉をこじ開け迫せまるシャイロックに、ジェコブは非難の声を上げる。

「な、なんだかなぁ～……」

　歳不相応に大人びているのは知っているが、まだ十歳なんだから、色仕掛けではなくおもちゃやお菓子に反応して欲しかったと、ルートは少し呆れた。

「って言ってる場合じゃない！　やめてください！」

「なんだ！　身内の話に部外者が口出すんじゃねぇ！」

　力ずくでジェコブを引っ張り出そうとするのを、ルートは止めようとするが、シャイロックは殺意すら感じさせる顔で怒鳴りつける。

「俺はこいつの友人だ！　友人が嫌がっているのに、黙っていられるか！」

　だが、ルートも負けずに声を上げる。

「ちっ……もう一枚か？」

　忌いま々いましげな顔をするシャイロックが、懐ふところに手を入れる。

　武器を取り出そうとしたのではない。その手には、「口出しするな」という意味で投げつけようと、金貨があった。

「そんなものはいらない！　これもいらない！」

　しかし、ルートははっきりと拒きよ絶ぜつすると、手に持っていた先さきの金貨も突き返そうとする。

「あなたもわからないわけじゃないでしょう！　子供が、いや、大人だって……そんなこと急に言われてすぐに返答できるものじゃない。考える時間くらいあげたらどうだ！」

　金の力だろうが、物の力だろうが、権力だろうが武力だろうが、力ずくで人に強制する行こう為いを、ルートは嫌きらう。

　軍隊で育ち、戦場で生きてきたからこそ、人の意志を捻ねじ曲まげる行いを、彼は嫌けん悪おする。

　ましてや、親友と思っている者がその被ひ害がいに遭あおうとしているのだ。

　止めないわけには、いかなかった。

「ちっ………」

　ルートの強い意志のこもった目を前に、シャイロックは小さく舌打ちする。

「また、明日来る……」

　それだけ言い残し、背中を向け、店を後にしようとした。

「待て、これは返す！」

　なおも金貨を突き返そうとするルート。

「一度手から離はなした金を受け取るほど落ちぶれちゃいねぇ」

　言うと、シャイロックは店内にわずかに目を向ける。

「これをもらってくぞ。釣りはくれてやる」

　棚に並んでいたパンの一つを手に取ると、そのまま店を出て行った。

「あの男……どこかで……」

　去りゆくシャイロックの背中を見ながら、スヴェンがつぶやく。

「ふは～……助かった。ありがとうルート」

　ようやく安あん堵どの息を漏もらし、ジェコブが礼を言う。

「ただ者じゃないな、あの男」

　ルートは、真しん剣けんな目で、シャイロックの去った方を見ながらつぶやく。

「主さま？」

「ルート？」

　その真剣な姿に、スヴェンとジェコブの二人も、息を呑のむ。

「あの男が持って行ったの、今日一番いい焼き上がりのブールだ。いい目をしている！」

　ブールとは、「ボール」という意味の丸形のパン。

　パン屋を意味する「ブーランジェリー」や、パン職人を意味する「ブーランジュ」の語源にもなった、パンの基本中の基本とも言われる種類である。

「ルート……そういうボケいいから……」

「いいえジェコブさん、たくの主さまなめてもらっちゃ困ります。マジですから……」

　あくまでクソ真ま面じ目めなパン屋のルートに、二人は揃って呆れた声を上げた。




　数分後――

　嵐あらしの過ぎ去ったトッカーブロートの店内。疲つかれた顔で、ジェコブがため息をつく。

「ああ、一時はどうなることかと思った」

　スヴェンの淹いれたミルクティーに口をつけ、ようやく一息つく。

「事情、話してくれるか……言いにくいなら、言わなくてもいいけど」

「いや、話すよ。友人だからね」

　問いかけるルートに、ジェコブは、少し苦笑いを交えて答えた。

「どうやら僕ぼく、あの人の孫みたいなんだよね」

「でも、お前……」

「うん、僕の母さん、娼しよう婦ふだったからね。お客の誰が父親だったかなんて、わかるはずがない……って。だから僕も聞かなかったし、母さんも話さなかった。ただ……」

　尋ねなかっただけで、シャロデは、父親を知っていた。

「これが証しよう拠こだったんだ………」

　言いながら、ジェコブはいつも首から下げているゴーグルを見せる。

「それ、以前から気になっていたのですが、かなりの高級品ですわよね。金属部はメッキ細工が施ほどこされて、革はコードバンですわ」

　コードバンとは、一頭の馬から僅わずかに取れる超ちよう希き少しよう素材で、「革の宝石」とも言われている。ジェコブのゴーグルは、高級素材を用いた、腕の良い職人の手で作られた逸いつ品ぴんということだ。

「ここんとこにね、イニシャルが書かれてるんだ……ＳＳって。これ僕の父親の名前なんだってさ」

　ジェコブは、このゴーグルを、気づいた時には身につけていた。

　幼いころ母親が渡し、それからずっと愛用しているのだという。

「僕の父親が、母さんに渡したんだって。これがあれば、自分の息子むすこだってわかるってね……わけわかんないねー」

　笑いながら、ジェコブは言ったが、その口調に戸惑いがあるのが見て取れた。

　無理もない話だ。

　最初からいないものだと思っていれば、気にしないでいることもできるが、下手に存在を明示されたことで、どういう対応をとっていいか、わからなくなる。

「あのじいさん……ビリオンズ商会って会社の会長らしいよ」

「あ!!」

　その一言を聞いて、スヴェンが声を上げた。

「ど、どうしたんだいスヴェン？」

「思い出しましたわ。ヨゼフ・シャイロック！　ビリオンズ商会の会長！　銭ゲバシャイロック！」

　どこかで見た覚えがあると思っていたスヴェン。ようやくそれがわかった。

　以前、手続きの関係で役所に赴おもむいた際、待合室で読んだ新聞に、写真が載のっていたのだ。

「ビリオンズ商会って、どんなとこなの……？」

「兵器の委い託たく生産が主な事業ですわ。まぁ、いわゆる、〝死の商人〟？」

　ジェコブの質問に、スヴェンは解説をする。

「戦時中はいろいろと、あくどい方法で金かね儲もうけをしていたという噂うわさですわ。労働力を確保するため、女性や子供、時には不法移民まで使って。しかも賃金の不ふ払ばらいの噂まで……」

「スヴェン……ちょっと……」

　朗々と語るスヴェンを、ルートは止めようとするが、勢いのついた彼かの女じよは止まらない。

「極きわめつけは、大戦前に国家反逆罪の容疑で逮たい捕ほされたことですわね。ま、金を積んで不ふ起き訴そをむしりとったらしいですが……とにもかくにも薄うす暗ぐらさには右に出るものはない――」

「スヴェン、もういい！」

　ルートが荒あらい声を上げて、スヴェンを止めた。

「あ……申し訳ありません……！」

　言われてから、ようやくスヴェンも気づく。

　たとえ今日現れたばかりの相手でも、自分の血に連なる者を悪あしざまに言われて、ジェコブの心が痛まないわけがない。

「いいんだよ、スヴェン……わかってるから。どうやら、僕の父親も、それが理由で家を出たらしいし」

　乾かわいた笑みを浮うかべて、気にしないでいいと手をかざし、ジェコブは言う。

「……？　どういう、ことだ？」

「あのじいさんと僕の父親、仲が悪かったみたいでね。ついには、僕の父親、家を飛び出しちゃったんだって」

　ジェコブの父は、シャイロックと違ちがい良心的な人物だったらしく、若い頃から激しくいがみ合い、ついには家を飛び出した。

「んで、違い法ほうな手段で軍ぐん籍せきを入手して別人になりすまし、軍に入隊して……そして戦争が始まって、母さんと出会った……ってことらしいよ」

「それはまた……お父様もお父様でなかなかアクティブな御お方かたですわね」

　感心したような、呆れたような声のスヴェン。

　父親がダーティーなだけあって、息子もかなりやる時はやるタイプだったようだ。

「そこまではわかってたらしいんだけどね、そっからは調べられなかったそうだよ。母さんも、それは知ってたみたい」

「そこまで行けば、身元もわかりそうなモンだが……あ！」

　そこから先は、ルートは言わなかった。

　戦場で、軍隊に所属し、足取りがつかめないとしたら、あとはもう結論は決まっている。

　戦死――ジェコブの父は、とうにこの世にいないということだ。

「なんだかねぇ……いろんなこといっぺんに言われて、僕も頭こんがらがっちゃってさ。どうしよ、あはは」

　笑ってはいるが、余裕などないということは明らかだ。

　父の死、そして祖父が死の商人という出生の秘密は、十歳の少年の肩かたには重すぎる。

「どうしよ……ホント……どうしよっかなぁ……」

　カップをテーブルの上に置き、ジェコブは頭を抱かかえた。

「ジェコブさん……その、ご家族の方は？　お母様はなんと？」

「なにも言わない、ただ、あのじいさんの言っていることはホントだって、言っただけ」

　ジェコブの母親が、何を考えているかは、ルートにもスヴェンにもわからない。

　何も言わないのではなく、なにも言えないという方が、正しいのかもしれない。

「ジェコブ、お前は、あの男のところに行きたいか？」

「やだよ」

　それだけは、ジェコブははっきりと答えた。

「あのじいさん……僕が身内だってわかったら、甘い顔かおしてきてさ……でも、そうじゃない奴には、とことん冷れい酷こくだってことはわかった。そんな人のところに行くなんて、たとえ血がつながってようが……ゴメンだよ」

　昨日の、サウプンクトでの最悪の対面が、なによりもジェコブに拒絶感を抱かせていた。

「あのじいさんについてけば、贅ぜい沢たくし放題だぞ」

「ゴメンだね！」

「きれーなねーちゃん用意してやるって言ってたな」

「正直それはちょっと心が動くけど、やっぱやだ」

　物でも金でも色でも、譲ゆずれないものは世の中にある。

「そうか、なら………」

　そこまで確かく認にんできたのなら、ルートの答えは決まっていた。

「お前がいいって思うまで、ここにいりゃあいい」

「え！」

　ルートの申し出に、ジェコブは驚く。

「寝ね床どこは俺おれの部屋で雑ざ魚こ寝ね、メシは売れ残りのパンばっかだけどな。あと、店の手伝いもしてもらうが、それで良ければ、好きなだけいればいい」

「いいの……ルート？」

　シャイロックが言ったように、今回の件で、ルートは部外者だ。

　だが、ジェコブを友人だと言ったのも嘘うそ偽いつわりのない心からの言葉だ。

「かまわない」

　ルートは平和主義者である。

　揉もめ事ごとは嫌うし、暴力でことを解決するのをよしとは思わない。

　先のチンピラたちにも、可能な限り言葉で解決しようと努めた。

　しかし、平和主義者ではあるが、事なかれ主義者ではない。

　苦しむ友人を見捨ててまで、トラブルから逃れようとは思わない。

「ジェコブさん、たくの主さまをなめてもらっちゃあ困ります。こういう人だってことはご存ぞん知じでしょう？」

　止めても無む駄だと思ったか、そもそも彼女も止める気など毛頭ないのか、スヴェンが肩をすくめながら言った。

「あ……えっと………」

　日頃は口数が多く、ルートなどよりずっと饒じよう舌ぜつなジェコブが、なんと言っていいかわからない顔をしている。

「ありがとう」

　そして、照れながら口にしたのは、その一言。

　存外、本当に感謝した時の人間は、こんな単純な言葉しか紡つむげないものなのかもしれない。




　その日のうちに、シャイロックのもとに、ルートが――書こうとして結局スヴェンの書いた――手紙が送られる。

　内容は、「ジェコブはあなたと一緒にベルンに行く気はない」――要約すれば、そういうことだった。

「ふざけた真ま似ねしやがって……」

　孫の前では醜しゆう態たいを晒さらしたが、百ひやく戦せん錬れん磨まの商人であるシャイロックは、それだけでだいたいの事情を察した。

　この時、シャイロックの放った凄まじい怒ど気きは、部下のチンピラ二人組、ポラッチョとファランの二人が、命の危険を感じるほどだった。

「上等だ……」

　手紙をビリビリに破くと、シャイロックは行動を始める。

　即そく断だん即そつ決けつの電でん撃げき戦せんこそが、彼かれの商売の成功の秘ひ訣けつ。

　そのことを、ルートたちはこの後、いやというほど思い知らされることになる。







第四章「ボルスバーンの戦い」







　次の日の朝――正しくは、夜明け前。

　パン屋の朝は早い。

　夜明け前には仕し込こみを行い、パンを熟成、発はつ酵こうさせなければ、店の営業開始までに商品を並べることはできない。

　故ゆえに、古来より、一番鳥よりも早く起きる職業の一つとして数えられているのだ。

「ふああああああああ………眠ねむい」

　それはトッカーブロートも例外ではなく、転がり込んだ居い候そうろうのジェコブも、早起きして手伝いをしていた。

「ミリィは眠くないの？　通いなのに」

「正直言うと、最初は辛つらかったけど、なれた」

　トッカーブロートの見習い店員のミリィとともに、店の外にある倉庫から、この日使う小麦を運び込む。

　夜明けにはまだもう少し時間がかかる。

　陽ひの光は見えず、しかし空の色は黒から藍あい色いろに変わり始めている。

「そういやさ、東洋じゃ、この時間って、悪あく魔まが出るんだって」

「くっだんねー！　ガキじゃねーんだからそんなこと言ってんじゃねーよ」

　ジェコブの四よ方も山やま話ばなしに、とりあいもしないミリィ。

「ガキって……そんなに歳変わんないじゃん」

「オメー今年で十一だろ。アタシは十四。アタシのがずっと大人だ！」

　わずか三歳差だが、ミリィは見習いとはいえ、就職し、働き始めている。

　社会的な区別で言うと、被ひ扶ふ養よう者しやであるジェコブとは責任の重さが違う。

　とはいえ、わずかな年ねん齢れい差さにこだわる辺りは、精神的にはまだ子供といえた。

「ん……？」

　何ど処こかから、音が聞こえる。

「な、なんだ……この音……？」

　ゴゴゴゴゴ、と地面を揺らす何かが、大量に近づいてくる。

「まさか……ほんとに悪魔が？」

　青い顔でミリィが、通りの向こうを見つめる。

　そこには、無数の光る目をもった何かの大群が、音を立てて迫っていた。




　一方、窯かま場ばのルート。

「パンとは、生き物である」――

　かつて彼は、今は亡なき町のパン職人から、そう教わった。

　分量通りにかき混ぜて、時間通りにこねればいいというものではない。

　小麦の質や塩の純度、水のＰＨ値まで考こう慮りよして挑いどまねばならない。

　さらには、酵こう母ぼの発酵具合は、その時々の温度や湿しつ度ど、気温、環かん境きよう、季節、天候など、あらゆるものに左右される。

　それらを考慮した上で、常に同じ仕上がりにできてこそ、職人の技術。パン職人がパン職人たる所以ゆえんである。

　朝のこの瞬しゆん間かんは、ルートにとって、その日一日を左右する、もっとも精神の集中を必要とする時間であった。

「よし！」

　もしかしたら戦場にいた頃よりもはるかに精神を研とぎ澄すませ、いざパン作りに挑もうとした瞬間、背後からジェコブの声が掛かかる。

「大変だよルート!!」

「おっとっとっ!!」

　張はり詰つめた緊張の糸が、ぷっつりと切れた。

「なんだよジェコブ！　窯場には入っちゃダメだって言ったろ！」

「だから入ってないじゃん！」

　ジェコブの足は窯場の境目で止まっていた。

「それより大変なんだ！　表に、表に！」

「表に……？　なにかあったのか!?」

　血相を変えて現れたジェコブに引っ張られるように、ルートは店の外に出る。

　そこには、すでに眼前の光景に、呆ぼう然ぜんとしているミリィが立たち尽くしていた。

「な、なんだこれは……？」

　それを見て、ルートも目を丸くする。

　トッカーブロートの隣となりにあったのは、何の変へん哲てつもない一般の民家だった。

　父親は鉱山の事務所で働き、娘むすめが二人、母親はガーデニングが趣しゆ味みなのか、平屋のあちこちに小さな植うえ木き鉢ばちを飾かざっていた。

　その何の変哲もない民家の前に無数のトラックが停とまり、荷台に乗った作業員たちが兵隊のように工具を持って降り立っていた。

「お～し、じゃあ全員かかれぇ！」

　号令がかけられると同時に、作業員たちは一いつ斉せいに、マトックやハンマーを民家の壁かべにつき入れ、凄すさまじい勢いで解体を始める。

「な、何をやっているんだ！」

　号令をかけていたのは、昨日ルートに殴なぐりかかり、手首をやらかしたチンピラ――ポラッチョだった。

「へっへっへっ」

　ルートの顔を見ると、さもおかしそうに笑っている。

「安心しろ。この家のやつらはもういねぇ。シャイロックの旦だん那なが金を積んで、土地ごと買い取った」

「買い取った!?」

　昨日のうちに立ち退のきをさせたというのなら、とんでもなく非常識だ。

　一体どれだけの金を積んで、否いや応おうなく退居させたのか、想像もつかない。

　いや、問題はそれだけではない。

　買い取った家を破は壊かいし、何をしようとしているのか……

「やっちまったなぁパン屋。お前は旦那を怒おこらせた」

「なにを……？」

　彼らが何を企たくらんでいるのか、皆かい目もく見当がつかない――と思ったが、トラックのいくつかは、作業員以外に、ある物を積んでいることに気付き、ルートは驚おどろく。

「あれは……」

「ほう、知ってるか。さすが元軍人だな、ケケケ」

　おかしそうに笑うポラッチョ。

「ルート……どうしたの？　あれ、なに？」

　物もの陰かげに隠かくれていたジェコブが、おそるおそる尋たずねる。

「あれは……野戦陣じん地ち構築用の、折りたたみ式簡易建材ですわ」

　ルートに代わって、異変を察知して現れたスヴェンが答える。

「先の大戦で、野戦の際の陣地構築が、あらたな課題になりましたの」

　長期間の野戦は、兵士たちに多大なストレスを与える。

　また、武器や物資の保管、並びに負傷兵に治ち療りようを施す拠きよ点てんとして、壁のある建物が必要となった。

「そのために開発されたのがあれですわ。建材をパーツごとに分けて、簡易な組み立て方式にすることで、なれた工兵なら半日もいらずに家一軒けんを建てることができますの」

　結果として、耐たい弾だんはともかく、耐たい砲ほう撃げきまでは得ることはできなかったものの、ある程度離れた場所の指揮所構築など、一定の成果は上げた。

　一説には、この建材の開発には、東洋の技術者が関かかわっていたと言われており、古いにしえにこの方式で、一夜にして敵てき陣じんの前に城を築いたとある将軍の逸いつ話わを参考にしたらしい。

「こいつは、ビリオンズ商会がその技術を基に開発した簡易組み立て式店てん舗ぽよ。地面さえありゃあ、どんなとこでもその日のうちに店が作れるってぇシロモンさ」

　自じ慢まん気げに語るポラッチョ。

「店を作る……何言っているんだ？」

「今日中に、この場所に新装開店、ベーカリービリオンズを建てるのよ！」

　未いまだに何をしようとしているのかつかめないルートに、とっておきの手品を披ひ露ろうするように言う。

「ベーカリー……パン屋を建てるだと!?」

「そのとぉ～り！　パン屋、お前は旦那を怒らせたって言ったろ？　ビリオンズ商会の総力を挙げて、お前の店は潰つぶされるのさぁ」

　シャイロックの打った策とは、一日にしてライバル店を立ちあげ、トッカーブロートの商売の邪じや魔まをするという、これでもかという厭いや味みったらしい手段だった。

「なんて金と手間を掛けた嫌いやがらせを……！」

　一夜にして土地を買い取り、物資と人員と移送用のトラックを揃そろえるなど、どれだけの金がかかったかわかったものではない。

「もうちょっと別の使い方してもいいだろうに……」

　万年資金難にあえいでいるルートとしては、呆れてものも言えなくなる話だった。

「それだけ、坊ぼっちゃんを連れて帰りたいって思ってらっしゃるということだよ。シャイロックの旦那は」

「ふざけんな！」

　ポラッチョの言葉を聞いて、ジェコブが怒いかりの声を上げた。

「そんなことしても、僕はあのじいさんの思い通りになんてならない！　僕に何をしろってんだよ！」

「そりゃあ……旦那が築いたビリオンズ商会を継ついで欲ほしいってことでしょ。旦那だって不老不死じゃない」

「それが嫌だって言ってるんだ！　そんなに跡あと継つぎが欲しけりゃ、アンタがなれ」

　ジェコブからすれば、独善と身勝手の塊かたまりであり、いい迷めい惑わくだった。

「そうはいきませんよ……坊っちゃん。あの人の一番大切なもんを、俺らなんかが受け取るなんて、冗じよう談だんでも言っちゃいけません」

「なん……だよ……」

　ジェコブは、戸と惑まどいの声を上げた。

　おととい初めて会った時から、一いつ貫かんして安い三下チンピラじみていたポラッチョの目に、悲ひ壮そうな何かが浮かんでいたからだ。

「まぁいいですわ。主あるじさま、戻りましょう。今日は忙しくなりそうですわ」

　話はそこまでとばかりに、スヴェンが冷静な態度でまとめた。

「いくらなんでも、今日一日で開店までこぎつけるのは不可能でしょう。それどころか、この数の作業員です。朝食に昼食に夕食、いつも以上に売上が見込めますわ。多めに仕込んでおきましょう」

　商しよう売ばい敵がたきというよりも、営業妨ぼう害がいという方が近い相手を前にしても、一いつ切さい怯ひるむことなく、スヴェンは言ってのけた。

「お、お前……わかってんのか！　今すぐ坊っちゃんこっちに渡わたして詫わび入れりゃあ、旦那だって許してくれるかも知れねぇんだぞ！」

「はっ！　金に物を言わせた物量作戦で、我わが最愛の主さまの城を落とせると思っているのなら、とんだお門かど違ちがいですわ！」

　驚きながらも降こう伏ふく勧かん告こくをするポラッチョに、スヴェンは優ゆう雅がさすら感じさせる余裕を見せて言い返す。

「いずれあなた方は、決定的な敗北を味わい、ケツまくって逃にげ出だすことになりますわ！　その心の準備をしておくことですわね！」

「な、なんだと………？」

　スヴェンの微み塵じんも揺るがぬ自信あふれる様に、攻せめこんできた方がうろたえていた。

「さぁて、皆みなさん。店内に戻もどりましょう。ではごきげんよう」

　高笑いを上げながら、スヴェンはルートたちを連れ、店内に戻っていった。

　そして――

「さぁ～て……えらいこっちゃーですわー！」

　店の中に戻った途と端たん、頭を抱かかえてうろたえ始める。

「えええ!?　何もないの!?　なんかいい起死回生の策でもあったんじゃないの!?」

「ありませんわよ！　古来より、力ちから押おしの物量作戦ってのが一番たち悪いんですのよ！」

　ツッコむジェコブに、やや逆ギレ気味に答える。

　物量作戦は、ある意味「究極の戦法」でもある。

　個々の兵の質の差を一いつ切さい無視し、損害を度外視して、とにかく力と数で押し切きる。

　このやり方をオーガスト連れん邦ぽうが得意とし、村で農作業していたような一いつ般ぱん人じんを無理やり徴ちよう兵へいし、訓練も施さず鉄道で前線に次々と送り込み、最低限の武器だけ持たせて「ウラー突撃」とだけ命じる。

　無論次々と殺されるが、圧あつ倒とう的てきな兵数差で。一人の兵士が相手できる限度を上回る数を投入することで、戦線を押し戻すのだ。

　ワイルティアは、猟りよう兵へい機きという一体で千の歩兵を蹂じゆう躙りんできる兵器を開発したからこそ対たい抗こうできたが、そうでなくば、今いま頃ごろ王都ベルンに赤旗が立てられていただろう。

　ともあれ、それくらい厄やつ介かいな戦法なのだ。

「今できることといえば、負まけ惜おしみのハッタリをかますことと……あとは……」

　エプロンドレスのポケットに入っているメモ帳に、サラサラとなにかを書き始める、

「ジェコブさん、このメモに書かれたものを至急集めてくださいまし」

「なにこれ……アルミのプレートに、砂糖に……ん～……？」

　そこに書かれていたのは、見覚えがあるようなないような薬品や溶よう剤ざいの数々だった。

「身の回りのもので作れる爆ばく弾だんの材料ですわ」

「なに考えてんのー!!」

　もはや残った手段は、物理的な排はい除じよ――くらいが、敏びん腕わんウェイトレススヴェンの知ち恵えをもってしても思いつける限界だった。

「う～ん……」

　だが、そんな騒さわぎまくる二人と比べ、ルートは落ち着いていた。

　口元に手を当てて、何か深く考えている。

「な、なぁ……オイ……」

　そんな彼に、心配そうな顔で、ミリィが袖そでを引く。

「この店、ヤバイのか……？　大変なら……アタシ、給料ガマンするし……いっぱいがんばるから、その……」

　お世辞にも頭脳明めい晰せきとはいえないミリィが言えるのはそれくらい。

　だが、彼女なりに必死に、現状を案じての提案だった。

「ん？　ああ、違う違う……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　少しだけ柔やわらかな顔で、ルートはそんな彼女の頭を撫なでる。

「それよりミリィ、ちょっとお願いがあるんだ」

「なに？　なんでもするよ！」

「ありがとう……夜が明けたら、マレーネを呼んできて欲しいんだ」

　パニックになりすぎて、半ばダンスを踊おどっているようなスヴェンとジェコブを背に、ルートは言った。




　数時間後――

　オーガンベルツの隣となり町まち、サウプンクトにあるホテルの一室。

　ここに、シャイロックは宿しゆく泊はくしていた。

　田舎いなか町まちのオーガンベルツには、たまに来る行商人が泊とまる程度の質素な宿屋しかないため、仕方なく、距きよ離りの離れたこの場所に宿をとったのだ。

　さりとて、サウプンクト程度の町の規模のホテルでは、最高級の部屋でもシャイロックからすれば質素この上ないあばら屋なのだが。

「店の方は、明日には開店できます」

　ソファーに腰こし掛かけ、取り寄せたワイルティアで発行されている全すべての新聞に目を通しているシャイロックに、チンピラ二人組の弟分の方、ファランが報告を行う。

「ただ、坊っちゃんを匿かくまっている店の女が、妙みように自信たっぷりだったと……」

「ふん！」

　報告を聞き、懸け念ねんする材料があるという内容を聞いても、シャイロックは眉まゆ一つ動かさず鼻を鳴らした。

「くだらんハッタリだ。あの店は、従業員と店主は変わり者みたいだが、売っている物も値段もそう大して奇きをてらったものじゃない。ただの〝美う味まいパン屋〟でしかない」

　昨日、去り際にシャイロックは店内を改めて観察し、その際に、棚たなに書かれた商品の値段、パンの品質を頭に入れた。

　持ち帰ったブールも、実際に自分で食べてみたが、丁てい寧ねいに作ったうまいパンであるのは認めるが、逆に言えばそれだけである。

「そうさなぁ、開店と同時にセールを行え。パンを一つ１クラントで売れ」

　クラントは、ワイルティア・ペルフェ間で使用されている通貨の、最低価値貨か幣へいである。

「その開店セールを一ヶ月行う。一月も売れなきゃあ、店は大だい打だ撃げきだ」

　トッカーブロートのような小店舗は、一日の売上が落ちるだけで大打撃。

　それが一月も続けば痛つう恨こん撃げきだろう。

　ましてや、以前と違い、今は銀行から融ゆう資しを受けている。

　営業成績が落ちれば、融資は打ち切られ運転資金にも事欠くようになるだろう。

「あとは、あの店が契けい約やくしている鉱山や学校に揺ゆさぶりをかければ……まぁ一月もいらんな。半月もあれば潰せる」

　銭ぜにゲバシャイロックの二つ名は伊達だてではない。

　彼は今まで、新規事業を行う際、ライバル業者を潰し、乗っ取り、成長してきた実績がある。

　こと経営に関しては、ルートはおろか、スヴェンでさえ足元にも及およばないだろう。

　勝利を確信し、シャイロックはほくそ笑えむ。

　そこに、室内の電話のベルが鳴った。

「おう、なんだ！」

　主に代わり、チンピラのファランが電話を取る。

「ん……？　尼あまさん？　なんでそんなのが来るんだ……はぁ、戦時条約の締てい結けつ？　なんじゃそら」

「どうした」

　埒らちが明かない受け答えをしている部下に、シャイロックは問いただす。

「へぇ……例の店から、戦時条約の締結に使者が来たって……」

「なに？」

　訳の分からない話に、シャイロックは眉をひそめる。

　しばらくして――

　シャイロックの泊とまる部屋に訪おとずれたのは、丘おかの上の教会のシスター、マレーネだった。

「恵めぐまれない者たちに愛の手を……なんて文句で金をせびりに来たみたいじゃねぇようだな。あのパン屋の関係者か？」

「い、いえ……私は、あの町に住む、一いつ介かいの聖職者です」

　わずかにこわばった作り笑え顔がおで、マレーネはなるたけ友好的に接する。

「あくまで、中立、公正な、神の僕しもべとしてあなた方のもとに参ったのです。トッカーブロートの方々のメッセンジャーとしてでして、ええ」

　トッカーブロートの店員の中で、ミリィはシャイロックと面識はない。

　したがって、ミリィの保護者であるマレーネのことも知られてはいない。

　中立を装よそおい、ルートはマレーネを使者として送り込んだ。

　正直に言うと、マレーネは気が進まなかった。

「いやよそんなおっかなそうな人、敵に回したらなにするかわからないじゃない！」と、あからさまに嫌そうな顔をしたが、妹も同然のミリィに、密ひそかに想おもいを寄せているルートの頼たのみだと言われれば、断りづらかった。

「トッカーブロート側からのご提案です。『面めん倒どうくさいから、短期で勝負を付けないか』と」

「ああん？」

　不ふ機き嫌げんそうに声を漏もらすシャイロック。

　マレーネはそれだけで、背中の冷ひや汗あせが一気に増えたように感じた。

「おたくのお店……ベーカリービリオンズの開店は明日からですね？　それから一週間の間の売上で勝負するのです。もしあなた方が勝てば、ジェコブくんはお渡しいたします」

「ざけるな」

　小さい、だがドスの利きいた声。

　マレーネは「ひいいい」と言って逃げ出さなかった自分を褒ほめてやりたかった。

「ほっとけば潰れる相手の決めたルールに、なんで従ってやらなきゃいけねぇ。――というか、そんな提案をしてきた段階で、このままじゃ負けると言っているようなもんだ。従う義理はねえ」

　すさまじい、凄すごみ――市し井せいの小こ娘むすめならば、泣き出すどころか、卒そつ倒とうしかねない迫はく力りよく。

　だが、マレーネはただの小娘でも善良なだけのシスターでもない。

　ルートが彼女を使者に立てたのも、ただ聖職者という肩かた書がきから、シャイロックが話を聞いてくれるかもと期待したからだけではない。

　彼女は、元テロリストである。

　オーガンベルツに何年も前から潜せん伏ぷくし、元軍人のルートや、元兵器のスヴェンにも気付かれず、敵国オーガスト連邦と組んで破壊工作を行おうとした。

　今は改心したが、彼女の教会の子どもたちは、ミリィさえも、そのことは知らない。

　つまり、いざというときにはとんでもない度胸を発揮する人物ということだ。

「いいんですか？」

　ニッコリと、笑顔を崩くずさぬまま、マレーネは言う。

「もし今のやり方でトッカーブロートを潰せば、あの二人がどうすると思います？　ジェコブくんを連れて、オーガンベルツを逃げ出すでしょう。また、あなたの知らない所に行っちゃいますよ？」

「むっ―――」

　シャイロックの顔に、わずかに焦あせりが浮かんだ。

（乗ってこい乗ってこい乗ってこい!!）

　マレーネは、さらに続ける。

「ご存知ですよね、あの二人が、ただ者ではないということを」

「………………」

　シャイロックの目から、嘲あざけりが消える。余よ裕ゆうが陰かげり始めてきたのがわかった。

　ここで、マレーネは賭かけに出る。

「元軍人であるルート・ランガート氏が本気になれば、あなたの手から逃のがれることも可能でしょう。そう、あなたの息子むすこさんのように」

「―――――!!!」

　ぶわっと、室内の空気が波だったように、マレーネは感じた。

　そう感じさせるほどの怒気が、シャイロックから溢あふれだした。

　自分の息子から逃げられた過去、それはシャイロックの最もデリケートな部分。

　ともすれば逆げき鱗りんだが、相手に揺さぶりをかけるためにはあえてそれをなぞる必要もある。

「もしこの条件の下で敗北したならば、ジェコブくんは自分の意思であなたの元に行くそうです」

　そこで、ダメ押しの一言を突つきつけた。

　今のままでは、試合に勝っても勝負に負ける――最大の目的である、ジェコブを連れ帰れない。

　目の前から家族を失った、シャイロックの中で癒いやせぬ傷となっているその苦しみを再び味わうことになる。

「……………………」

　数秒の沈ちん黙もくが永遠に感じられるほどの静せい寂じやくが、室内を覆おおう。

「詳くわしく、話を聞こうか」

　その後、シャイロックは、ついにマレーネの戦時条約を受け入れた。




　さらに数時間後――

「怖こわかったあああああああっ!!」

　トッカーブロートの店内、交こう渉しようを成功させたマレーネは、フードコートのテーブルに突っ伏ぷし、未だに目に焼きついているシャイロックの強こわ面もてに震ふるえながら叫さけぶ。

「ありがとうマレーネ！　ありがとう！」

「お疲つかれ様さまマレーネ！　なんか飲む？」

　ジェコブとミリィが、二人揃って健けん闘とうを讃たたえた。

「これで、首の皮一枚つながった……ですわね」

　締結された戦時条約は、「一週間の売上が上だったほうが勝ち」というもの。

　勝てばシャイロックはおとなしく帰り、負ければジェコブが連れて行かれる。

　一週間という交戦期間が限定されたことで、最悪でも店は潰れない。

　相手はトッカーブロートを潰すつもりで来ていたので、これだけでも大きな進歩である。

　さらに、互いの営業活動の妨害の禁止。

　わかりやすく言えば、店員同士の暴力沙ざ汰たや、お互いの店舗への破壊活動、さらには、それぞれの仕入れルートに圧力をかけ、原材料を手に入れられなくすることの禁止なども盛り込まれている。

　圧倒的不利な状じよう況きようからすれば、だいぶ持ち直したといえるだろう。

「ねぇ……スヴェンさん？　私、がんばったわよね？」

　すさまじい精神的疲ひ労ろうを覚えながらも、どこか勝かち誇ほこったような顔で、マレーネは視線を向ける。

「まぁ、認めざるを得ませんわね」

　ルートを巡めぐってのライバルであるマレーネといえど、認めるところは認めなければならないと、スヴェンは苦い顔で答えた。

「なら、あの条件、解除してくれるわよね」

　あの条件とは、「ルートの半径一メートル以内に近づくな」というものである。

「うっ……あれは………」

「あなたには借りがあったから従ってたけど……ちょっとは返せたでしょ？」

　底意地の悪い顔で、マレーネは笑う。

「こ、この……性悪シスター……」

　わなわなと肩かたを震わせるスヴェンだが、さすがにこれは拒こばめない。

「マレーネ、お疲れ様。本当にありがとう」

　そしてまた、最悪のタイミングで、ルートが奥おくから現れた。

「ああ～んルート、怖かったわ！　でも頑がん張ばったんだから、ジェコブくんと、あなたのために！」

　ルートの姿を見つけるや、マレーネはがばりと立ち上がると、ルートにピッタリと寄より添そう。

「あ、ああ……ありがとう、ホントに……あの、近くない？」

「ううん、フツーフツー」

　ピッタリと、息がかかるくらい近づくマレーネ、なにげに、スヴェンに比べても大変ふくよかな胸をルートの腕うでに押し当あてている。

「ぐにゃらがががががが！！！！」

　その光景を見て、怒りと悔くやしさと嫉しつ妬とのあまり、スヴェンは喚わめき散らす。

「スヴェン……あの、気持ちはわかるけど怖い!!」

　幼子が見れば夢に出てきそうな、スヴェンの様に、ジェコブがツッコんだ。
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「でも、ルート……これで大丈夫なの？　店は守られるかもしれないけど、ジェコブくんが……」

　冷静になり、あらためてマレーネは問う。ただし体はくっつけたまま。

　戦時条約を締結したが、それは比ひ較かく的てき条件のいい戦いに持ち込めたというだけで、ビリオンズ商会の圧倒的資金力を封ふうじたわけではない。

　まだまだ、トッカーブロートが不利であることに変わりない。

「ああ……多分……商売人としてはあの人には絶対に勝てないけど……でも、パン屋のフィールドまで引き込んだからね」

　しかし、ルートの顔には、小さいが、確かな勝算が浮うかんでいた。




　そして次の日から、ベーカリービリオンズの大だい攻こう勢せいが始まった。

「いらっしゃいませいらっしゃいませ！　ベーカリービリオンズ、ベーカリービリオンズでございます！　本日オープン！　オーガンベルツの皆みな様さまにベルンの最高級の味をお届けにあがりました！」

　店の前では芸人が楽器を鳴らし、やや露ろ出しゆつ過多な踊り子こが歌い踊り、高足の道どう化け師しが子供に風船を配っている。

　撒まき散ちらされるチラシ、打ち上がる花火。

　年に一度行われるオーガンベルツの収しゆう穫かく祭さいでもここまでではないというくらい、ハデハデしく賑にぎやかにオープニングセールを始めていた。

　この賑わいに、日ひ頃ごろ、田舎町の退たい屈くつな日々を過ごしている人々が集まらないわけがない。

　すでに人だかりができ、何を勘かん違ちがいしたか屋台まで出ている。

「ぬぁんですのあれは!!!」

　店内からその様子を見ていたスヴェンは、怒りの声を上げる。

「よくもまぁこんな短時間であんなの集めてこられましたわね」

　土地の買い取りに店舗の建築だけではない。

　客寄せにも莫ばく大だいな金を注つぎ込んだのだろう。

「でも……愚おろかと言わざるを得ませんわシャイロック！　宣伝広告にこれだけ金をかければ、どれだけパンが売れてもヘタすれば赤字!!」

「いや、人件費や広告費は勘かん定じように入れないことになっているよ」

「でえええええ!?」

　勝ち誇っていたところをルートに指し摘てきされ、スヴェンは声を上げてすっ転びそうになる。

「お、おのれシャイロック……あらかじめ条文を加え、自分に有利なようにしましたのね！」

「いや、俺おれの方から提案した」

「だあぁああああああっ!!」

　てっきりシャイロックの策略かと思っていたスヴェン、真相を聞き、またしてもすっ転びかけ――というか、ついにすっ転んだ。

「大丈夫かい、スヴェン」

「わたくしのことはどーでもよろしゅーございますわ！　なんでそのようなことを、そのようなことを!!」

　商売において、人件費と広告費はかなり大きなウェイトを占しめる。

　ものによっては、商品の製造費よりも金がかかるくらいだ。

　それを計算外にするということは、莫大な資本力を持つビリオンズにとっては、いくら撃うっても弾たま切ぎれを起こさない銃じゆうを百万丁揃えたに等しい。

「だってなぁ、うちの店は、逆に人件費少なすぎるだろ。俺が言うのもなんだけど」

　ちなみにトッカーブロートは、見習いのミリィには、ワイルティアの労働法を順守して、設定する最低賃金が支し払はらわれているが、ジェコブは居い候そうろう故ゆえに無料で手伝ってもらっているし、スヴェンに至っては本人が給金の受け取りを拒きよ否ひしている始末である。

「あと、あっちは新規オープン、こっちは在来店、条件が違ちがいすぎる」

「主さま、〝ソウジョウノジン〟という言葉をご存じですか……」

　その昔、ソウジョウという小国の王様が、敵が攻めこむ絶好の機会である渡と河か作戦中に、「今襲おそいかかるのは卑ひ怯きようである」と言って渡り終わるまで待ったために、負けてしまったという故事である。

「あちらのほうが圧倒的優位なんですから、こっちの数少ない勝利要因を放ほう棄きしてどうなさるんですか！」

　スヴェンにとって、ルートは最愛の主であり、心から慕したう存在である。

　彼かれが望むのならば、己おのれが胸にある心臓代わりのレザニウムリアクターを、笑顔で自ら抉えぐりだすだろう。

　しかし、元戦せん闘とう兵器の彼かの女じよからすれば、勝ちを放棄するような行動は理解不能だった。

「だって、それくらいしておかないと、この条文に文句つけられるかもしれないからな」

　だが、ルートは決して、フェアプレーに固こ執しつしたわけではない。

　彼の手には、シャイロックと交かわした、戦時条約――今回の売上競争のルール一覧が書かれた、協定書がある。

　ルートとシャイロック、両者のサインが書かれ、一枚ずつ保有している。

「条文……なんのことですの？」

　スヴェンはその十個ほど書かれた、各項目を見直す。

「ん……これは！」

　その中の一つを見て、ようやく、彼女はルートの思おも惑わくを察した。

　同時に、自分ではこの策は思いつかないと、痛感する。

　心というものをようやく持ち始めた自分には、こんなことは考えつけない。

「主さま……これは、本気ですの？」

「ああ。この町で店を始めて一年と半分くらいかな？　それだけやって、それでもできたばっかの店に金の力で負けるなら……そこまでさ。店を畳たたむつもりで挑むよ」

　そう言ったルートの顔を、スヴェンは、本人は嫌がるかもしれないが、懐なつかしく感じた。

　戦場にいた頃ころ、ルートがよくしていた顔である。

　命がけの戦いに挑む、男の顔だった。

「ほえ～………」

「ん？　どうしたんだい、スヴェン？」

「い、いえいえ、なんでもございませんわ！」

　凛り々りしい主の顔に見み惚とれてしまったなどとは、恥はずかしくて口にはできなかった。

「さてと、しばらくは様子見だな。作る量は減らして、バケットやブールとかのシンプルなものを中心にしよう」

　かくして、一日目は、トッカーブロートの完全敗北で終わる。




　そして二日目――

「らっしゃい、らっしゃい、いらっしゃ～い♪　美お味いしいパンはいかがかな？　ベーカリービリオンズだよぉ～♪」

　ビリオンズの前では、今日も芸人や楽隊がはやし立て、多くの客が集まっている。

　美人揃ぞろいの店員の前に、長ちよう蛇だの列ができていた。

　二日目もまた、トッカーブロートの完全敗北で終わる。




　さらに三日目――

「道行くお坊ぼっちゃんお嬢じようちゃん、どうですか～！　ただいま絶賛セール中ですよ～♪」

　芸人だけでなく、店員まで表に出て客引きを始める。

　だが、一日目、二日目に比べて、客の流れが思ったほどではない。

　並ばなければ入れないと思った店内には、少しずつ隙すき間まが生まれ始めている。

　特に、主婦層の客は、一切入らなくなっていた。

　それどころか、彼女たちはトッカーブロートに流れ込こみ始める。

　売れているのはバケットやクーペ、ブール、角切りパンなどの、プレーンなものが中心だが、少しずつ、平時の売上に戻り始めた。

「さて、そろそろだな」

　それを見て、ルートは次の日の仕込み量を、少し増やすことを決断する。




　三日目の夜――

「どういうことだ……」

　サウンプンクトのホテルに毎日届けられる営業報告書を見て、シャイロックは唸うなる。

　一日目二日目は問題ない。順調すぎる売上だ。

　だが、三日目になって、わずかに下降線を描えがき始めている。

「オープン三日目ですから、目新しさもなくなったんですかねぇ」

　部下の一人、ポラッチョが言うが、どうも納なつ得とく出来ない。

　自分はなにか重大な見落としをしているのではないか、そう思えて仕方がなかった。

「いっそ、客引きの数を増やしますか？　ポスターやビラも発注しなおして。なにせ、人件費と広告費は勘定に入れなくていいんですから」

　未だに売上は自分たちのほうが上、その驕おごりから、危機感を覚えていないファランが提案する。

「なにせ、向こう側から提案してきたルールですからね。バカな連中ですよ」

　そこで、シャイロックは気づく。

「おい、協定書もってこい……」

　提案されたルールは自分も確かく認にんした。

　どれも問題なく、自分の圧勝に間ま違ちがいはないと確信していた。

　だが、三日目のこの状況を見た上で、改めて確認し、ある一文が、別の意味を持っていたことに気付かされた。

「そういうことか……あのパン屋!!」

　シャイロックは声を上げると、険しい顔つきで立ち上がった。

「入にゆう荷かは、納品はどうなっている!!」

「へえ、ワイルティアの方で順次生産し、国境を越こえてこっちに運び込ませてます。全部、冷れい凍とう車両で運んでいるんで、鮮せん度どに問題はないはずですよ」

「そんなこと言ってんじゃねぇ!!」

　思わず荒あらぶる声で怒ど鳴なりつけてしまった。

「今すぐだ。今すぐに納品をストップさせろ!!」

「無理です！　もう七日分まで生産させて、すでに移送中です。止めることはできません」

「くそっ………！　あの男………これを狙ねらってたか!!」

　ゴンッと激しい音を立てて、シャイロックはテーブルを殴なぐりつけた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの商人が、一人のパン屋の、全部を掛かけ金きんとした賭けに、見事裏をかかれた瞬しゆん間かんだった。




　そして四日目――

「これ、なにやったの……？」

　店に戻り始めた客の数を見て、ジェコブは驚おどろく。

「なにも、なにもしてませんわ」

　言葉に反して、どこか誇らしげなスヴェンが答える。

　店の中は、平時の半分以上、六割程度だが、二日目までの閑かん古こ鳥どりに比べればはるかに多くの客が入っていた。

「ただ、主さまは素す晴ばらしい仕事をされたというだけの話です」

　反して、ベーカリービリオンズには、最初の半分も客が入っていない。

　棚のパンが、まるで指揮官の失策によって犬死にした兵士の亡なき骸がらのように、うずたかく積まれているだけだった。




　さらに、五日目――

　ビリオンズの客の量はさらに減っていた。

　対して、トッカーブロートは、八割近くまで回復している。

「すごいよルート。そろそろ教えてくれよ？　一体、なにやったの？」

　休きゆう憩けい時間、もう、窯かま場ばから出てきたルートに、ジェコブは問いかける。

「うん、そうだな……これ、食ってみろよ」

　それは、マレーネに買ってきてもらった、ビリオンズのパンである。

　種類はバタール。シンプルながら、基本のパンの一つである。

「もぐもぐ………」

「どうだ？」

　先せん端たんを少しちぎって口に入れ、怪け訝げんそうな顔で味わうジェコブに、ルートは尋たずねる。

「うん……？　なにもおかしなことないよ？　まぁ、こんなもんかなって味。ただ……」

「ただ？」

「なんか違う」

　ルートの顔が、険しく歪ゆがんだ。

　それは、怒いかりでも哀かなしみでも憎にくしみでもない。

　笑顔が苦手なこの男が、嬉うれしさのあまり出てしまった感情が、ちょいとおかしな形で表情筋を動かしたのだ。

「そうか……それは、最高の褒め言こと葉ばだ」

「どゆこと……？」

「ビリオンズのパンは、自分のところで焼いているが、自分のところで作ってないんだ」

　初日、組み立て中のビリオンズの店を見て、ルートはあることに気づいた。

　作業室が、営業スペースに比べて、あまりにも小さいのだ。

　彼は、猟兵機乗りになる前は、特務兵として活動していた。

　その時の経験から、敷しき地ち面積に階数、窓の数から、建物の大体の間取りがわかるのだ。

「おそらく、ビリオンズのパンは、他ほかの場所で……もしかしてワイルティア領内の工場で、発はつ酵こう、成形したパンを冷凍して運んでいるんだ。あとは解かい凍とうし、窯で焼けば出来上がりってわけだ」

「そんなのがあるんだ！」

　冷蔵技術の進歩によって、焼きたてのパンを、遠えん隔かく地ちでも食べられるようにと編み出された技術である。

　それ自体は決して悪いわけではない。

　むしろ、シロウトが作るよりもはるかに美味いのは間違いない。

「それと、これが、どういう関係が……？」

「だからさっき自分で言ったろ、違うって」

　言いながらも、ルートの顔は、喜びのあまり、険しく固まっていた。




　その日の夜、サウプンクトのホテルで、シャイロックは予測通り格段に下がった売上を見て、顔を険しく歪めていた。

　こちらは、ルートと違い、そのままの意味。

　してやられたという悔しさと、気づけなかった自分への怒りである。

「こりゃ、どういうことなんですかい？　アイツら、なにを……」

　わけがわからないというポラッチョに、シャイロックは答える。

「なにもしちゃいない。あのパン屋は、なにもしていない」

　ルートは、奇き策さくも秘策も打ってはいない。

　ただ、いつも通りにパンを焼いただけである。

　生産量にある程度の調整はしたが、それくらい。

「ワイルティアとペルフェの、味の違いだ……」

　ワイルティアとペルフェは、同じ文ぶん化か圏けんと言ってもいいほど似通っている。

　言語など、ほぼ同じと言っていいくらいだ。

　しかし、同じ料理、同じ調理法でも、場所が変われば、味わいは微び妙みように異なる。

「味にうるさいスパリア人どもは、隣となり同どう士しの都市でも、味の違いから料理に手を付けないっていうくらいだ」

「で、でも……あんな田舎町の住民が、そこまで味の違いにうるさいとは思えませんぜ？」

　確かに、地域による味の違いはある。だがそれはわずかなものだ。

　ビリオンズが用意したパンは、値段の安さも併あわせて、そのわずかな差など、感じさせないと判断された。

　おそらく、他の町ならば、問題なくビリオンズの圧勝であっただろう。

　だが、そこはオーガンベルツだったのだ。

「あの店のパンは美味かった。ただ美味かっただけだ。取り立てて派手なわけでも、物もの珍めずらしいわけでもねぇ……それが、アイツの武器だったんだ」

　シャイロックは、拳こぶしを強く握にぎりしめた。

　毎日の天候や気温の変化、小麦の違いを見み極きわめつつ、ルートは毎日、食べる人が美お味いしく食べられるようにと、細心の注意を払はらって焼き上げた。

　それを一年以上続けてきた。

　そして、あの町の住人は、スヴェンが来てからとはいえ、半年にわたって食べ続けた。

　これが、工業製品であったならば、話は変わっただろう。

　規格の変化に、ユーザー側が対応しただろう。

　だが、食べ物となると話は変わる。

　しかもパンは主食、毎日食べるものである。

　ビリオンズのパンはまずくはなかった。美味かった。

　しかし、トッカーブロートのパンを当たり前と、普ふ通つうだと思って食べていた人たちには、「なんか違う」と思わせてしまったのだ。

　そして、一日二日なら、物珍しさで別の店に足を運ぶが、三日目となると、多くの者たちはいつもの味に戻もどっていったのだ。

「あのパン屋は、あの町の住人全部の舌を、肥えさせやがったんだ」




　同時刻――トッカーブロート店内。

「勝った、ですわ♪」

　その日の売上の収支を計算したスヴェンは、満面の笑みで勝利宣言をする。

「早くない？　あと二日もあるよ？」

　ジェコブは言うが、スヴェンの笑顔は変わらない。

「確かに、平時に比べれば、当店の売上は八割強ってとこですわ」

「あっちは、一日目と二日目でかなり客入れただろ？　今だって、少なくはなったけど、入ってないわけじゃないし」

　ビリオンズの店てん舗ぽは、トッカーブロートの倍近く。

　無論、置いている商品の量も倍近い。

　最大時の半分になったとしても、それはトッカーブロートの平時とほぼ同じなのだ。

「ぬふふふふ、そこですわよジェコブさん。そこで主あるじさまの計略がハマったのですわ」

　スヴェンは、今回の勝負のルールが記された協定書を見せる。

　幾いくつもの条じよう項こうの中に、その一文はあった。

　なお、勝敗を決する金額は、純利益によるものとする――

「純利益？」

「利益というのは、総売上から、原価を引いたものです……ええっと、そうですわね」

　首をひねるジェコブに、スヴェンは手近な所にあったクロワッサンを手に取る。

「このクロワッサン、例えば10クラントで売ったとしますわ。原価は７クラント。では利益は？」

「10ひく７で、３クラントだろ？」

　それくらい自分でもわかると、やや眉をひそめつつ、ジェコブは答える。

「ですわね。ではこれが二つで、一つしか売れなければ？」

「えっと……あ！」

　ジェコブは、ようやくスヴェンの言いたいことを理解した。

　一つ10クラント、原価７クラントのクロワッサン。

　一つ売れれば３クラントの儲もうけ。

　しかし、もう一つが売れなければ、原価７クラントが、まるまる損ということになる。

　結果、３クラントの儲けを潰つぶした上で、マイナス４クラントの損となる。

「純利益とは、総売上から原価を引いた数字に、さらに損失分もマイナスしたものです。わかりやすく言えば、売れ残りが多ければ多いほどヤバイってことですわ」

　これが、他の、原価率の低い商品なら話は変わっただろう。

　だが、パンは基本、薄はく利り多た売ばいの商品だ。

　一つ売れ残れば、二つ売れた分の利益が消え去ってしまう。

　二倍の大きさの店の二倍の量の商品が、半分しか売れなければ……ビリオンズは、今や店を開けているだけで膨ぼう大だいなマイナスを積み上げているのだ。

「こちらも序じよ盤ばんはほとんど売れ残りましたが、店舗規模が小さいですし、生産量も調整しましたのでマイナスは向こうよりずっと小さいんです」

「なるほど、そういうことかぁ～……これじゃ、初日の売上なんてもう残ってないわけか」

「にもかかわらず、あの量を並べているということは……どうやら、七日分の商品を、次々と運びこむように発注していたようですわね」

　今こうしている間にも、ベーカリービリオンズには、売り切れない量のパンが運び込まれているのだ。

「さながら、ボルスバーンの戦いのようですわ」

　ボルスバーンとは、オーガストとの国境線にある、広大な盆ぼん地ちの地名である。

　そこで、ワイルティア軍の名将エルヴィンは、三万の陣じんで、迫せまり来る二十万のオーガスト兵を迎むかえ撃った。

　本来ならオーガストの圧あつ倒とう的てきな物量に踏ふみ潰されるところを、エルヴィンは盆地という地形ゆえに、まるで海うな原ばらのように霧きりの深い夜、密かに陣を移動させる。

　そして、ろくに訓練も施ほどこされていないオーガスト軍は、霧の中方向を見失い、遠くに見えるワイルティア軍の陣地を見て、一いつ斉せい突とつ撃げきをかけた。

　その前に、深い渓けい谷こくがあるとも知らずに。

　先頭が異常に気づき止まろうとした時には、もう遅おそかった。

　次から次へと後ろから押おし寄せる友軍に押され、オーガスト兵は自らの足で谷の底に落ちていく。

「ウラー」の声を上げ続けるしか能のない、無能な指揮官が気づいた時には、二十万の兵の半分が、谷底で死体に変わっていた。

　物量作戦は、「究極の戦法」とも言われる。

　だが、ほんのわずかな軋きしみが、大軍全すべてを滅ほろぼしかねない危険性もはらんでいるのだ。

「でも、これも主さまのお力があればこそですわ」

　オーガンベルツの町の人達たちが、ビリオンズのパンに違い和わ感かんを覚えなければ、今いま頃ごろ、一方的な敗北を喫きつしていたのはトッカーブロートであっただろう。

　だが、町の人達は、選んでくれた。

　安くて美う味まいパンだからではない。

　安くて美味い、〝トッカーブロートの〟パンだから、皆みな訪おとずれてくれたのだ。

　一人のパン職人として、こんな嬉しいことはないだろう。

「もはや後二日を待つまでもなし！　我々の完全勝利ですわ！　さてさて、あのシャイロックがどんな顔で現れるか、今から見ものですわにゅふふふふ！」

　あらためて、スヴェンは勝利を宣言した。







第五章「親衛シユツツシユ隊タツフエル」







　スヴェルゲン・アーヴェイと、ルート・ランガートは気づいていない。

　自分たちを監かん視しする者たちがいるということに。

　だが、それも無理もないことだ。

　少なくとも、スヴェルゲン・アーヴェイご執しゆう心しんのあの元大尉殿どのは、自分たちがいずこから監視されるほどの価値もないと、思い込んでいるのだろう。

　それはある意味間違いではない。

　彼らが狙っているのは、かの二人ではないのだから。

　だが、だからこそ、私は悩なやむ。

　私の任務は、スヴェルゲン・アーヴェイと、彼女が執着するルート・ランガートの監視で、それ以上のことは「しなくていい」と言われている。

「しなくていい」ということは「それ以外のことはするな」という意味だ。

　だから私は、今までただ見ることしかしてこなかった。

　オーガストの特務兵が自律戦車を持ち込んだ時も、グレーテンの機械兵が飛空船を乗っ取った時も、私はただ、見ることだけに終始した。

　あの二人に関することだけならば、知ったことではないと、好きにしていればいいとさえ思っている。

　でも………




　五日目の夜と六日目の朝の間、夜明け前よりもなお早い闇やみの中、トッカーブロートの裏手を、おっかなびっくり歩む二人組がいた。

　ポラッチョとファラン、シャイロックの手下のチンピラ二人組である。

「兄ィ、やっぱやめときましょうよ……さすがにヤバいッスよこれ、犯罪ッスよ」

「ばーきゃろいおめぇ、わかってんだろ！　このまんまじゃあ、旦だん那なが負けになっちまう。そしたらどうなる？　坊ぼっちゃんは連れて帰れねぇ。旦那の悲願が果たせなくなるんだ！」

　弟分のファランを、ヒソヒソ声で怒鳴りつけるポラッチョ。

「わかってんだろ、俺たちは旦那に大恩がある。これは返さなきゃならねぇ」

　この二人組、十年前までは、ワイルティアの王都ベルンの路地裏でのたくっていた、チンピラの小こ僧ぞうだった。

　万引きやスリや置き引きで日ひ銭ぜにを稼かせいでいたような者たちだが、ある日落ちていたシャイロックのバッグを盗ぬすむ。

　程ほどなくして、二人はシャイロックの子分に捕つかまるが、バッグの中の金はすでに他の場所に隠かくした後だった。

　執しつ拗ように、何度も、「金はどこだ？」「使ったぶんは返さなくていいから、残りを返せ」とシャイロックは詰きつ問もんしたが、二人はしらを切り続け、ついに警察に連れて行かれる。

　二人は「ざまあみろ」とほくそ笑えんだ。

　これで金は自分たちのものだと思ったのだ。

　だが、ここからが地じ獄ごくの始まりだった。

　警官たちは、二人を殴り、蹴けり、警けい棒ぼうで殴りつけ、拷ごう問もんまがいの方法で金の隠し場所を吐はくように言った。

　手厳しい法の執しつ行こうなどではない。

　盗んだ金を、横取りするためである。

　善良な警官、善良とはいえないが職務は行う警官など、様々いるが、この町にいたのは、賄わい賂ろを渡わたせば微び罪ざいならもみ消すような、不良警官ばかり。

　町の店にパトロールと言って乗り込み、勘定を払わないどころか、金をせびるような連中だったのだ。

　痛みに耐たえかね、ついに白状した二人。

　ケガの手当てもされず、蹴りだされるように追い出だされる。

　そんな彼らの前に、再びシャイロックが現れた。

　シャイロックは、こうなることがわかっていた。

　だから二人に、「金さえ返せば警察には突つき出さない」と言ったのだ。

　忠告を聞かずに痛い目を見て、金を奪うばわれた彼らを、嘲あざけるでもなく、笑うでもなく、シャイロックは近場の食堂ダイナーに連れて行き、メシを食わせてやり、薬代としていくばくかの金までくれた。そして――

「食うに困ってるなら俺んとこに来い。メシ代くらいは稼がせてやる」

　そう言って、去っていった。

「俺らみたいなクズを、雇やとってくれて、人ひと扱あつかいしてくれた旦那に報むくいなきゃいけねぇ……クズだって、恩義は忘れねぇ」

　ポラッチョの手には、酒さか瓶びんがあった。

　入っているのはワインでもブランデーでもない。ガソリンである。

「だからって……ヤツらの店に火をつけるなんて……」

　この夜、二人はトッカーブロートに放火を行おうとしていたのだ。

「わかってる！　だから裏の窯場だけだよ」

　火を扱う窯場は元々石造りを中心として、耐たい火か性せいが高い。

　燃えるだろうが、深刻な火災にはならないだろう。

　それでも、パンを作ることは不可能になるはずだ。

「嫌いやならお前は帰れ……いや、帰っていい……」

「兄ィ……？」

　ポラッチョの悲ひ壮そうな顔に、ファランは尋じん常じようでない覚かく悟ごを察した。

「俺は、この火つけをやった後、警察に行く……やったのは旦那じゃねぇ、俺が勝手にやったんだってことにする……お前まで一いつ緒しよに来るこたぁねぇ」

　彼らにとって、警察は苦い思い出の場所だ。

　何度も何度も殴られて、蹴られて……だが、体の痛み以上に、嗤わらいながら踏みつけにされたあの時間、あの屈くつ辱じよく、あの悔しさをもう一度味わうのは、死に匹ひつ敵てきする苦痛である。

　それを、弟分にまで付き合わせる気はない。

　脂あぶら汗あせを流すポラッチョの顔は、そう訴うつたえていた。

「兄ィ……俺も一緒にやるよう……」

「バカ、お前ぇ……悪ぃな」

　覚悟を決め、二人は瓶びんの中のガソリンを撒き、火をつけようとして――

「あれ……おいファラン、マッチねぇか。ライター忘れてきちまった」

「俺持ってないよ、タバコ吸わないもん」

　肝かん心じんの着火道具がないことに気づく。

「バカヤロウおめぇ最近まで吸ってたじゃねぇか！」

「だって税金上がったし！」

　ワイルティア政府は、戦費によって失われた国費をまかなうため、この数年で三度も、酒税や煙草たばこ税の引き上げを行っていた。

「アンタら……なにやってんの……？」

　そんな二人のやりとりを、冷たい眼まな差ざしで見る者がいた。

「「げっ、坊っちゃん!?」」

　驚きの声を上げる、チンピラ二人組。

　そこにいたのは、裏口から現れたジェコブだった。

「な、なんでこんな夜中に……？」

「トイレ……この店、ヘンな増築したから、トイレ外にあるんだよ」

　慌あわてる二人に、ジェコブは冷たい声で答え、そして問い返す。

「この臭におい……ガソリンだよね」

　整備工場で育った少年には、間違えようもない臭いである。

　それが、店の裏手に撒かれている。

　この状じよう況きようを見ただけで、二人が何をしようとしているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「こんな真ま似ねをしてまで……あのじいさん……最悪だ!!」

　ジェコブは、これがシャイロックの命令で行われたものだと推察した。

「ち、違う、坊っちゃん！　それは違う！」

「そうだ、これは俺らが勝手に……！」

　それだけは譲ゆずれないとばかりに二人は声を上げるが、ジェコブの激しい嫌けん悪おの波が溢あふれるのを、阻はばむことはできなかった。

「何が違うんだ！　最低の人間じゃないか！　金のためなら、自分の利益のためなら、手段を選ばない……弱い人を踏みつけにすることをなんとも思わない……最悪だ！」

「違う！　違うんだ坊っちゃん……頼たのむ、一回でいい、旦那とちゃんと話してやってくれ。あの人は坊っちゃんが思っているような人じゃあないんだ」

　自分たちがどう思われてもいい。シャイロックだけは同じ目で見ないでくれと、必死でポラッチョは訴える。

「あなたたち、夜中にうるさいわよ」

　そこに、背後から女の声がかかる。

「うるせぇ、部外者は黙だまって――」

　興奮するあまり、ポラッチョはいつものようなチンピラの対応で怒鳴り返した。

　少し冷静になればわかるはずだ。

　こんな夜中に、いくら大声で騒さわいでいるからといって、通りすがりの者が現れるだろうか。

　ましてや、正規軍とは異なる、濃のう紺こんの軍服をまとっているだろうか。

　そんな違和感に、ポラッチョは自分の腹に軍用ナイフを突き立たてられるまで、気付かなかった。

「ぐ、があああっ!?　な、なにしや………」

　何をするもない状態なのだが、どちらにしろ女は彼の疑問に答える気はなかった。

　固く握りしめた拳を、裏うら拳けんで側頭部に叩たたきこむ。

　ゴンという重い音。打だ撃げきによるダメージを与あたえるのではなく、力任せに脳を揺ゆさぶり、強制的に意識を失わせる。これで死んでも別に構わないというやり方でもある。

「なっ………!?」

　いきなり現れた謎なぞの女に、ジェコブもファランも硬こう直ちよくする。

　だが、田舎いなか町まちの子どもと違い、都会育ちの、チンピラとはいえそれなりに物ぶつ騒そうな場も経験していたファランは、わずかに早くそこから抜ぬけ出せた。

「坊っちゃん、逃にげてください！」

　女にしがみつき、ジェコブに逃げろと叫さけぶ。

　だが、そのわずかに早かった判断で稼ぎだしたわずかな時間も、終わる。

「気安く触さわってんじゃないよ、豚ぶたが!!」

　ボスボスボスと、重い音が数度響ひびく。

　それは、銃じゆう声せいだった。

　銃口を人体に押し付つけて弾たまを撃うつと、相手の肉が防音の効果を果たす。

　人体サイレンサーと呼ばれる撃ち方かたをした時のものであった。

「あ、ああ………」

　ガクガクと震ふるえるジェコブ。混乱する頭が、それでもなんとか動けと、このままでは死ぬぞと、必死で生存本能に訴える。

「た、助け―――」

　叫ぼうとした。

　声を上げれば、店の中にはルートもスヴェンもいる。

　この謎の女から、自分を助けてくれる。

「お静かに」

　しかし、それも阻まれる。

　現れたのは、女一人だけではなかった。

　背後から、頭部まで覆おおった仮面をかぶった男が、ジェコブを背後から押おさえると、腹部に拳を叩き込む。

「ぐふっ……」

　その一声で、ジェコブの意識はなくなる。

　胸と腹の間、みぞおちから少し外れた場所に打撃を加えることで、肺の中の空気が一気に外に吐はき出だされる。

　それによって、一種の酸欠状態になり、脳が意識をシャットダウンするのだ。

「あら、お優やさしいことで」

　最小の痛みで対象を無力化させた仮面の男に、女は少しだけ皮肉っぽく笑う。

「目的は果たしました。帰りましょう」

　仮面の男は告げると、その場を離はなれようとした。

「そうね、でもその前に」

　女は、血にまみれた手で持つ、血にまみれた銃じゆうを、今さっきポラッチョたちがガソリンを撒まいた辺りに向ける。

「准じゆん尉い殿どの!?」

　仮面の男が声を上げるが、准尉――親衛隊中ちゆう尉いヒルデガルドの部下、バネッサ准尉は、止まることなく、銃爪ひきがねを引く。

　パンという僅わずかな音、直後、弾だん丸がんが壁かべを弾はじき、火花が散る。

　そして、ガソリンに着火し、一いつ瞬しゆんではげしい炎ほのおが巻き上がった。

「さて、行くわよ」

　少しだけ嗜し虐ぎやく的な笑みを漏もらし、バネッサは走りだす。

「むごいことを……」

　仮面の男――伍ご長ちようは、燃え盛る炎と、炎に照らされたチンピラ二人組にわずかに視線を向け、悼いたむように顔を下げると、バネッサの後を追った。




　トッカーブロートの屋根裏部屋――そこは、スヴェンの私室である。

　あるのは、愛用のエプロンドレスを掛かけるハンガーラックとベッド、あとはちょっとした書き物をする小さな机と、筆記用具が数点程度。

　そのベッドの上で、スヴェンは〝眠ねむって〟いた。

　人間型猟りよう兵へい機き――人造人間である彼かの女じよは、人間のような睡すい眠みんは必要としていない。

　だが、夜もずっと起き続けていれば、自分が人間でないということが周囲にバレてしまう。そうでなくとも怪あやしまれ、変な噂うわさが立つだろう。

　なので、出力を限界まで下げ、人工知能も、その日に起きた様々な事こと柄がらの整理に費やし、同時に、生体部品の摩ま耗もうの回復、並びに基本フレームの軋みの修整など、セルフメンテナンスに充あてていた。

　とはいえ、無防備な状態になっているわけではない。

　予備回路を起動させ、各種センサーを働かせ、外部の様々なデータを収集し、通常ありえないことが起こった時には、高速起動するようにしていた。

「――――――！」

　そして、この夜、スヴェンの音おん響きようセンサーと温感センサーが、通常存在しない音と、急速な温度上じよう昇しようを確認し、彼女の意識を目覚めさせた。

「この音は……銃声？　そして……急激な温度上昇……火事！」

　各種データを整理し、異常事態だと結論づけ、素す早ばやくベッドから起きると、大慌てて服を着て、屋根裏から一階に降り立つ。

「主さま！　起きてくださいまし！　火事ですわ！」

　降りると同時に、ルートの部屋の扉とびらに向かって声を上げる。

「なんだって！」

　スヴェンほどではないが、ルートも戦場で生きてきた男である。

　野営時に突とつ如じよ敵てき襲しゆうを受けた際、素早く対応できるように訓練されている。

「火元は、どこだ！」

「あちら、窯場ですわ！」

　まだ炎の実体は見えていないが、スヴェンの温感センサーによって、ありありと高温となっている場所が判明していた。

　急ぎ、二人で窯場の扉を開けると、すでにそこは、轟ごう々ごうと炎が巻き上がっていた。

「なんてこった……なんで……」

　火を使う場所だからこそ、火の始末には人一倍気をつけていたはずだった。

　なのに起こった現実に、ルートは歯を軋ませる。

「これは……通常の炎ではありませんわ……煙の中に交じる僅かな不純物………油……誰だれかがガソリンを撒いた!?」

「とにかく、裏手に回ろう！　このままじゃ、他の家にまで延焼しちまう！」

　店内を突っ切り、店の出入口から回って、裏手にたどり着く。

　そして、そこに倒たおれている、ポラッチョとファランの二人を発見した。

「これは………」

　誰がどう見ても、偶然ここでたまたま寝ているだけ、とは言いがたい光景。

　しかも、彼かれらの足元に転がる酒瓶に、わずかにガソリンが残っているのを、人間よりもはるかに様々なモノを見ることができるスヴェンの目は見逃さなかった。

「なにを……よくも……貴様ら………!!」

　スヴェンの脳内を、真っ白な殺意が塗ぬりつぶす。

　トッカーブロートは、ルートの夢そのものだ。

　彼が、この店を始めるのにどんな思いをしたか、どんな苦労をしたか、どんな努力を重ねたか、どんな思いで、日々町の人々に喜んでもらおうとしたか……

　そんなことを、欠片かけらも理解していない者たちが、火をつけたのだ。

「よくもやってくれたな!!!」

　激怒――という言葉では収まらない。

　神々すら喰らい殺さんばかりの怒りをもって、スヴェンは二人組に飛びかかろうとした。

「やめろ、アーヴェイ!!」

　だが、その寸前で、ルートが叫んだ。

「――――!!!」

　思わず、凍こおりつくように固まるスヴェン。

　アーヴェイ――その名は、彼女がまだ彼女になる前の名前。

　人の姿を得る前の、「白銀の狼おおかみ」の名をルートとわけあっていた頃ころの、彼女が鋼鉄の巨きよ人じんであった頃のパーソナルコード。

「あ、主さま………今、なんと……？」

　二人への怒りも、今燃え盛る炎のことも忘れ、呆ぼう然ぜんと、スヴェンは尋ねる。

「すまない……間違えた」

「え……？」

　だが、返ってきた答えは、しごく気の抜けるようなものだった。

「昔の相棒が、今のお前みたいに、怒おこると我を失うやつだったんで……つい」

「あ………そう……なん、ですの……？」

　ルートは、かつてのスヴェンであるアーヴェイのことを、猟兵機支し援えん用ＡＩだとは口にしていない。

　スヴェンが、自分のことを人間だとルートに思われたいのならば、それで納なつ得とくしなければならない答えだった。

「とにかく……今は、そんなことしている場合じゃないだろ？　すぐに人を呼んでくれ。延焼したら大おお事ごとだ。あと、アイツら、怪け我がしているみたいだから、医者も」

「医者って……あんな連中！」

　捨て置けばいい、見捨てればいい。この手で殺せないなら、せめて苦しんで死ねばいい。

「そんなことを言っている場合じゃない」

　だが、ルートはそれを望まなかった。

　知っている。

　この人がそういう人だと、自分は誰よりも何よりもよく知っているのだ。

「わかりましたわ………行ってまいります。すぐに戻りますから、無む茶ちやはなさらないでください！」

　踵きびすを返し、スヴェンは夜明け前の町を走りだす。

（もう、わたくしは……）

　走りながら、スヴェンは、自分の胸が高鳴っているのを感じた。

〝スヴェン〟としてルートの前に現れた日から、〝アーヴェイ〟としての自分を封ふうじたつもりだった。

　それでも、ルートにその名で呼ばれることが……彼に付けてもらった、彼女が最初にもらったプレゼントとも言うべき〝アーヴェイ〟という名で呼ばれることが、こんな事態だというのに、嬉うれしさを禁じ得なかった。




「さて、こっちもやれることをやらなきゃな！」

　幸い、窯かま場ばは燃えにくいレンガや石でできているため、燃え広がるのを防げているが、それでも風にあおられ火の粉が飛べば、全焼や延焼の危険がある。

　まずは、消火用の水を確保しようと、裏手にある井い戸どの方に向かおうとする。

「あ、いや、待て、確か消火器があったはずだ！」

　店を開店した際に、万が一に備え、かなり高額だったが消火器を購こう入にゆうした。

　だが、置いておいたのは、窯場の入口の横である。

　一いつ旦たん店の中に入らなければいけない。裏口は炎が激しくて入れないのだ。

　方向を転てん換かんし、出入口に向かおうとしたところで、ルートの足が止まる。

「た、助けて……」

　気を失っていたはずのポラッチョが、息も絶え絶えになりながら、必死の形相でルートの脚を掴つかんでいた。

「おとなしくしてろ！　今人を呼んでいる。医者も来る！」

　彼らのケガは、かなりの重傷だ。下手に動かせば、却かえって悪化させるおそれがある。

　だからこそ、今は火に焼かれないように、延焼を防ぐのが最優先なのだ。

「助けて……助けてくれ……大変なんだ……」

「なにが……あった？」

　だが、ポラッチョの目を見て、ルートは考えを変える。

　それは、自分の命を守ろうとする者の目ではなかった。

　もっと大切なモノが脅おびやかされ、それを必死で訴えている者の目だった。

「坊っちゃんが……連れ去られた……！」

「坊っちゃん……ジェコブが!?」




　同時刻――サウプンクトのホテル。

　眠りについていたシャイロックに、フロントから電話が入る。

「こんな時間につなげるな、バカが」

　交換手に怒ど鳴なりつけ、用があるなら改めてかけ直せと伝えるが、その交換手の声が震えていることに気づく。

「相手は、親衛隊の方だと申しております……」

「なに……？」

　王都ベルンで商いをし、軍ぐん需じゆ産業に関かかわっているシャイロックも、その名を知っている。

　だが、こんな時間に電話をかけてくることに、そもそも宿しゆく泊はく先まで把は握あくしていることに、わずかな薄気味悪さを感じる。

「つなげろ……」

　しばしして、音声が切り替わる。

「夜分遅く失礼します。シャイロック会長」

　声は、子供……いや、女の声だった。

　どちらにしろ若い、子どもと言ってもいい年とし頃ごろの女の声だ。

「今すぐにオーガンベルツに来ていただけます？　そこの鉱山、知ってますか？　ベルツ鉱山……まぁわかりますよね。お待ちしてます」

　一方的に、電話の女は、自分の言いたいことだけを告げる。

　口調はそれなりに丁てい寧ねいだが、相手への敬意など欠片もない。

　むしろ、形だけは整えているからこそ、余計に神経を逆なでする。

　まさに、慇いん懃ぎん無礼の見本と言えた。

「寝言は寝て言え」

　こういう相手には、一いつ切さいを拒きよ絶ぜつするのが最適な手段。

　シャイロックは短く答えると、そのまま電話を切ろうとした。

「孫が死ぬぞ」

　だが、次に返ってきた一言で、動きが止まる。

「なんの話だ……」

　眠っていたシャイロックは、部下たちがトッカーブロートを焼き討うちしようとしたことも、その最中に親衛隊にジェコブがさらわれたことも知らない。

　だが、その顔に、わずかに汗あせが流れた。

「説明させるのか？　お前が間抜けなお祭り騒ぎをしてまで奪い返そうとした子供は、ボクらの手元にいるってこと」

　電話の女は、ここに来て一切言葉を飾かざらなくなった。

　それだけに、より悪意が伝わる。

　乗ってはいけない。間ま違ちがいなく自分を危うくする相手だ。

　長年の商人としての感覚が、これ以上話をするなと訴える。

「信用出来ない？　なら声聞かせてあげるよ！」

　電話口から、小さな、漏れ出でるような声が聞こえる。

「やめ……やめろ………」

　か細い声、子供の声、それにまじり、蹴りつけるような音も聞こえた。

　間違いなくそれはジェコブの声だった。

　わかりやすい、哀あわれみを誘さそう声を出せと命じられ、ジェコブは拒絶したのだろう。

　だから、電話口の女は、ジェコブを蹴りつけ、悲鳴にも近い声を上げさせることで、代わりとしたのだろう。

「わかった……！」

　それ以上、シャイロックに選せん択たくの自由はなかった。

「場所はさっき言ったところ。ああ、言うまでもないと思うけど、誰にも言っちゃダメだし、来るのもアンタ一人だ。約束を違たがえたら……わかってるよね？」

　女の声に、嗜虐的な嗤いが交じり始める。

　それはもう楽しくてしょうがないのだろう。

　他人を力で屈服させ、本人の意思に背そむく行いを自在に行う。

　それは、人間にとって、どんな薬物よりも快楽を与える。

（この女……）

　しかし、シャイロックはその裏側にある、どす黒い別のものを感じる。

　誰かを屈服させることに喜びを感じる人間は、誰かに屈服させられた過去を持つ。

　それが財力にしろ、権力にしろ、暴力にしろ、心を折られてしまったからこそ、その傷を他人が屈辱に打ち震えるさまを見て癒いやす。

「一つ聞かせろ。お前の名はなんだ？」

　シャイロックの質問に、電話口の女は、しばし、時間を空ける。

　答えたくないのか、答えようか悩んでいるのか、それとも、答えたいのか。

　すでに親衛隊と名乗っている以上、身元は明らかにしたも同然だ。

　それでも知られたくなければ、偽ぎ名めいを名乗るなりすればいい。

　一番簡単なのは、「言う必要はない」と、電話を切ればいいだけだ。

　なのに、女は奇き妙みような間を空けてから、答える。

「ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――本来なら、オマエごときが、話が出来る相手ではないと、覚えておけ」







第六章「紅蓮の鷹」







　トッカーブロートの火災は、なんとか鎮ちん火かすることができた。

　とはいえ、全焼は免まぬがれたものの、店てん舗ぽ部分と倉庫の一部と、窯場は壊かい滅めつ、営業不可能な状態となる。

　せめてもの救いは、町の人々が、積極的に消火活動を手伝ってくれたことだろう。

　無論、自分の家に燃え移られたくないというのもあるのだろうが、鎮火の後、ルートやスヴェンに、今回の不幸を慰なぐさめようと、多くの人が声をかけてくれたのだ。

　よそ者扱いされ、疎そ外がい感かんを味わう時期が長かったルートにとっては、その優しさが、少しだが、心の傷を癒してくれた。

「ランガートさん！　大だい丈じよう夫ぶでしたか」

　そんな中に、ジェコブの母親、シャロデの姿もあった。

「お店の方たちは、皆みな無事なんですか？　あの、うちの子は……」

　シャロデからすれば、なによりも聞きたかったのはそれだろう。

　だが、自分の家の面めん倒どう事ごとを押おし付けた後ろめたさが、わずかに彼女に言葉を選ばせた。

「あの……実は……」

　事態の説明を、ルートは躊ちゆう躇ちよした。

「ジェコブが、さらわれたんです……」

「なんてこと!?　……やはり、シャイロックさんですか？　あの方が、力ずくで……」

　そうであれば、まだ良かっただろう。

　シャイロックならば、ジェコブ自身に危害は加えない。少なくとも、殺しはしない。

「いえ、違ちがいます……」

　相手は銃やナイフを使用し、シャイロックの部下二人に瀕ひん死しの重傷を負わせた。

　連れて行ったということは、なんらかの生かす理由があるのだろうが、五体満足である必要はない。人は、腕うでの一本や脚の一本、目玉の一つがなくとも、死にはしないのだから。

「わかりません……」

　なにより絶望的なのは、相手が何者で、何が目的で、なんのためにジェコブをさらったかもわからないということだ。

　これでは、なんの対策も立てられない。

「なんでこんなことに……なんで……！」

　その場に崩くずれ落ち、涙なみだを流し始めるシャロデ。

「やはり、あなたのところになんて、預けるのではありませんでした」

　シャロデは、ジェコブがトッカーブロートに転がり込んだことを知っても、連れ戻そうとはしなかった。

　ここ数日もあえて静観を守り、一切口も手も出さなかった。

「あなたがおとなしく負けてくれれば！」

　それは、しょせん町のパン屋なら、大資本のシャイロックにあっさり負けて、ジェコブがしぶしぶでも納得し、シャイロックに従うだろうと思ったからだった。

「なんのためにあのゴーグルを持たせていたのだか……やっと、迎えが来たというのに！」

「シャロデさん……あなた、最初からジェコブを手放す気だった……？」

　ジェコブのあのゴーグルは、父親の形見とも言えるもの。

　持ち続けていれば、いずれ父の縁えん者じやが気づくかもしれない。

　娼しよう婦ふの息子むすことあざ笑われ、自由な生き方もろくにできないような田舎町で暮らすよりも、ずっとマシな所に連れて行ってくれるかもしれない。

　己おのれの手で子供を幸せにできない母親が、苦く渋じゆうの末に仕込んだ、最後の希望だったのだ。

「す……すみま――」

　爪つめが食い込むほど、ルートは強く拳こぶしを握りながら、謝ろうとした。

　悔くやしさでも、怒いかりでもない、ただ自分の至らなさを恥はじてのもの。

「謝あやまる必要はありませんわ、主あるじさま」

　そこに現れたのは、件くだんの二人組を病院に叩き込んで帰ってきた、スヴェンだった。

　オーガンベルツは鉱山の町。落らく盤ばん事故などに備え、多くの負傷者、重傷者に対応できるよう、町の規模にしては医い療りよう施し設せつは整っている。

「あの二人は……？」

「ええ、なんとか命は……ま、そんなこたぁどーでもいいですわ」

　スヴェンがわざわざ病院まで、愛するルートの店を燃やそうとした二人を連れて行ったのは、命を救うためではない。

　あの二人自身が、貴重な証しよう拠この塊かたまりなのだ。

「摘てき出しゆつされた弾丸、ならびに、ナイフの差し跡を確かく認にんいたしました。ナイフは軍用のもの、銃じゆう弾だんの種類は、ワイルティア軍が正式採用しているものと一いつ致ちします」

　犯人は、チンピラややくざ者、ましてやテロリストなどではない。

　こんないい装備を使えるのは、軍隊ぐらいである。

「犯人は軍人……ってことか……？」

「現役か、退役後かはわかりませんがね」

　ルートの予想を、スヴェンは、静かに補足する。

　除隊時に、装備品をちょろまかしていく不心得者は、少なくないからだ。

「それって……なんで……？」

「サウプンクトのホテルに確認を取りました。シャイロック老は、外出中だそうです」

　そして、戸と惑まどうシャロデに、バカでもわかるようにヒントをくれてやる。

「天てん涯がい孤こ独どくの大だい富ふ豪ごうに、孫が見つかった。大富豪は孫にご執しゆう心しん……さてさて、どういうことでございましょうね」

　営利誘ゆう拐かい――それも、殺すことを厭いとわない凶きよう悪あくな者たちが、この騒そう動どうに介かい入にゆうしてきた。

「あなたの言い分には腹だたしい限りですわ！　なぜ主さまが責められねばなりませんの！　そもそもこれは……」

　トッカーブロートが燃えたのは、シャイロックの金を目当てにした者たちのせいだ。

　ルートは謝らなければいけないどころか、巻き込まれただけである。

「スヴェン、それ以上はやめてくれ」

　声を荒あららげるスヴェンを、ルートは押しとどめる。

　しかし、ルートはシャロデやシャイロックも、責めたくはなかった。

　彼らを責めることは、ジェコブを責めることにもつながる。

　だが、スヴェンを止めた理由は、それだけではなかった。

「シャロデさん……あなたは、本当は、ジェコブに行ってほしくないんじゃないですか？」

「――――！」

　ルートの一言に、シャロデの目は、驚おどろきに見開かれる。

　その顔が、言葉よりもはるかに、肯こう定ていを表していた。

「ホントは、シャイロックに、ジェコブはアンタの孫じゃないって言いたかったんじゃないですか？」

　ゴーグルのことなど、きっかけにすぎない。

　拾っただのもらっただの、いくらでも言い逃れはできた。

　そもそも、シャイロックがジェコブを孫だと確信したのは、シャロデが認めたからだ。

「ならば、なんで最初から……」

「自分でもどうすればいいか、わからなかったんだよ」

　理解できないとばかりに眉まゆをひそめるスヴェンに、ルートは言う。

　死の商人だろうが、悪徳業者だろうが、シャイロックがワイルティアどころか、大陸でも有数の金持ちなのは変わりない。

　半ば潰つぶれた整備工場にいるよりも、はるかにマシな暮らしになるだろう。

　幸せの基準は様々だ。だが、貧しい暮らしを、親子の愛情などというきれいな言葉で飾かざって強制することは、子供のためかと言われれば、苦しいものがある。

「本心ではいて欲ほしい。でもジェコブにも幸せになってほしい……どうすればいいかわからず、だから、成り行きに任せることにした」

　行かせたい気持ちも、行ってほしくない気持ちも、どちらも本当。

　だからこそ、悩なやみ、苦しむ。

「人間は、そんな簡単に、物事を割り切れないんだよ」

「人間……」

　何気ないルートの一言。それは、期せずして、スヴェンの胸を打った。

　人間ではない自分だから、彼女の気持ちがわからない。まるで、そう言われたように感じてしまった。

「あの……主さま……それはどういう意味でしょうか……？」

　話の流れを遮さえぎってまで、スヴェンは問わずにいられなかったが、ルートは、目を向けて、諭さとすように言う。

「なにも、ただの一いつ般ぱん論ろんだよ。でも、お前もわかるだろ？」

「えっと……あの……」

　動どう揺ようしながらもスヴェンは急速に理解する。

　かつて彼女は、ルートのために、ルートを幸せにするために、人の姿を得てまで彼のもとに現れた。

　ルートのためならば、死んでもいいという思いは変わらない。

　だけど、もし本当にその時がきたとしたら……

　きっと、苦しむ。きっと、泣くだろう。

　もっと一いつ緒しよにいたい。

　もっとルートと言葉をかわしたい。

　もっと、少しでも長く、彼と同じ時を過ごしたいと、涙を流すだろう。

（この人は……シャロデは……わたくしと同じ……）

　ようやく、スヴェンにもシャロデの心が理解できた。

　理解してしまった以上、もう、彼女を責めることはできなかった。

「そもそも、アイツも――ジェコブも同じなんだ……アイツ、子どものくせに子どもらしくしないからな。一言、お母さんと離れたくないって素す直なおになりゃあいいだろうにな……」

　少しだけ、ルートの口こう端たんが歪ゆがむ。

　それは、多分、彼なりの苦笑い。

　そんなルートに、シャロデが尋たずねる。

「ランガートさん……あなたは、それがわかってたの？　だから、あの子をかくまったんですか？」

「周りの大人は、あの子に答えを急がせすぎだ。自分の心に素直になる時間すら与えなかった。だから、せめて……アイツは俺おれの友だちだから」

　店を燃やされはしたが、ルートはシャロデを恨うらむ気はない。

　先さきの事件で、ジェコブの祖父が遠因となって死にかけたが、そのことで憎にくむ気もない。

　彼らがいなければ、ルートのこの町で初めての友だちは、できなかったのだから。

「シャロデさん」

　ルートはしゃがみこむと、シャロデの肩かたを掴んだ。

「少しだけ、待っててください。ジェコブは必ず俺が救い出だします」

　そして、彼女の目をじっと見つめ、まっすぐに、自分の決意を伝える。

「…………あ、あの」

　戸惑うシャロデは、少しだけ、頬ほおが紅潮していた。

「あの……ランガートさんは……その……元、パイロットと聞いたんですけど……？」

「ええ……ジェコブに聞いたんですか？」

　軍人時代のことはわざわざ話さないルートだが、一年以上もあれやこれやと付き合っていれば、色々と口にすることもある。

「やはり……パイロットの方って……皆さん、そんな目をするのね……あの子の父親に、少し……似ているわ」

「ジェコブの父親も、パイロットだったんですか？　猟兵機の」

　世の中には、偶然というものもあるものだと、ルートは驚く。

「ええ。普ふ段だんヘラヘラ笑ってて、つまらない冗じよう談だんばっか言う人でしたけど……あの子を身ごもった時には、真しん剣けんな顔で、『大丈夫だ、俺に任せろ』って言ってくれたんです」

　彼女を抱だいた他の客たちは、皆「他の男との子だろう」と、取り合ってもくれなかった。

「ああいう場所で妊にん娠しんしたら、多くの人は堕だ胎たいの道を選ぶわ……特に私は、私を騙だまして娼館に入れた仲ちゆう介かい業者に払はらった前金分が残ってたから、出たくても出られなかった」

　だが、その男だけは、「俺の子だ」と認め、喜び、新たな生命の進む道を作ってくれた。

　どこからともなく金を用意し、彼女を身み請うけして公こう娼しようから解放すると、当時まだ併へい合ごうされていなかったペルフェまで無事に帰れるように取り計らってくれた。

「最後の別れの時に……その時も同じ目で言ってくれたの……『必ず迎えに行くからな』って……あのゴーグルを渡わたして、宝物だからって……」

　じわりと、シャロデの目に、また別の涙が滲にじんでいた。

　あのゴーグルをジェコブに渡したのは、もしかして、父親に見つけてもらえるようにという思いもあったのかもしれない。

「確か、ゴーグルに書かれていたイニシャルはＳＳか……知り合いにはいないな」

　戦時中に作られた猟兵機の数は、千を超こす。

　さすがに、ルートもジェコブの父親に思い当たる人物は浮うかばなかった。

「主さま、違いますわよ。あのイニシャルは本名のもので、軍ぐん籍せきは偽名だと言ってたじゃありませんの」

「ああ、そうだったね」

　スヴェンに指し摘てきされ、偽名の件を思い出す。

「エーリッヒ・ブリッツドナーという名前なんですが」

「「え!?」」

　シャロデが口にした名前を聞いて、ルートもスヴェンも、驚きに固まった。

「ブリッツドナーって……あのブリッツドナー少しよう佐さか………」

「他に……あまりよくある名前でもございませんし……」

　ジェコブがシャイロックの孫ということにも驚いた二人だが、こと元猟兵機パイロットと、元猟兵機という視点から見れば、それを上回る驚きだった。

「あの……有名なんですか？」

　二人の驚きっぷりは、却ってシャロデの方が驚くほどだった。

「有名というか……猟兵機乗りで、ブリッツドナー少佐の名前を知らない者はいません。近代戦史の教科書にまで載のってます」

　先のエウロペア大戦で、様々なエースパイロットたちが、戦場を駆かけ抜ぬけた。

「白銀の狼」と呼ばれたルートや、彼の元上官である「黒き魔ま槍そう」のソフィアは、年ねん齢れい的てきなこともあり、その活躍は大戦後期である。

　対して、ブリッツドナーは、大戦初期から中期にかけての英えい雄ゆうである。

「紅ぐ蓮れんの鷹たか」と呼ばれ、その通つう称しようが示すように、真紅に塗ぬりあげた猟兵機を駆り、その戦いぶりはまさに戦神と称しようされた。

「あとアレ……レーディンブラウナの戦い………」

「ああ、ありゃあどうかしているとしか思えませんですわね」

　ワイルティアの敵国オーガストは、猟兵機に対たい抗こうすべく、自律戦車を開発。

　以前、ルートたちが苦しめられたあの自律戦車を、五十機用意して攻せめ込んできた。

　オーガストからすれば、世界に自国の技術と軍事力を示す、威信を懸かけた、決して負けられない戦いだっただろう。

　ブリッツドナーは、その五十機の自律戦車を、たった一機で全滅させる。

「それって……その……すごいんですか？」

　軍属でないシャロデには、その凄すさまじさはいまいち理解できないが、それでも桁けた外はずれのパイロットだということは分かった。

　だが、そのわりには呆あきれた顔をする二人の様子に、戸惑っている。

「ホントなら、もうちょっと偉えらくなっててもおかしくない人なんだがな………」

「まぁ、素行が、その……」

　言葉を濁にごす、ルートとスヴェン。

　ブリッツドナーはとにかく強かったが、性格が奇き人じん変人の部類に入る男だった。

「贈おくる勲くん章しようが足りなくて、新規に作ることになったくらい戦果を上げたんですが……」

「でもそれが原因で、あの方また問題起こしたんですわよね」

「俺もそれ聞いた時はさすがに空いた口が塞ふさがらなかった」

　ブリッツドナーの活躍は前ぜん代だい未み聞もんにして空前絶後だったため、軍は最上位の勲章でも栄えい誉よに足りないとして、新たに王室と協議の上、もう一段上の勲章を作る。

　黄金とダイヤモンドをちりばめた、超ちよう豪ごう華かな逸いつ品ぴん。

　十年の戦争において、授与されたのはブリッツドナーただ一人である。

「その勲章、売っちゃったんだよな………」

「借金のカタに持ってかれたって豪語してたらしいですわね」

　これには軍部どころか王室まで激怒し、あともう少しで、王室侮ぶ辱じよく罪ざいで逮たい捕ほされるところだったらしい。

　本来ならあと二つくらい上の階級になっていてもおかしくないのに、少佐で終わったのはこの問題が尾を引いたからである。

「あれ……でもそれって……」

　話しながら、ルートは、あることに思い当たる。

「それって確か……今から十一年くらい前の話で……もしかして……」

　先ほどの、シャロデの話を思い出した。

　ブリッツドナーは、娼館から解放させるため、シャロデの借金を肩代わりしたという。

「そうか……少佐は、そのために、勲章を売って金を作ったのか」

　勲章とは、兵士にとって誇ほこりの象しよう徴ちようである。

　それを手放してでも、そしてその後の無数の誹そしりを受けてでも、守りたいものがあった、ということなのだろう。

「あの……あの人は……エーリッヒは……本当に死んでしまったのでしょうか？」

「それは……わかりません……」

　不安げなシャロデに、ルートは、言葉を濁すことしかできなかった。

　彼かの女じよからすれば、いつか迎えに来るという言葉を信じて、諦あきらめきれない相手なのだろうが、事情は、思った以上に複雑なのだ。

　ブリッツドナーは、ルートが猟りよう兵へい機き乗りになる直前、突とつ如じよとして行方不明になる。

　戦死ではない。まさに行方不明なのだ。

　戦いの最中、愛機である猟兵機をその場に置き、コクピットを離れ、どこかに消えた。

　他国に亡命しただの、粛しゆく清せいをうけただの、様々説は流れたが、どれも説得力に欠ける。

　通常、パイロットが行方不明になった時は、戦地調査を行い、半年経たっても生存が確認されなかった場合は戦死扱あつかいとなるのだが、ワイルティアを代表するエースパイロットの死は、全軍に影えい響きようするということで、未いまだに「行方不明」扱いとなっている。

「そうですか………」

　希望を抱くにも、絶望に沈しずむにも足りない答えに、シャロデはただ暗い顔をする。

　生きているのか死んでいるのかすらわからないブリッツドナー。

　しかし、一つだけ確かなことがある。

　彼にとって、シャロデもジェコブも大切な家族だったこと。

「元猟兵機乗りのよしみ、かな……そういう意味でも、なんとしてでも助けなきゃ」

　あらためて決意を新たにするルートだった。

「しかし、どこに連れ去られたのでしょう……シャイロック老を呼び出したことを考えると、近辺ではあるのでしょうが、見当がつきませんわ」

「軍関係者だとしたら、近きん隣りんの軍基地か……でも、あそこの司令がこんなことを許すとは思えないし……う～ん……」

　考えこむルート。その耳に、まるで「私を忘れているの？」とでも言いたげな鳴き声が飛び込む。

「にやぁ～ん！」

　声の主は、トッカーブロートで飼っている、白しろ猫ねこのエリスだった。

「ああ、エリス……お前も無事だったか」

「にゃーん！」

　応じるルートに、エリスは、なにかを訴うつたえるように、足にすがりつく。

「なんですのこの駄だ猫ねこは！　エサならちょっと我が慢まんなさい。今はそんな暇ひま――あら？」

　猫相手に容よう赦しやなく説教するスヴェンだったが、エリスの首元を見て、言葉を止める。

「これ、なんですの……？」

　野良猫と間違われないようにつけた、スヴェン手製の赤い首輪。

　そこに、小さな紙切れがはさまっていた。

「これは……〝父と息子〟〝ベルツ鉱山〟……〝親衛隊ガード〟!?」

　紙切れを開き、中を確認して、スヴェンは驚きの声を上げた。

　走り書きしたような荒い文字。そして、意味不明な数字とアルファベットが並んでいる。

「父と息子ってのは、シャイロックとジェコブのことか？　二人はベルツ鉱山にいる。そして犯人は、親衛隊……？」

　何者かが、ルートたちに情報を残した。

　ここに来て、さらに別の思おも惑わくを持つ者が加わったのか、それとも、これ自体がなんらかの罠わななのか、余計にわけがわからなくなる話だった。

「主さま、参りましょう。ベルツ鉱山に！」

　しかし、スヴェンは何らかの確信を得たのか、ルートに進言する。

　その前に、わずかにシャロデの方を、複雑な表情で見た。

「わかった……！」

　それ以上、細かな説明は聞かないほうがいい。そう判断して、ルートはうなずく。







　ベルツ第二鉱山――以前、オーガストの特務兵らとの戦せん闘とうが行われた場所。

　親衛隊中ちゆう尉いヒルデガルドに脅おどされ、この地にやってきたシャイロックは、問答無用で拘こう束そくされる。

「テメェら、なんのつもりだ！　俺は来てやっただろう、あの子は解放してやれ!!」

　抗こう議ぎするシャイロックだったが、その顔面を、ヒルデガルドは銃じゆう床しようをハンマーのようにぶつけて黙だまらせた。

「うるさいんだよ、ドガ族が……調子にのるな」

　それだけ言うと、部下のバネッサに命じて、近くの鉱夫小屋に連行する。

「中ちゆう尉い殿どの、任務は終わったのではないのですか……？」

　仮面の男、伍ご長ちようが、恐る恐る進言する。

　親衛隊の目的は、シャイロックの身み柄がらを押さえること。

　王都ベルンでは、周囲の目がある上に、本人のガードも堅かたい。

　併合地ペルフェに視察として出向いた今回が、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったのだ。

「身柄を押さえるどころか、近親者の確保にも成功しました。これで、シャイロックは我々に逆らえません。正規軍ではなく、我々親衛隊に資金供与を約束させることができる」

　暴力的な手段をもってしても、一度契けい約やくを締てい結けつすればこちらのものだ。

　なにせ、親衛隊もまた国家に属する組織――いや、国家を支配しようとしている組織。

　司法関係にも影えい響きよう力りよくは強く、あとから異論を口にしても逃にげられない。

「なにが言いたい、伍長……うざったいぞ？」

「もう帰りましょう。我々の役目は終わった」

　嫌けん悪お感かんのこもった目で睨にらみつけるヒルデガルドに、伍長は言った。

　今ここにいる兵力は、ヒルデガルドの側近的存在である伍長とバネッサを除けば、あとは十名足らずの親衛隊員のみ。

　近隣の軍基地からは、物資や施設の徴用こそはしたが、兵士までは借りてない。

　親衛隊による組織だった営利誘拐など、それこそ司令官であるバルデンベルガー大たい佐さが知れば、黙ってはいないだろう。

「もしこの企たくらみをエルヴィン元げん帥すいが知れば、親衛隊は公王の名を穢けがしたと、討とう伐ばつ隊たいを派は遣けんしないとも限りません」

「そんなことあり得るか。あんな庶民ユンカー上がりの雑種がそんな命令発した途と端たん、自分の身が危うくなるぞ、ヤツがいる王都は親衛隊が押さえているんだぞ」

「我々がいるペルフェは、正規軍が統治している土地です！」

　目的は達し、長居すれば危険。

　指揮官ならば、即そく座ざに撤てつ兵ぺいするのが常道。

　にもかかわらず、ヒルデガルドは、まるでなにかを待つように兵たちを止めていた。

「やかましい！　口答えをするな！」

「がはっ！」

　ヒルデガルドの蹴けりが、伍長の腹にめり込む。

「命令は果たした……だけど、言われたことだけするのは平へい凡ぼんな将だ。ボクを誰だれだと思っている？　名門ヘッセン家の次期当主……いずれは、中ちゆう将じよう閣下の片腕となり、親衛隊を担う、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンだぞ！」

　腹を押さえうずくまる伍長に、ヒルデガルドはなおも蹴りを叩たたき込む。

「なにを、なさるつもりなのですか……？」

「狼おおかみ狩がりだ……中将閣下に、白銀の毛並みをした狼の首をご献けん上じようするんだよ」

　ニタリと笑う彼女の目に、どこか狂気が漂ただよい始めていた。




「ヘッセン家か……知られた名家だな。ワイルティアの建国にも貢こう献けんした、由緒正しき武門の家系じゃねぇか」

　連行されながら、シャイロックはつぶやく。

「あら、お詳くわしいのね」

　感心するバネッサ。その笑えみにはわずかに嘲ちよう笑しようが浮うかんでいる。

「仕事の関係上な、貴族の系けい譜ふも覚えとかねぇといけねぇんだよ」

「でも……没ぼつ落らく貴族の名前まで覚えていても、あんまり役には立たなかったでしょ？」

　ヘッセン家は、初代は〝虎テイーガー〟とまで号された槍やりの名手であり、代々、多くの高名な武人を輩はい出しゆつした一族である。

　しかし、それは昔の話。

　小しよう銃じゆうを持った兵士や、戦車や戦闘機が中心となった近代戦では、武人の出番はない。

　新たな戦争の形に求められたのは、高度な情報処理と、適切な配置を行える、エルヴィンのような者なのだ。

　それでもなお、ヘッセン家は〝武〟を求め続けた。

　それしか、彼かれらには残っていなかったから。

　結果として、急激に家名は落ち、先祖伝来の土地や財産を売りさばいて糊こ口こうをしのぎ、ついにはそれすらなくなり、残るは名家のプライドだけとなる。

「自分の上官相手に、大した言い草じゃねぇか」

「しょうがないじゃない。ホントのことだから」

　笑うバネッサの顔には、わずかにも、ヒルデガルドへの敬意はない。

（こんなのが周りにいるんじゃ、そりゃ歪むか……）

　ヒルデガルドのあの、選民意識と自尊心は、環かん境きようが育んだものなのだろう。

「さて、この後のおしゃべりは、お孫さんとなさいな」

　鉱夫小屋に入り、奥おくの倉庫にシャイロックは入れられる。

　すぐに扉とびらは閉まり、ガチャリと、鍵かぎがかけられた。

「誰……？」

　ろくに明かりもない倉庫の中から聞こえてきたのは、ジェコブの声だった。

「ジェコブか……？　大丈夫だったか？　ケガは、してねぇか……!?」

「蹴られはしたけど……そこまで大きなのは……口の中切ったけど」

　格子付きの小さな窓からは、申し訳程度の月明かりしか入ってこない。

　己の孫のケガを、見てやることもできない状じよう況きようだった。

「アイツら、なに……？　軍人？」

「いや、ヤツらは……親衛隊って言ってな。軍隊ともちょっと違うというか……」

　なんと言って説明しようか、シャイロックが言葉を選んでいる間に、ため息交じりのジェコブの言葉が返ってくる。

「いいよもう、別に、どっちでもかまわないから……少なくとも、アンタが原因だってことは間ま違ちがいなさそうだし」

「それは……すまねぇ……」

　様々な複雑な問題が絡からんでいるが、「シャイロックの孫でなければこんな目に遭あわずにすんだか？」と問われれば、うなずかざるをえない。

「あのさぁ……アンタは、僕ぼくに何をさせたいんだい？」

　ポツリと、ジェコブはつぶやく。

「逃げ出したアンタの息子……僕の父親の代わりに、アンタの会社を継つげっていうのかい？　ふざけんなよ……息子で出来なかったから、孫でやり直すなんて……人をなんだと思ってんだ！」

　相手の意思を無視して、自分の事情を押し付つけて、人を部品のようにはめ込もうとする。

　どれだけ笑え顔がおを向けられても、どれだけの金を積まれたのだとしても、これほど人を愚ぐ弄ろうした話はない。

「そんな人だから、アンタの息子はアンタから逃げたんじゃないのか！　それを変えようともせず、今度はその子供の僕にやらせる……付き合いきれない！」

「待ってくれジェコブ……話を、俺の話を聞いてくれ……」

「いやだ！」

　危機的な状態が、ジェコブの神経をさらにささくれ立たせていた。

　全すべての理り不ふ尽じんの原因を、シャイロックにぶつけるかのような口ぶり。

「頼たのむ！」

　そんなジェコブに、シャイロックはひたすら、懇こん願がんを重ねた。

　膝ひざと手と、額まで床ゆかにつけ、土下座して願い乞こうた。

「なんだよ……」

　これには、さすがにジェコブも言葉を止める。

　銭ぜにゲバシャイロック、人食いシャイロックなどと、ワイルティアのみならず、世界の経済界に名を知らしめた男が、孫とはいえ、子供に土下座してまで、懇願したのだ。

「俺が……お前に望むのは……俺の作ったビリオンズ商会を継いで欲しいからだ」

「やっぱり……そうなんじゃ――」

「だが」

　再びジェコブが非難の声を上げる前に、シャイロックは、自分の真意を告げる。

「その前に、お前には、俺を殺して欲しいんだ」

「なっ………」

　その一言に、ジェコブは言葉を失った。




　一方、ベルツ鉱山に到着したルートとスヴェンは、周囲を警けい戒かいしながら先に進む。

「またここに、こんな形で来ることになるとはなぁ……」

　この第二鉱山は、現在なかば封ふう鎖さされている。

　その理由は明かされていないが、おそらくは坑こう道どうの先にある、あるもののせいだということは、推測できる。

「悪党どもが潜ひそむには絶好の場所なのかもしれませんわね……主さま、重々お気をつけ下さいませ」

「ああ、わかっているよ。それにしても、さすがに暗いな……」

　使われていない鉱山、しかも夜明け前の一番暗い時間である。

　しかし、明かりを灯ともす訳にはいかない。

　そんなことをすれば、自分の位置を示すようなものである。

　ルートは、夜間作戦に従事した経験を持つし、一定の訓練も受けている。

「主さま……あ、あの……よろしければお手をお繋つなぎいたしましょうか……？」

　スヴェンに至っては、人と違う目をしているため、人では感じられぬ光すら感知できる。

　この程度の暗くら闇やみ、闇のうちにも入らない。

「ああ、頼もうかな……」

　ルートが手を伸のばしかけた時、折り悪く、雲の隙すき間まから、月の光が差す。

（もう、もうちょっと待ってくれても……！）

　スヴェンが空に浮かぶ月に憤ふん慨がいしかけた時、そこに、さらに大きな光が現れる。

「なんだ!?」

　それは、軍用のサーチライト。

　しかも、基地などに備えられる、監かん視し塔とうからの光ではない。

　ある兵器の肩部分に付けられた、夜間戦闘用装備である。

「やぁよく来たね、ルート・ランガート大尉。はじめまして、ボクはヒルデガルド・フォン・ヘッセン中尉だよ。よろしくね」

　現れたのは、ヒルデガルドが乗っていたのは、鋼鉄の巨きよ人じん、ワイルティア戦勝の原動力。

「猟兵機……だと!?」

　Ｌアームズ、タイプギガンテス。形式番号ＬＳ－９、ティーペノインと呼ばれる、ワイルティア公国軍の所有する、最新型の猟兵機である。

「さぁ……狼狩りの時間だよ」

　あえて外部スピーカーを使い、ルートたちに語りかける。

　コクピット内のヒルデガルドは、愉ゆ悦えつに酔よいしれていた。

「かかってこいよ『白銀の狼』ィ？　正々堂々一いつ騎き打うちだ！　嫌いやなら隣となりの女に加勢を頼んでもいいぞ？　ボクは心が広いからねぇ」

　そして、圧あつ倒とう的てきな力で、人を踏ふみ潰す快楽にも酔いしれていた。

「なんてこと……これはさすがに、どうしようもありませんわよ！」

　スヴェンは、人間外の力を有している。

　全身の九割近くを機械に変えた、グレーテンの機械兵すら、彼女の敵ではなかった。

　だがそれは、等身大の相手だからこそ。

　かつての自分よりもさらに改良された新型機を前にすれば、その力も通じない。

「逃げるしかない、か……！」

　ましてや、人間のルートでは、いかなる武術武芸を修めようが、抗するすべはない。

「あははは！　逃げるのかい？　いいよ、鬼おにごっこだ！　百数えてやるから逃げてみな！」

　ジェコブを助けるどころか、自分の命すら危うくされ、ルートとスヴェンは、ともに逃げ出すしかなかった。

　そんな二人を、ヒルデガルドは、楽しくてしょうがないとばかりに嗤わらっている。

「どうしましょう主さま……このままでは……」

　走りながら、スヴェンは考える。

　ありとあらゆる事象を計算し、有利に運ぶ方法はないかと、必死で思考回路を働かせる。

（ダメだ……一番確率が高くて、落らく雷らいで電子系機器のトラブルが起こるくらいだ）

　その結論は、奇跡が百個ほどまとめて起きなければ勝ち目はないという残ざん酷こくな現実だけ。

　それくらい、猟兵機と生身の人間では戦力差があるのだ。

（猟兵機に勝てるのは猟兵機だけ……そんなこと、わたくしが一番知っている……）

　思わずスヴェンは、ホンの一いつ瞬しゆんでもいい、かつての自分に戻れたらと、願ってしまった。

　望んで人の姿を手に入れた自分が、まさかこんなことを思う日が来るとは――

　悔くやしさに歯は噛がみするスヴェンの耳に、スピーカー越ごしのヒルデガルドの数をカウントする声が届く。

「93……94………」

　たかが二分足らずで、猟兵機の活動範はん囲い内から逃げ切ることはできない。
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　たとえ一キロ走ったとしても、巨人の足からすれば、些さ細さいな距きよ離りだ。

（どんな旧型でもいい……猟兵機さえあれば、主あるじさまなら、あんなヤツに負けやしないのに……！）

　そう考えた時、彼女の頭の中に、突如ひらめきが湧わく。

「そうだ……あるじゃありませんの！」

　数日前、鉱山の納品から帰ったルートから聞いた、鉱山夫の棟とう梁りようローエルとの世間話。

　その中にあった、あれを使えば………

「主さま！　第一鉱山の方に！」

　言うと、ルートの手を引き、スヴェンはさらに脚あしを加速させる。

（ああもう、手を繋いで一緒に歩くのは夢でしたけど、こんな形はゴメンですわ！）

　ひたすらに、自分を恋する乙おと女めのままにしてくれない運命の神の皮肉を、スヴェンは呪のろった。







第七章「皮一枚」







「殺してくれって……どういうことだよ……」

　倉庫の中で、真意を聞き驚おどろくジェコブに、シャイロックは話し始める。

「オメェにも関係のある話だがな……俺にはドガ族の血が流れている。知ってるか、ドガ族って」

「確か……大昔の砂さ漠ばくの民、だよね」

　はるか昔、まだ世界に大陸の名の由来となった、エウロペア帝てい国こくが存在した頃ころに、辺境の砂漠を根城とした放牧民、それがドガ族である。

「まぁそうだな。それくらいしか言いようがねぇか」

　ドガ〝族〟と呼ばれてはいるが、彼らに外見的な民族的特とく徴ちようはない。

　あえて規定するならば「ドガ族に生まれたものがドガ族」という、曖あい昧まいな定義しか存在しない。

　それでも、ドガの民は、エウロペア大陸では、蔑べつ視しの対象となった。

「なんでも、千年前に、エウロペア帝国に敗れた国家の民で、追放されて、砂漠でしか住めなくなった者がドガの先祖だとかなんだとか……妙みような話だ、その帝国のこと自体、ろくすっぽ記録が残ってねぇのに、しかも千年前だっていうのにな」

　そんな理由でも、人は人を蔑さげすむことができる。

「負け犬の民」「戦犯者の子孫」と、ドガ族は石を投げられる。

　彼らは国土を持たなかったため、世界各地に流れ、その地で、賤せん民みんとして扱われた。

「俺の家がワイルティアに定住したのは、俺の曾ひいじいさん……オメェから見たら、ひいひいじいさん……ハッ、もうご先祖様っていう方が近いな。なのにな……」

　百年以上住み続け、帰化して国籍も取得し、税も納め、国民の義務も全て果たしているのに、彼らはいつまでも「よそ者」扱いだった。

「ヒデェもんだったよ。ガキの頃から、訳もなく石を投げられるなんて当たり前だった。近所でなんかなくなりゃあ、探す前にうちの家に警察が来た」

　ドガ族が差別された理由は、口実は千年前に遡さかのぼるが、その源はもっと暗いところにある。

　各地で冷遇されたドガ族は、民族の繋つながりを強化することで、苦難を乗り越こえてきた。

　その結果、長い年月をかけ、大陸中に、国境を越こえて膨ぼう大だいな民族ネットワークが構築される。

　そしてそれは、時代ともに発展した、商業や金きん融ゆう業ぎようにおいて、絶大な武器となった。

　賤民として見下されるはずのドガ族の中に、時に貴族をも凌りよう駕がする富ふ豪ごうが生まれたのだ。

　だがそれは同時に、地元民たちとの軋あつ轢れきを加速させる。

　自分たちは貧しいのに、なぜよそ者は裕ゆう福ふくなのだ？

　きっとあいつらは、俺たちが受け取るはずのものを横取りしているのだ。

　なにせヤツらは、卑いやしい民族なのだから。

「ドガ族も言い訳できねぇところがある。暴利を貪むさぼり荒あら稼かせぎしたヤツや、金の力で仕返ししたヤツらも山ほどいた。結局、互たがいが憎み憎まれ……そんなのばっか見てきた」

　自分たちのほうが優ゆう秀しゆうだ、お前らは劣等民だと叫さけぶ地元民と、貧びん乏ぼうだから妬ねたんでいるのだと反論する移民。

　そんな救いのない世界が、延々と続いていた。

「アンタは……どうだったんだよ……しなかったのか？」

「あ？　ああ……俺はなぁ……気は進まなかった。なんせ俺は……ワイルティアが、好きだったからな」

　ジェコブに問われ、答えるシャイロックの顔には、わずかな照れくささが浮かんでいた。

「生まれも育ちもワイルティアだし、ワイルティアの言葉しか喋しやべれねぇ。ワイルティアの文化も好きだし、それにな……嫌なヤツも山ほどいたが、いいヤツだっていっぱいいた」

　ドガ族であることを隠かくして、若き日のシャイロックは学校に通っていた。

　しかしある時、ささいなことから出自がバレる。

　昨日まで当たり前に話していた友人たちは、みな彼から目をそらし、言葉をかわすことを止やめた。

「オメェよかちょっと上くらいの頃か……教室に居場所がなくてな。校舎の裏に隠れてたら、クラスで一番貧乏なヤツが、昼飯のパンを二つに分けて、俺おれに寄よ越こしてきた」

　シャイロックの家は裕福だった。

　食い物を恵めぐんでもらう必要はなかったが、相手もそんなことはわかっていただろう。

　ただ無言で、じっと真剣な目で、「食え」と突つき出だしてきたのだ。

「んで、そいつは俺の隣に座すわって、パンを食い始めた。俺もつられて食って……んで、気づいたら俺は泣いてた。嬉うれしくってなぁ」

　偏へん見けんで人を見る者は山ほどいた。

　でもそうでない者もたくさんいた。

「ちなみにそいつがオメェのばあちゃんだ。いい女だったぜ」

「なにのろけばなし交ぜ込こんでるんだよ……ったく」

　懐なつかしそうに笑うシャイロックに、ジェコブは呆れたように返す。

　ただ、口元に少しだけ笑みが浮かんでいた。

「ワイルティアは俺の母国にはならなかったかも知れねぇ。でも、俺にとっちゃあ惚ほれた国なんだ。だから、愛そうと思った。そしたら愛してくれると思った」

　親の店を継いだシャイロックは、懸けん命めいに働いた。

　自らの儲もうけのためだけではない。

　買い占しめ業者と戦い、談合を拒きよ絶ぜつし、貧しい人たちにも安くて良い品が行き渡るように、毎日毎日、必死に働いた。

「だが、俺は国家反逆罪の容疑をかけられて、逮捕された」

「え……なんで？」

　そのことは、ジェコブも知っていた。

　シャイロックの薄汚さを表すものとして、未だにワイルティアの一部国民からは、売国企き業ぎようとして責められる材料にされている。

「その頃は、戦争が始まる直前でな。国は、戦費を確保する必要があった。んで、富裕層や商人に、国家協力金と称して、資産の一部上納を命じてきやがった」

　それは強制ではなかった。

　強制でないからこそ、タチが悪かった。

「俺の店は薄はく利り多た売ばいでやってたからな。義務でないなら払う気はないって断ったら……数日たたずして警察が来た。そんで、有う無むをいわさずしょっぴかれた」

　勾こう留りゆう後、シャイロックは殴なぐる蹴るの、拷ごう問もんのような取り調べを受ける。

　何度「何かの間違いだ！」と訴えても聞き届けられない。

　理由など何でも良かった。

　どうでもいい些細な事情を取り上げ、その中には「ドガ族である」というものもあった。

「俺の入れられた牢ろう獄ごくは、思想犯用の房ぼうだったらしくてな。当時の開戦機運をそぐような発言をしたヤツらが、まとめて閉じ込められていた。そこが臭くて汚くてなぁ……特にメシだ、あれは最悪だった」

　俗ぞくに、刑務所の食事を臭い飯などというが、この時牢獄で出されたものは、筆舌に尽つくしがたい不ま味ずさだった。

　塩しお漬づけ肉を煮にて作ったスープに、薄うすい豆の粥が一日二回。しかもほんの少し。

　美う味まい不味いの話ではなく、腐くさりかけの材料で作られたため、言葉そのままの意味で臭かったのだ。

「あんまりムカつくからよ。『こんなもん食えるか！』って突き返かえそうとしたんだ……そしたらよオメェ……同じ房にいた他ほかのヤツらがよ……先を争って、その臭いメシを奪い合うんだ」

　彼らは、表では教師だったり学者だったり神父だったり、日ひ頃ごろキレイな言葉を口にして、周りから尊敬される、ご立派な方たちばかりだった。

　その彼らが、飢うえのあまりケダモノのようになり、わずかな食い物を奪い合い、憎にくしみ、殴り合いを始める者たちさえいた。

「俺はショックだった……人間てのは、ここまで醜みにくくなれるのかと……いや、醜くなるんじゃねぇ。人間ってのは、薄皮一枚剥はがせば、こんな醜い本ほん性しようが潜んでいるケダモノなんだってな」

　シャイロックは、心から恐きよう怖ふした。

　このままでは、自分も彼らと同じケダモノに成り下がってしまうと。

　その夜のうちに、シャイロックは自分が身につけていた価値のありそうなものを、それこそ金歯まで自分で引っこ抜ぬいて、全て看守への賄わい賂ろにし、家族に連れん絡らくをとった。

　店の金の半分を国に献上し、残り半分は軍や警察幹部への賄賂にするよう命じた。

　翌日には、シャイロックは釈しやく放ほうされる。

　ただし、無罪となったのではない。

　あくまで、「証しよう拠こ不十分による起き訴そ猶ゆう予よ」であった。

「それから俺は、なりふり構わず稼かせぐようになった。軍相手にだって商売した。危ない橋はいくつも渡わたったが、そんなの関係ねぇ。銅貨一枚でも多く稼ぐため、今まで以上に働いた」

　語るシャイロックの横顔に、悲ひ壮そうさが、浮かんでいる。

「人間みんなケダモノだ。だから、ケダモノみたいに稼ぐようになったってことかよ」

「違ちがう！」

　訝いぶかしむような目で問うジェコブに、シャイロックは激しい口調で否定する。

「人間はみんな、皮一枚下はケダモノだ。それは違いねぇ……だがな、皮一枚被かぶってりゃあ、人として生きていける。腹いっぱいメシが食えりゃあ、人の食いもん奪うばわなくってもすむだろ」

　シャイロックは死にものぐるいで働き、商会を大きくした。

　いくつもの支店を作り、いくつもの工場を作り、多くの人々を雇やといあげた。

「俺はよ、俺の惚れたこの国に住むヤツらを、絶対にケダモノなんかにさせねぇ。死ぬまでその皮を剥がさせねぇと決めたんだ。そのためには金が必要だ。ただ恵んでやるんじゃねぇ。それじゃ犬っころと変わらねぇ」

　仕事を作り、職につかせ、自分で稼がせ、その金で食っていけるようになれば、「人間らしい生き方」を貫つらぬくことができる。

「金の話をすると、おキレイなヤツらは目をそむけるが、俺に言わせりゃとんだお門かど違ちがいだ！　人間は金のために生きているんじゃねぇだろうが、金がなきゃ人は生きてけねぇんだ」

　そのためなら、シャイロックは手段を選ばなかった。

　時はすでに大戦勃ぼつ発ぱつ後ごであり、夫を亡くした女性や、親を亡くした子供、戦地から逃げ延びてきた難民、シャイロックは構わず雇いあげた。

「戦争中に、国外から出稼ぎに来てたヤツらは、大変だったな。外国人名義での送金は、外貨流出のおそれがあるってことで、没収されたりする。だから、一いつ旦たん俺おれが預かって、商会の傘さん下かの銀行から俺名義で送ったりもしたな」

「それって……！」

　シャイロックが悪徳商人と言われる理由の一つが、労働者からの給金の搾さく取しゆ、である。

　その真相を知り、ジェコブは驚いた。

　真意はどうあれ、脱法スレスレであるがゆえに、語れない話だったのだろう。

「オメェのカーチャン……シャロデか……アイツも、俺がもっと早く見つけてりゃあ……辛つらい思いさせずにすんだんだがよ」

　シャイロックの目には、己おのれの力の至らなさを憤いきどおる、悲しい色があった。

「言わないでよ……んなこと言ったら、僕生まれないじゃん」

　なんとも複雑な顔のジェコブに、シャイロックは詫わびる、

「ああ……そうだったな……すまねぇ。だが、そうなんだ……俺にとっちゃあ、オメェが生まれてくれたのが、俺の最大の幸運なんだ」

「幸運……？」

「ああ、俺は今まで散々薄汚い真ま似ねをして金を稼いできた。商会を大きくしてきた」

　ここ数日のトッカーブロートとの確かく執しつ。

　あんなものは、彼が今まで手を染めてきたことに比べれば、笑い話に分類されるようなことだろう。

「そうしなきゃ稼げなかった。だけど、やっちまった悪行は拭ぬぐえねぇ。だからな、オメェに、俺を追い出し、俺の持っているもんを全部奪い取って欲ほしいんだ。悪事の全ては俺が地じ獄ごくに持っていく。そして、残った、まっさらになった商会を、オメェが率いて欲しいんだ」

　あの時代はああするしかなかった。

　それ以外方法がなかった。

　みんなやっていた。やらなければ自分がやられていた。

　いくらでも、言葉は並ぶ。

　だが、いずれ時が経てば、それらの過去は、じわじわと、内側から蝕むしばみ始めるだろう。

　それこそ、千年前の因いん縁ねんで石を投げられるドガ族のように。

「悪い王様は死ねばいい。そして今度はキレイな王子様が立てば、みんな文句は言わねぇ。ドガの血を引き、ワイルティア人とペルフェ人との間に生まれたオメェなら」

　古き時代の自分を踏み台にして、新たな時代につなげてほしい。

　それが、シャイロックの「殺して欲しい」という言葉の真意だった。

「そ、そんな………」

　全てを聞き終え、ジェコブは、激しく動どう揺ようする。

　シャイロックがただの悪徳商人ならば、ここまで悩なやまなかっただろう。

　だが真実は違った。

　この老人はたった一人で、戦い続けたのだ。

　貧しき者がこの世から無くなる世界を作るために、皆みなが飢えずにすむ世界を作るために、皆がケダモノの本性を、一生知らずにいられる世界を作るために。

　自分のしてきたことを、必要悪だと言い訳せず、滅ほろぼされることすらも甘かん受じゆして。

「まるで、アイツみたいなこと………」

　ジェコブの脳裏に、彼の友人である、一人の男の姿が浮かんだ。

　自分の過去を捨てず、背負い、苦しみながらも、それでも歩むことを選んだ男が。

「ん………？」

　頭を抱かかえるジェコブの耳に、扉の向こうから、なにか物音が聞こえた。

「なんだ……？」

　シャイロックも、不ふ審しんそうな声を出す。

　扉の向こうには、親衛隊の兵士たちが詰つめている。

　全部で十人くらいだろうか、全員銃を携けい帯たいした、訓練された兵士である。

　わずかに漏れ聞こえる音、それは、その彼らが、誰かと争っている音だった。

　人が投げ飛ばされ、壁かべにたたきつけられる音。

　怒ど声せいや悲鳴も聞こえる。

「!?　銃じゆう声せい！」

　ついには、数発の銃じゆう弾だんが放たれる音まで聞こえてきた。

「な、なにが起きているんだ……？」

　不安になるジェコブ。いつのまにか、祖父シャイロックとともに、倉庫の片かた隅すみで、じっと身を固めていた。

　しばらくして、ようやく扉の向こうが静かになった。

　そして――

「――――!?」

　突然、女の手が扉を突き破った。

「な、なんだ!?」

　扉の材質は木といえども、かなりの厚さがある。

　大の大人が数人がかりで体当たりを繰くり返し、ようやく破れるかどうかのものだろう。

　手刀を突き入れて貫けるようなものではない。

　ましてや、女の力で破れるようなものでは、絶対にない。

「ジェコブ・ロッソ……くん、ですね？」

　なのに、扉に空いた大穴から見えた、赤い髪かみに赤い瞳ひとみの少女は、それがまるで至極当たり前のことであるように、ジェコブを見つめていた。




　ベルツ第一鉱山まで走り抜けたスヴェンとルートの二人。

　第一鉱山にも、まだ人はいない。

　そもそも、助けを求めたとしても、猟りよう兵へい機き相手にどうにかできる手段はない。

　スヴェンの目的は、ここにある〝あるもの〟だった。

「これは……そうか！　こいつがあったか！」

　そして、それを目にし、ルートはようやく意図を理解する。

　そこにあったのは、鉱山作業用に民間に払はらい下さげられた、作業用猟兵機だった。

「猟兵機に勝てるのは猟兵機のみ……ま、もっとも、〝猟〟でも〝兵〟でもなくなったので、アームド・マシンナリィ作業用機械とでも言うべきシロモノなのでしょうがね」

　装そう甲こうは外され、武装も残っていない。

　それでも、生身で戦うよりは、はるかに勝ち目がある。

「わたくしがリアクターを起動させますので、主さまはコックピットへ――主さま？」

　ヒルデガルドの乗るティーペノインがここに来るまで、もう猶予はない。

　にもかかわらず、作業用猟兵機を前に、ルートは悲痛な表情となっていた。

「主さま……なにを、不安に……やはり、二年ぶりの操縦に、不安が……？」

「いや、そうじゃない」

　案じるスヴェンに、ルートは拳こぶしを固く握りながら答える。

「勝てるかな……」

「なにを不安な声を……主さまならば、あのような痴しれ者に劣るわけございません！」

　ルートの操縦テクニックは、スヴェンが一番よく知っている。

　それこそ、大戦の英えい雄ゆう「紅ぐ蓮れんの鷹たか」ことブリッツドナー少しよう佐さが相手でもない限り、ルートの力が及およばぬわけはない。

「そうじゃない……殺さないように、勝てるかなって……」

「主さま……そんな……」

　ルートは、自らに固く不殺を誓ちかっている。

　数あま多たの戦いで多くの敵兵を殺した過去と、罪なき一いつ般ぱん人じんを巻き込んだ無差別虐ぎやく殺さつに関かかわった過去から。

　そして、「生きるための糧かて」を作る、パン屋としての現在から。

　戦うが、決して殺さない。

　戦場の道理を、闘争の本質を力ずくでねじ伏ふせることができるのか、不安だったのだ。

「主さま……失礼致いたします」

　スヴェンが、ルートの前に立ち、真しん剣けんな顔で見つめた。

「うっ―――」

　とっさに、ルートは身構える。

　軍隊などでよく行われる、「気合入れ」。

　腑ふ抜ぬけた兵士の顔面を張り倒し、活を入れる。

　兵隊時代によくやられたそれを思い出したのだ。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ルートに触れたものは、硬かたいゲンコツとは比べ物にならない、もしかしたら、世界で一番やわらかいものだった。

「ん―――っ」

　スヴェンは、ルートに飛びつくように顔を近づけると、そのまま唇を押おし当てた。

「んん!?」

　唇を重ねたまま、いきなりのことに、ルートは目を白黒させる。

　数秒の後、スヴェンは唇を離はなした。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　そして、呆ぼう然ぜんとするルートに、心から愛いとしい人に向ける笑顔で、言った。

「あなたなら大丈夫。絶対に、大丈夫です」

　この時スヴェンは、彼かの女じよにしては恐おそろしく珍めずらしく、何の根こん拠きよも示さずに言った。

　かつて兵器であった頃から、「楽観的な思考は死につながる」と、常に慎しん重ちようさを求めてきた彼女が、あえて言うならば「ルート・ランガートなら大丈夫」という理由で、言ってのけた。

「あ………えっと………ああ、ありがとう」

　ルートの顔から、険しさが消える。

　果たして〝また人を殺す者になってしまわないだろうか〟という不安を、〝信じてくれる者に応えたい〟という思いが凌駕したのだ。

「では、準備を始めましょう！」

　少しだけいたずらっぽい顔で笑うと、スヴェンはリアクターを起動させるべく、作業用機の背後に回る。

「まいったな………」

　ルートは、少しだけ照れくさそうに、唇に指を当てる。

　まだほんの少し、彼女のやわらかさが残っているような気がした。




（うわちゃああああああっ、やっちゃったですわやっちまったですわ!!!）

　作業用機の背面をよじ登りながら、スヴェンは大声を上げそうになるのを必死でこらえつつ、心の中で叫んだ。

　どうにも、ここ最近、自分の感情の抑おさえが利きかないことが多すぎる。

　元々、ルートに関してのことは見境がなくなっていたが、それとは種類が異なる。

　彼かれへの気持ちが溢あふれすぎて、時に自分でも予想外の大だい胆たんな行動に出てしまう。

（やっぱり、この体になったからかなぁ……）

　人間の少女の体――かつて〝アーヴェイ〟だったころ、自分にはそもそも、性別という概がい念ねんすらなかったはず。

　なのに今ではご覧の有様だ。

　曲がりなりにも〝心〟を有する自分である、肉体からの影えい響きようを受けているのだろうか。

　でも、それを、嫌なことだとは思わなかった。

　むしろ、〝楽しい〟とさえ、この状じよう況きようでさえ感じてしまっていた。

　もっと、ルートとその気持ちを共有したい。

　そのためにも、迫せまり来る災さい厄やくに立ち向かわねばならない。

　決意も新たに、スヴェンは作業用機の後部メンテナンスハッチを開けた。

　そこで、彼女のほのかな笑えみは、絶望に凍こおりつく。

「そんな………！」

　作業用機といえども、セキュリティはかかっている。

　駆く動どうキーがない以上、主しゆ動どう力りよく炉ろを直接起動させる必要があった。

　それが、ないのだ。

　後部に収められている、主動力炉であり、頭脳回路でもあるレザニウムリアクターがあるべき場所が、ポッカリと、人一人分程度のなにもない空間となっていた。

「まさか……なんで………！」

　そこで、スヴェンは自分の計画に重大なトラブルが起こったことを痛感させられた。

　ベルツ鉱山に納入された作業用機は、動作不良を起こし、業者が故障箇か所しよ――レザニウムリアクターを抜ぬき取とり、回収した後だった。

　これでは、この作業用機は動かない。

　ただの、デカいだけの鉄の塊かたまりだ。

「なんてこと……なんてこと………!!」

　もう手はない。いや、ある――

　まだもう一つ、手段が残っている。正しくは、それ以外の手段はない。

　スヴェンは、本来ならここに収まっているはずのレザニウムリアクターに接続されているはずの、動力伝達用コネクターを手に取る。

「まったく……しょうがありませんわね」

　スヴェンは、ルートのためならば、命を投げだすことすら厭いとわない。

　今、その親愛の誓いを、行動で示す時が来た。

　ただ、一つだけ気がかりはあった。

　もしそれをしてしまえば、自分はまた、戻もどってこられるのだろうか。

〝アーヴェイ〟ではなく、〝スヴェン〟に、愛しきルートを思うあまり、自分でも予想外の行動を起こしてしまう少女に。

（ああ、主さまは、これを不安がっていらしたのね）

　今さっきまでの、ルートの心を、スヴェンは理解する。

　自分が自分でなくなってしまうかもしれない恐怖。

　それは時に、死にも勝まさるものだろう。

「大丈夫……大丈夫……」

　ゆっくりと、スヴェンは己に、先ほどルートにしたように、言い聞かせる。

　そして、決意した。

「運がいいですわよロートル機！　あなたに、『白銀の狼おおかみ』の二つ名、しばし貸して差し上げますわ！」

　言うや、スヴェンは手に持ったコネクターを、己の胸に突き刺さした。

　その中にある、己のレザニウムリアクターに、強制的に接続したのだ。




　作業用機コクピット内部――軍用装備品は外されたが、落らく盤ばん事故などを考こう慮りよしてか、作業用重機に分類されるはずなのに、軍用と同様の密閉型となっていた。

　火器管制機器や、索さく敵てき機器の表示盤が取り外されたせいか、思ったよりも広く、閉へい塞そく感かんは覚えない。

　それ以外は、わずかな違いがあるものの、レバーやコンソールの位置も、概おおむね、かつて自分が乗っていた形式と変わらない。

　あとは、リアクターに火が入り、動力が回れば、動かせる。

　ヴンッ……と、重い音が響ひびく。

　同時に、制せい御ぎよ機器に光が灯ともり、正面モニターに、メインカメラからの映像が映し出される。そして――

「お久しぶりです。ランガート大尉」

　その声を聞いて、ルートは最初、幻げん聴ちようを耳にしたかと思った。

「ああ、久しぶりだな……なんでお前がいるのかは、聞かないほうがいいか？」

　しばし驚きに目を見開いた後、ゆっくりと、ルートは答えた。

「はい……ご容よう赦しやを」

　生き真ま面じ目めでクソ真面目な堅かた物ぶつ……なのにどこか人間臭さを覚える、勝手知ったる相あい棒ぼう――アーヴェイの声だった。

「いや、かまわない……悪いな。助けに来てくれたんだな」

　懐かしそうに、親友に再会したように、ルートは声をかける。

「大尉、作戦内容と、目的を確かく認にんいたします。作戦内容、眼前の敵猟兵機を戦せん闘とう不能に、ただし、搭とう乗じよう者しやの生命は侵おかさない……以上でよろしいですか？」

「ああ、大丈夫かな？」

「なんら、問題はありません」

　ルートは、話しながら、緊きん張ちようの汗あせがみるみる引いていくのがわかった。

　軍をやめて二年、パン屋になって一年と少し。その期間が一いつ旦たん眠りについたように、かつてのあの日の感覚が蘇よみがえる。

　今ならば、この機体を、自由自在に動かせる気がする。

　たとえ作業用機であろうとも、軍の最新機体を、敵パイロットの命まであんじてやりながら戦うなど、〝さほど難しくないこと〟に感じ始める。

「でははじめましょうか、大尉。いつものように」

「ああ、はじめるか。いつものように」

　ルートとアーヴェイ、「白銀の狼」の、復活の瞬間だった。







第八章「狼の教育」







「これ、キミがやったの……？」

　第二鉱山の鉱山夫小屋――監かん禁きんされていた倉庫から出たジェコブの眼前には、十人近い親衛隊兵士の死体が転がっていた。

「肯こう定てい。生命活動を停止させるのが、最も効果的な鎮ちん圧あつ手段と判断しました」

　ジェコブたちの前に現れた少女は、赤い髪に赤い瞳、まとう服まで真っ赤という、全身赤の装よそおいだった。

　だが、その赤い服に、いくらか、異なる赤い染み――返り血がかかっている。

「待ちな……お前、どこのモンだ……」

　老境とはいえ、孫を危険な目に遭あわすまいと、現れたこの謎なぞの少女からジェコブをかばうように、シャイロックが前に出る。

「所属を明かすことはできません。しかし、私はあなた方に危害を加える意思はありません。どうぞ、ご同道ください」

　言って、少女はジェコブに手を伸のばす。

「――！」

　だが、ジェコブはその手を、とっさに避さけてしまった。

　無理も無い話である。

　少女は、とても美しかった。

　ジェコブが知るかぎり、こんなにもきれいな女の子は、スヴェンくらいなものだろう。

　だが、彼女からは、どこか、おぞましさにも似たものを感じる。

　それがなんなのか説明しづらいが、それでも、屈くつ強きような軍人を十人、僅わずかな時間で惨ざん殺さつせしめるだけで、無力な子供が恐怖を覚えるのは、当たり前の話だ。

「……………」

　しばし、少女は自分の手を見つめている。

　伸ばして、拒絶された手を。

　そこには、返り血がついていた。

「信用していただきたい。私の目的は、あなた方を安全な場所に誘ゆう導どうすること、それだけです」

　少女は、ポケットからハンカチを取り出すと、自分の手を拭ふき始めた。

　丹たん念ねんに、丁てい寧ねいに、しつこいくらいに、血を拭きとっている。

　まるで、少年が手を握り返してくれなかったのは、自分の手が汚よごれていたからだと。

　きれいな手でもう一度出せば、今度は握り返してくれると、祈っているかのようだった。

「私の名は、レベッカ・シャルラハートと申します」

　手を拭きながら、少女――レベッカは言った。

「我わが名、シャルラハートは、あなたのお父上からいただいたものです。最愛の女性の名前からお取りになったと、聞き及んでいます」

　シャルラハート――それは、ジェコブの母親シャロデの、ワイルティア語読みである。

「アンタ……僕ぼくの父さんの、知り合いなの？」

「肯定」

「サウプンクトで、会ったよね……？」

「肯定。あなたが、とても哀かなしそうな顔をしてらしたので」

　ジェコブの問いかけに答えると、レベッカは、改めて手を伸ばす。

　今度こそ握ってくれると期待するように、じっと、ジェコブを見つめながら。

　無感情に思えた赤い瞳は、溢れ出しそうな何かを、必死でこらえているように見えた。

「わかった……信じるよ」

　ジェコブは一歩前に出ると、その手を握り返す。

「――――!?」

　だがその途と端たん、レベッカは力ずくで引き寄せると、その場を飛び退すさる。

「なにを――!?」

　同時に響く銃声。

　今さっきまでジェコブのいた場所に、銃じゆう痕こんが穿うがたれる。

「避けた……？　完全に死角からの一発だったのに、なんて反応速度だい」

　鉱夫小屋の入口で、銃を向けて立っていたのは、親衛隊准じゆん尉いバネッサだった。

「テメェ、なに考えてやがる！　ジェコブにあたったらどうするつもりだった！」

　シャイロックが怒鳴る。

「ヨゼフ・シャイロック様、そこを動かれませんよう。あなたもターゲットです」

「なに……？」

　シャイロックは、倉庫の入口から体半分を出している状態だったが、レベッカは冷静な口調で、そのまま隠れていろと告げた。

「ふぅん……お見通しってわけかい？」

　少しだけ感心した声で、バネッサが言う。

「ウチの部下どもをまとめて皆殺しにしちまうようなバケモノと、正面から渡り合うほどバカじゃないよ」

　バネッサは、レベッカが部下たちと戦っているところから、姿を忍しのばせていた。

　そこから、冷静に観察し、好機を待った。

「アンタがどこのどなたさんかわからないが、そのジジィとガキにご執しゆう心しんってのは間ま違ちがいない………ならそれを利用するのが当然ってものだろう」

　レベッカの戦闘能力は、バネッサを遥はるかに上回るだろう。

　しかし、この距きよ離りと、拳けん銃じゆうという武器の利点――もしもレベッカが襲おそいかかってきたならば、彼女は躊ちゆう躇ちよなく、ジェコブを撃うつ。

「動けばそのガキは死ぬぞ？」

　サディスティックな笑みを浮うかべるバネッサ。

　それは、一般人からすれば卑ひ怯きよう卑劣に分類される行動なのだろう。

　だが、彼女は兵士である。

　限られた戦力で、目の前の状況を打破することを職業としたものである。

　相手が民間人の保護を最優先として行動しているのなら、それを利用し、戦力差を覆くつがえす――それは立派な、兵士の思考であった。

「あ……あの………！」

　レベッカの腕うでの中で、ジェコブは震ふるえながら、声を出そうとする。

「助けて」「見捨てないで」ではない。

「僕に構わないで」と言おうとしたのだ。

　ジェコブは聡そう明めいな少年である。

　現状から、レベッカが自分を守っている限り、バネッサに勝ち目はないと理解した。

　勝つ方法は簡単だ。自分を見捨てればいい。

「ぼ、僕に………」

　それでも、彼は十歳さいの少年である。

　命の危機の恐怖を前に、理屈通り口を動かせはしない。

「言わないで」

　だが、レベッカはまるで、それを予見していたように、ジェコブの言葉を止めた。

「大丈夫だから。あの人の分まで、私が守るから」

　言うと、レベッカはジェコブを抱きしめ、バネッサに背中を向け、その場にうずくまる。

　まるで、自分の体を盾たてにして少年を守るように。

「バカか!!」

　バネッサは嗤わらいの交ざった声を上げる。

　どんな行動を取るか、バネッサはいくらか予測していたが、これはその中で最も愚おろかしい選せん択たくだった。

　躊躇なく、バネッサは引き金を引く。

　一発、二発、三発。弾たまはレベッカの背中に当たる。

　そのたびに、彼女の体はビクンビクンと跳ねるが、それでもジェコブを抱きしめる腕は離さない。彼を胸に抱き、全身を使って、銃撃から守る。

　四発、五発、六発。さらに銃弾は放たれる。

　それでも、レベッカは動かない。ひたすら、腕の中のジェコブを守っている。

「バカな………」

　バネッサの顔に、焦あせりが浮かぶ。

　彼女の持つ銃は大口径の破は壊かい力のあるものではないが、さりとて何発も食らって無事でいられる種類のものではない。

　のこり弾数、一発――

「くっ！」

　照準を、わずかに変える。

　可能性は低いが、高度の防ぼう弾だん性せいをもった衣服を着用していることを考慮し、なにもない、頭部に向ける。

　そして、正確に発射。

　弾だん丸がんは間違いなく、レベッカの後頭部に当たり、彼女の頭は、ハンマーで殴られたように跳ね上がる。

「なんだ………なんなんだお前は……？」

　バネッサは、職業軍人である。

　今まで、何人もの敵兵を殺してきた。だからこそ、レベッカの決定的に欠けた現実味に気づいた。

「なぜお前は死なない!?」

　頭部に当たった銃弾は、甲高い金属音を上げて弾はじかれた。

　まるで曲面加工を施ほどこされた、装甲板に当たったような現象だった。

「先さき程ほど撃うったものと併あわせて、全八発……その銃の装弾数は、それで全すべて」

　確認するようにつぶやくと、彼女はゆっくりと立ち上がり、その赤い瞳で、バネッサを振ふり返かえる。

　無感情のような彼女の冷たい目が、まるで獲物を見る猛もう禽きん類るいのように細められた。

「――!?」

　恐きよう怖ふを覚えるバネッサは、あわてて弾倉を交こう換かんしようとした。

　両者の距離は、五メートル近く離れている。

　どんな人間でも、接近するまで、相応の時間を必要とする。

　それまでに弾丸を再さい装そう填てんできる――

「遅い」

　だが、バネッサは失念していた。

　相手は、「銃弾を浴びても死なない者」なのだ。

　常人と同じ感覚は通じない。

〝動いた〟という素振りを見せる前に、レベッカは肉薄していた。

「ひっ―――」

　恐怖の悲鳴――バネッサは、ここでようやく気づく。

　自分が選ぶべき最善の手段は、目の前の怪かい物ぶつが自分に気づく前に、少しでも遠くに逃げることだった。

　そうすれば、少年と老人の保護を最優先としていたレベッカは、彼女など毛ほども気にかけることなく立ち去っただろう。

　彼女は、兵士として最も重要な判断、「自身の命を守る」ことを忘れていた。

「死ね」

　レベッカが、小さくつぶやく。

　次の瞬間、放たれたのは一発の掌しよう底てい。

　なんらかの武術の体たい捌さばきをもって放たれたものではない。

　それが、バネッサの腹にめり込こむ。

「―――――――――!!!」

　彼女には、断だん末まつ魔まの叫さけびすら許されなかった。

　力まかせに放たれた一撃は、一いつ瞬しゆんで彼女を弾はじき飛ばし、まるでクレーターのような放射状のヒビを壁に刻んで、そのまま、まるで下手くそな標本のように叩たたきつけられた。

　すでにバネッサに息はない。

　たった一撃で、肋ろつ骨こつは砕くだけ、肺や胃だけではなく、心臓まで破は裂れつし、穴という穴から血を流す、革かわ袋ぶくろに成り下がっていた。

「脅きよう威いは去りました」

　敵が完全に沈ちん黙もくしたことを確認すると、レベッカは、まるで計器の表示のような無味乾かん燥そうな声で言う。

　彼女の名は、レベッカ・シャルラハート――〝魔ま導どう師し〟と呼ばれる希代の天才科学者、ダイアン・フォーチュナーが創り上げた、人間型猟兵機。

　生身で彼女に勝てる者は、生物の中に存在しない。




　一方、ベルツ第一鉱山――

「なんだそりゃあ……あはははは!!!」

　猟兵機ティーペノインに搭乗しているヒルデガルドは、目の前に現れたものを見て、笑いを禁じ得なかった。

「そんなものを！　そんな作業機械を使って、ボクと戦おうってのか、狼ィ！」

　現れたのは、ルートが操縦する作業用機。

　装甲も武器もない、旧型機の成れの果て。

「ああ、いいよいいよ……ワンサイドゲームは張り合いがないと思ったところだ。その程度のあがき、好きにしろよ！」

　コクピットの中で、小さな体を折り、おかしさに身み悶もだえるヒルデガルド。

　彼女の家、ヘッセン家は、〝武〟にこだわりすぎるあまり没ぼつ落らくした貴族。

　だが、そんな彼らにも、ようやく捲けん土ど重ちよう来らいの機会が訪おとずれる。

　それこそが、新兵器〝猟兵機〟の登場。

　戦車のように複数で操るのではなく、戦闘機のように空を主戦場にするのでもない。

　かつての騎き士しの時代のように、鋼の甲かつ冑ちゆうをまとい進軍するように戦う、〝武〟の一族の望み焦こがれた姿だった。

　ヘッセン家は、希望のすべてを託たくし、ヒルデガルドを猟兵機パイロット養成機関に送り込む。

　彼女もまた、家名のため、一族の再興のため、強い決意を持って挑んだ。

　最高位の猟兵機パイロットに与あたえられる栄えい誉よ「装甲パンツアー騎士カヴアリエ」の称しよう号ごうを手にするべく。

　しかし、大戦は、彼女が機関に入って程なくして終結する。

　ヒルデガルドは、武功を上げる機会を完全に逸いつしてしまった。

　絶望する彼女の耳に、ある話が入ってくる。

　とある猟兵機パイロットが「装甲騎士」の称号を辞退し、軍を離れたと。

　その男こそルート・ランガート、「白銀の狼」。

　ルートの首を取ることこそ、彼女の得られなかった栄誉を埋うめ合わせるただ一つの道。

「狼……殺してやる……オマエなんかが、ボクより上なわけがない。武門の一族たるヘッセン家に生まれしボクこそが騎士にふさわしい……」

　闘争心を募つのらせるヒルデガルド。

　そんな彼女に向かって、眼前の作業用機の外部スピーカーから、声がかけられる。

「前方の、猟兵機パイロットに告ぐ！」

　その声は、ルートのものではない。

　彼のもとに再び現れた、アーヴェイのものであった。

「今すぐに戦せん闘とう行こう為いを中断し、撤てつ退たいせよ。これは警告である」

　告げられた言葉は、〝最後通牒〟――「今すぐ逃げれば、許してやる」という警告だった。

「なに………？」

　ヒルデガルドは、しばし呆然とした。

　聞き間違いかと思うほどの、堂々とした、上から目線の物言いだった。

「繰り返す。今すぐに撤退せよ。これは、人命を尊重しての、人道的配慮だ」

　なおも、作業用機のスピーカーからは、撤退を勧すすめる警告が繰り返される。

「は、はははははっ!!　バカか！　どちらが優位に立ってると思っているんだ！」

　負けじと、ヒルデガルドも外部スピーカーを使って答えた。

　相手は作業用の旧型機、こちらは軍用の新型機。

　武装も装甲も出力も速さも、こちらが全て上回っている。

　負けているところを探すほうが難しい。

「なるほど、了解した……どうしても戦闘を行うということだな？」

　ヒルデガルドの罵ば声せいも、作業用機は歯し牙がにもかけない。

　ただ、確認するように、ゆっくりと言葉を返す。

「彼ひ我がの戦力差を理解できない未熟な兵と把は握あくした。教育してやろう」

　アーヴェイの口調に、驕おごりも尊大も傲ごう慢まんも、欠片かけらもなかった。

　ただ言葉通り、目の前の力に溺おぼれた愚かな子供に、身の程を知らせてやろうという思いだけが存在していた。

「ほざくな!!」

　激怒するヒルデガルド。

　即そく座ざに、ティーペノインの前腕部に内蔵された機関銃を撃ち放つ。

　ゴゴゴゴゴゴゴと、金切り声にも似た発射音が、鉱山にこだまする。

　だが、構え、撃つよりも早く、すでに作業用機の姿は消えていた。

「くっ――!?」

　コクピットに、警告音が鳴り響く。

　索敵センサーが、敵が左に避けたことを告げる音だった。

「多数対多数の戦いならばともかく、一対一の向かい合った場で、銃じゆう器きは時に不利となる」

　外部集音マイクが、アーヴェイの声を拾った。

「なぜなら、直線攻こう撃げき武器である銃器は、銃口の向きから射角範はん囲いが読まれやすい。ましてや、腕部内蔵型の火器では、小回りがきかず、とっさの取り回しが難しい」

「教育してやる」と宣言したように、事細かに、講こう釈しやくを打っている。

「舐なめた口を利くなぁ!!」

　ヒルデガルドは叫び、追撃しようと機関銃を向けるが、アーヴェイの講釈通り、手持ちの火器ならともかく、内臓火器では、体全体を動かさなければ銃口は向けられない。

「焦りは冷静さを欠く。冷静さを欠けば、足元が疎おろそかになる、このように」

　無理に銃口を向けようようとした結果、ティーペノインの体勢は、わずかに不安定となる。その足元に、何かが伸びていた。

「こ、これは――!?」

　ヒルデガルドが気づいた時には、もう遅おそかった。

　その何かは、作業用機に備えられていた、作業用ワイヤーウィンチ。

　猟りよう兵へい機き一機分の重量すら支える、特とく殊しゆ鋼こう繊せん維いワイヤーである。

　ティーペノインの足の間に伸びていたそれが、勢い良く巻き上げられ、機体にからまり、転倒させた。

「ぐっ!!」

　全長八メートルの猟兵機。人間のおよそ四倍から五倍の大きさ。

　足を引っ掛かけられ転ばされる、たったその程度のことでも数倍のショックを搭とう乗じよう者しやに与える。

　当然、各種衝しよう撃げき緩和機構が備わっているが、意識はそれる。

「なっ!!」

　目の前に作業用機が、倒れたティーペノインに向かって襲いかかってきた。

　作業用機の右腕、そこには、ナイフのようななにかが――

　ガギン！　と激しい金属同士がぶつかり合う閃せん光こうのような轟ごう音おんが響く。

　それは、作業用採さい掘くつシャベル。

　人間用のものの四倍以上の大きさ、岩をも砕くために作られたそれは、立派な武器となって、ティーペノインに繰くり出だされた。

「バカが!!　こいつの装そう甲こうが、そんな作業用器具でどうにかなるかよ！」

　シャベルは、歩兵の武器としては、かなり優ゆう秀しゆうである。

　従軍経験の長い者は、ナイフや銃じゆう剣けんよりも使いやすいと言うくらいだ。

　しかし、ティーペノインは、戦せん車しや砲ほうの攻撃にも耐たえうるように設計された重装甲が売り。

　ルートが現役時に登場していたサイクロプス型にくらべ、50％以上分厚い装甲を持つ。言うなれば、重装騎士の鎧よろい。さすがのシャベルの貫かん通つう力りよくも及およばない。

「いつまでやってやがる！」

　オートバランサーを働かせ、強引に立ち上がるヒルデガルド。

　同時に、組み付こうとしていた作業用機を振り払い、三度、銃口を向ける。

　この位置ならば、避けられることはない。

　必勝の確信を得て、トリガーを引く。だが――

「なんだ!?」

　次の瞬間、ティーペノインの右腕が爆ばく発はつした。

「なぜ、なんで……どうして!?」

　整備不良、作動不良、それとも――

　ヒルデガルドが冷たい汗を流したのと同時に、アーヴェイの声が響く。

「戦いにおいては、いかなる武器をもつことが大切なのではない。己おのれの持つ武器を、どのように使うかが重要だ」

　砕け散った右腕。その破片は、内側からはじけ飛んだようにひしゃげていた。

「まさか……暴発……まさか!?　あのシャベルは!!」

　作業用機の攻撃は、ティーペノインの装甲を貫通させようとしたのではない。

　右腕部に内蔵された機関銃の銃口を潰つぶし、弾が射出されないようにしたのだ。

　そんな状態で撃てば、暴発して当たり前である。

「あらためて警告する。今すぐ逃げ帰るなら追わない」

　三度かけられる警告。

　機械的な、感情のこもっていない声。

　しかし、それすらも焦りに囚とらわれたヒルデガルドの神経を逆なでした。

「この……この……ふざけるなって言ってんだ!!」

　片腕を失っても、火器が使用不能になっても、まだティーペノインの方が圧あつ倒とう的てきな戦闘力を持っている。

「装甲もない作業用機なんざ、一発かませば終わりだろうがぁ!!」

　出力最大、ヒルデガルドは全力のタックルをぶちかまそうとした。

「戦場において、欠点という言葉は存在しない。なぜなら、それは長所の裏返しだからだ」

　寸前、アーヴェイの〝講釈〟が響く。

　装甲がないということは、その分の重量がないということだ。

　軽さは、そのまま武器となる。

　迫り来るティーペノインを、作業用機は退くのでも避けるのでもなく、正面から迎え撃つように走ると、寸前で飛び上がった。

　そして、そのままティーペノインの頭を踏ふみ台にし、さらにジャンプする。

「がぁっ！」

　バランスを崩くずし、再び転ばされるヒルデガルドのティーペノイン。

「相手が自分より強い力を持つのなら、その力をそのまま利用すればいい。さらにそこに自分の力を加えれば、強力無比な一撃を放てる。このように――」

　飛び上がった作業用機は、敵の力を使って稼かせいだ高さからの落下速度と自重を加え、再び、シャベルを打ち込む。

　今度は、頭部正面を狙ねらう。人間であれば、顔面である。

　シャベルは深々と突つき刺さり、視覚センサーカメラを破壊した。

「まだだ……まだ……たかがカメラが破壊されただけ……まだ、まだ……！」

　コクピット内部で、真っ暗になったモニターを前に、ヒルデガルドは自分を落ち着かせようとする。

（機体を起こして、予備のカメラに切り替えて……いや、いっそハッチを開け、肉眼での戦闘に……）

　頭の中をぐるぐると言葉が回る。

「なんだ……嘘うそだ……なんで……ボクは……震えている？」

　彼かの女じよはようやく気づいた。

　自分の歯が、カチカチと鳴っていることに。自分の手がガクガクと震えていることに。

　目の前の敵は、この先いかなる手段を講じても、その数段上の力を持って、ねじ伏ふせてくるのではないかという恐怖が、彼女を覆おおっていた。

「そんなわけあるかぁ！　そんなわけ！」

　レバーを強く握り、再び立ち上がろうとした。

　しかし、脚きやく部ぶ関節が、不ふ愉ゆ快かいな軋きしみ音を立てるだけで、体勢が変わらない。

「なんだ……なんで……こ、これは……!!」

　機体の状態を示す表示板に、脚部の異常が示されている。

「なにかが、関節部に巻き付いて……脚が……動かないだと……？」

　混乱の一歩手前に追いやられたヒルデガルドだったが、「まさか」という思いが、頭を過よぎる。そして、そのタイミングに合わせたかのように、アーヴェイは言った。

「言ったはずだ。焦れば、足元が疎かになる、と」

　初手で使われたワイヤーが脚部関節に絡からみつき、作動不良に追いやっていた。

「まさか……ここまで……全部……計算だったのか！」

　絶望的な気持ちになるヒルデガルド。

　初手で相手の虚きよを突くのに利用し、それで終わったと思わせたところで、腕や頭などの上半身に攻撃を集中させ、下半身への注意をそらす。

　ティーペノインは装甲もパワーも、作業用機を上回っていた。

　一撃当てれば自分の勝ち、組み付けば自分の勝ち。ヒルデガルドはそう思っていた。

　そう思っていたから、相手は、そうさせないで勝つ方法を使った。

　カードゲームの要領である。

　どれだけ強い手札を持っていようが、何の役を作ろうが、相手に全て読まれていては、カス札の組み合わせにも劣る。

　戦いは、ルートとアーヴェイの、「白銀の狼」の圧勝だった。




「少し……意地悪すぎたかな」

　作業用機のコクピットの中、ルートは少しだけ自己嫌けん悪おに陥っていた。

「問題ありません。相手の戦力の方が上なのですから、ハッタリをかます以外に勝ち目はありません」

　しかし、そんな彼かれを、アーヴェイがフォローする。

「機体の戦闘力が違ちがい過ぎる以上、相手の未熟さに付け込むのが最も適した方法です」

「ってもなぁ……ホント、お前の毒どく舌ぜつは相変わらずだ」

　淡たん々たんと、相手の未熟さを理路整然と指し摘てきしながら、使う手段を片かたっ端ぱしから無力化していく。それは、相手にとって、この上ない恐怖を刻みつける方法である。

「ご指摘の意味が理解できません」

「だろうな……ホント、変わらないなぁ」

　ルートは少しだけ、微笑ほほえましそうな顔をする。

　懐なつかしい相棒との、懐かしい会話であった。

「では大尉殿どの、私はここまでです。お然さらばです」

「そうか……ありがとう、アーヴェイ。またな」

「…………はい」

　しばしの間をおいて、コクピット内の灯あかりが落ちていく。

「行ったか……」

　レザニウムリアクターが停止し、アーヴェイの声は返ってこない。

　しばらくして、ルートは手動でコクピットハッチを開け、降り立とうとした。

　そこに、銃じゆう声せいが響ひびく。

「降りてこい『白銀の狼おおかみ』!!　一騎打ちだ！　一騎打ちで勝負しろ!!」

　そこには、コクピットから抜ぬけだしたヒルデガルドが、鬼き気き迫せまる顔で銃口を向けていた。

「オマエなんかに負けるわけにはいかないんだ！　ボクは武人の一族なんだ……なんでそれがわからないんだよバカかオマエ!!」

　もはや、理屈は通じない状態である。

　戦争という魔に取りつかれた少女の姿が、そこにあった。

　ヒルデガルドの銃口が、ルートに向けられる。

　緊張が走ったその瞬しゆん間かん、彼女の背後に忍び寄ったものが、その腕を取った。

「もうおやめなさい、中ちゆう尉い殿どの！」

　頭部まで覆う仮面を被かぶった男、親衛隊の〝伍ご長ちよう〟だった。

「潔く負けを認めるのも、武人ではないですか」

「離せ伍長！　オマエなにボクに触れてるんだ！　上官侮ぶ辱じよく罪ざいだ！　殺してやる、どいつもこいつも殺してやる!!」

　伍長の説得も、泣き、わめき、暴れるヒルデガルドには通じない。

「……ご無礼!!」

「ごっ―――」

　伍長の拳こぶしが、ヒルデガルドの腹をえぐり、意識をとばす。

「ふざけんな……ちくしょう………ちくしょう……」

　泡あわを吹ふき、白目を剥むいて意識を失う直前まで、ヒルデガルドは悪口を垂れ流し続ける。

「無理は承知で願う……我らを、このまま立ち去らしてはいただけないだろうか？」

　ヒルデガルドを両手で抱き上げながら、伍長はルートに言った。

　休戦協定のタイミングは、とっくに終わっている。

　ふざけるなと言ってやることもできるが、ルートは、それを承しよう諾だくした。

「わかった……ただ、約束しろ。二度とオーガンベルツに近づくな。二度と、俺おれの友だちに危害を加えるな。もし次こんなことをすれば……」

「己の信条を捨ててでも、殺しますか？」

　仮面の奥おくの伍長の目は、いかなる感情を有しているか読み取れなかった。

　しかし、一つだけ確かなことがあった。

（こいつ……何者だ……！）

　ただ立っているだけなのに、わずかな身の動き、視線の向け方、その全てが、計り知れない猛も者さであることを語っていた。

　自分や、かつての上官ソフィアをも凌りよう駕がする、すさまじい修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた者だけが身につける「凄すごみ」があった。

（こんな男が、伍長だと……？　どれだけ、自分を隠かくしてきたんだ……）

　ルートが伍長の申し出を受けたのは、これ以上無用に戦いを望まないという以上に、目の前のこの男の、おぞましいほどの底の知れなさが、恐ろしかったからだ。

「失礼……言葉が過ぎました。約束は守ります。二度と、ここに現れることはないでしょう。では」

　ヒルデガルドを抱き上げたまま、伍長は、無防備に背中をさらし、その場を立ち去ろうとする。

　ふと、地面に転がっている銃が目に入った。

　ヒルデガルドが落としたものだろう。

　今すぐそれを拾い上げ、伍長の背中に撃ちこめば――

（なにを、考えている。俺は……）

　ルートの中の、兵士としての直感が、「今アイツを殺さなければ、この先、もっと恐おそろしいことが起こる」と、警告を鳴らし続けていた。

　それでも、ルートは発作的に動きそうになる自分を抑おさえつけた。

　自分はもう兵士ではない。

　だから、そんなことをする必要はないのだと。




　一方、ベルツ第二鉱山への道を、スヴェンは走っていた。

　戦いが終わった後、即座に彼女は、自分をつないでいたコネクターを外し、〝アーヴェイ〟から〝スヴェン〟に戻もどると、ジェコブたちを救出すべく向かったのだ。

「まいりましたわね……胸に穴が空いてしまいました」

　だが、ルートのそばを離はなれたのは、それだけが理由ではない。

　胸の中のレザニウムリアクターと作業用機をつなげるため、無理やり接続した結果、表面の人工皮ひ膚ふは裂さけ、擬ぎ似じ骨格がのぞき見えている。

　一目で、人間ではないとわかってしまう大きさだ。

　こんなものを、ルートに見られる訳にはいかないからだ。

「まぁ、服の下ですから、めったに見られるような場所ではありませんが……」

　服を脱ぎ、下着まで取らねば、そんな場所を晒さらすことはないだろう。

　もしもそんな場所を他人に見せることがあるとすれば、それこそ―――

「いやいやいやいやわたくしったらなに考えてんでございましょ！　もうホント、恥はずかしいったりゃあらしませんわ♪」

　それこそ、男女の関係になった相手くらいのものだろうと思ったところで、スヴェンの頭の中にはルートが現れていた。

「確かに恥ずかしいさまですね、スヴェルゲン・アーヴェイ」

「―――！」

　突とつ如じよかけられたその声に、スヴェンは足を止めた。

　すでに、夜は終わり、東の空から日がさし始めている。

　空の色は真っ暗ではなく、濃い青に変化しつつある。

　暗くら闇やみの先に、人ひと影かげらしきものが近づいてくるのがわかった。

　スヴェルゲン・アーヴェイとは、スヴェンの人間型猟兵機としての正式名称。

　それを知る者は……

「あなたですか……レベッカ！」

　現れた、赤あか髪がみに赤せき眼がん、まとう服まで真っ赤な少女を前に、スヴェンは体をこわばらせる。

「あなたがここに現れたということは……わたくしを連れ戻しに来ましたか！」

　レベッカのことは、スヴェンも知っている。

　自分の少し後に作られた姉妹機。

　しかし、彼女たちに、身内の感情はない。

　旧交を温めに来たなどということは、絶対にありえない。

「勘かん違ちがいをしないでください。局長は……ダイアン・フォーチュナーは、それを望んでいません。故ゆえに、私もあなたを捕ほ縛ばくし、連れ戻す任務は与えられていません」

　無表情な顔で、無感情な声で、レベッカは答える。

「連れ戻す気はない……？　それは、どういうことですの？」

「かの御お方かたのご意思は、私が計り知れるものではありません」

　スヴェンの問いかけに、レベッカはそれだけしか答えなかった。

「なるほど、道理ですわね」

　だが、スヴェンには理解できた。

　戦せん闘とう用よう兵器を少女の姿にするような者の思考など、常識の枠わく外がいである。

　なにをするかわからないし、なにをしてもおかしくはない。

「私がここにいるのは、ジェコブ・ロッソ様と、ヨゼフ・シャイロック様の保護、それだけです。お二人の安全はすでに確保している。今いま頃ごろ、町に戻っているでしょう」

「それは……」

　そこまで話して、スヴェンは、レベッカの服のあちこちに、無数の銃じゆう創そうがあることに気づいた。

「なぜあなたがそんなことを……いや、まさか……あなたは……」

　レベッカに、あの二人を助ける義理はない。

　そもそも、命令以外の行動を、レベッカがするようなことはない。

　しかし、一つだけ例外があった。

「あなたは、ブリッツドナー少しよう佐さの、専用機だったのですね」

「肯こう定ていする」

　レベッカは、静かに、それを認めた。

　エリスの首輪に付けられた手紙、あれも、レベッカのものだったのだろう。

　スヴェンは、あの文面に違い和わ感かんを覚えた。

〝父と子〟――シャイロックはジェコブの祖父だし、ジェコブはシャイロックの孫である。

　だが、シャイロックの息子むすこであり、ジェコブの父であるブリッツドナーからすれば、二人は、〝父と子〟である。

「あの番号は、ブリッツドナー少佐の認識番号……アレを見れば、少なくともわたくしなら罠ではないと察すると思った……そういうことですね」

「肯定する」

　スヴェンの問いかけに、レベッカはただ、静かにうなずく。

「少佐は……ブリッツドナー少佐は、いまどちらにおられるのですか？」

　おそらくそれは、シャイロックが、シャロデが、ジェコブが何より知りたいことだろう。

「不明。私もわからない……最後の戦いで、少佐は姿を消した。だが……死んでいるはずはない。あの方が、死ぬはずがない」

　レベッカは、ただ静かに答える。

　しかし、わずかに、唇を強く結んだように見えた。

「いつか必ずお戻りになる。だから、少佐の代わりに、私があの方たちを守った。それだけだ……」

「レベッカ……あなた……」

　スヴェンは、少しだけ驚おどろいた。

　彼女の知るレベッカは、無感情無表情、まさに機械人形というべき振る舞まいだった。

　てっきり、彼女の中には〝心〟はないのだと、スヴェンは思い込んでいた。

「良かったですわね」

　だが、彼女の中には、たしかな〝心〟があった。

　大切な人が、いつ帰ってきてもいいように、ひたすら待ち続ける、健けな気げな少女の心が。

「あなたに、言われる筋合いもありませんが……」

　少しだけ、不ふ機き嫌げんそうな、もしくは照れくさそうな顔をすると、レベッカは小さな箱を、スヴェンに渡わたす。

「これは……？」

「私たち用のエイドキットです。生体部品を修復してくれます。胸の傷を塞ふさぐのに使いなさい」

　それは、レベッカなりの、今回の件に巻き込んだ詫わび代わりなのだろう。

「ありがたくいただいておきますわ」

　わずかに苦笑いを浮かべ、スヴェンはそれを受け取る。

　そして、レベッカはもうそれ以上用はないとばかりに元来た道を戻ろうとするが、その前に、足を止めた。

「そうでした。スヴェルゲン・アーヴェイ……あなたに一つ、言っておくことがあります」

「なんですの……？」

　振り返るレベッカ。

　その目元が、わずかに、皮肉っぽくすぼめられる。

「あなたがあの元大尉殿をどれだけ思っているか知らないが、私の主あるじさまの方が、ずっといい男です」

「なっ―――!?」

　いきなり何の脈みやく絡らくもなしに、それでいて生死以上に沽こ券けんに関わることを口走られ、スヴェンは驚きよう愕がくする。

「いきなりなに言ってくれてますの！　ってか、どーゆー意味ですのよ!?　たくの主さまをなめてんじゃねーですわよ！　ちょっとそこすわんなさい！」

　頭から蒸気を吹き出さんばかりに怒いかり狂うスヴェンだったが、レベッカは何も答えず、そのまま去っていった。

「あーもう！　たまにしか話さない人が口開くと厄やつ介かいこの上ないもんですわね！」

　怒りながらも、スヴェンは少しだけ、笑った。

「まったく、お互たがい、難なん儀ぎな性分ですわね」

　同型機というだけで、姉妹などという感傷は、彼女たちにはない。

　と、思っていたが、ほんのちょっぴり、無愛想な赤髪の少女に、親近感を覚えていた。







[image: ]







終章







　ベルツ鉱山で起きた戦いから、三週間後――王都ベルン、中央司令部。

　元げん帥すいエルヴィンの部屋に、一人の男が現れる。

「よくおいでくださいました。どうぞ、お掛けください」

　日ひ頃ごろ、書類や資料が山積みになっている部屋はきれいに整せい頓とんされ、来客が腰こしを掛けるソファーは新品に交こう換かんされている。

　それだけ、重要な相手……ビリオンズ商会会長、ヨゼフ・シャイロックだった。

「単刀直入に申し上げます。今、我々は――」

　親衛隊との拮きつ抗こうを維い持じすべく、兵器開発局を親衛隊に取られぬためにも、正規軍のスポンサーになってくれ。それが、今日の会談の主目的であった。

「十億シーグ」

　エルヴィンが話し始めると同時に、シャイロックは突如言い放つ。

「は？」

　その言葉に、さしもの大だい英えい雄ゆうも驚き、マヌケな声を出してしまった。

「金の話だろ。すぐに用意できるのはそんだけだ。足りなきゃ来月には五億足す」

　それは、猟兵機ならば数個大隊を新設できる額である。

「まだ、話は終えてませんが……？」

「アンタらの事情はよく知っている。親衛隊の連中はこっちの金が目当てであって、稼がせてくれる相手じゃねぇ。ならアンタらについた方がいいだろ」

　親衛隊は、あくまでシャイロックを手て駒ごまとして使おうとしているにすぎない。

　しかし正規軍は、シャイロックを手駒として使おうとすると同時に、自分たちも手駒として利用させようとしていた。

「兵器開発局が今後生み出す新特許、その中の、民間用に転用可能な技術の供与。それを認めるのなら、あと十億積む。異論は？」

「すでに、その条件もご存ぞん知じでしたか」

　自分とはまた違った種類の豪ごう傑けつを前に、エルヴィンは苦笑いを浮かべた。

「まぁな。あとウチで新規製造中のエールドライは正規軍のみに卸おろす。親衛隊のクソガキどもには過ぎたおもちゃだ」

　新兵器製造も行うビリオンズ商会。

　しかし、そのラインは限られており、配備するためには、順番を待たなければならない。

　シャイロックは、それを正規軍専用のものとすると約束したのだ。

　要は、エルヴィンが……正規軍が欲するもの全すべてを言い値で買ってくれたに等しい、理想的な申し出だった。

「あと、条件が一つある……今後、俺を始め、ウチの商会の関係者が親衛隊の連中になんらかの危害を加えられた場合、その時はアンタらがなんとかしてくれ。できるな？」

「無論です。大切なスポンサーですからね」

　実際に兵を派は遣けんするということにならなくとも、バックに軍がつくと確約されたことで、もう親衛隊は手出しができない。

「また、パン屋に迷めい惑わくかけられねぇからな………」

「は？」

　シャイロックの意味不明なつぶやきに、エルヴィンは不思議そうな顔をした。

「いや、なんでもねぇ。ひとりごとだ」

　答えると、シャイロックは出された紅茶を一口すすり、エルヴィンに問う。

「なぁ、アンタはまた戦争をしたいかい？」

　まるで世間話のような尋たずね方だった。

「いえ、少なくとも今それをすれば、ワイルティアは滅ほろぶ」

　先の大戦で、ワイルティアは戦勝国となった。

　だが、それが薄氷の勝利だったことは、軍の中ちゆう枢すうにいるエルヴィンはよく知っている。

　あと一年続いたならば、社会体制が崩ほう壊かいしかねなかったであろうほど、国力は疲ひ弊へいしきっていたのだ。

「戦争はあくまで、国家を運営するにあたっての一手段。手段である以上、最善を尽つくしますが、戦争のために国家が運営されるのでは、道理に合わない」

　それはエルヴィンの哲てつ学がくでもあった。

「最低でもあと五年は、国力回復と、新領土の運営に専念すべきです。さもなくば、内側からこの国は二つに裂ける」

「足りねぇな」

　だが、エルヴィンの答えに、シャイロックは異論を挟はさんだ。

「あと七年……最低でもそれくらいは稼いでくれや」

　にやりと、強欲な商人は、仕入れの買い付けのような口調で言った。

「七年……？　その数字に、なにか意味が？」

「あるんだよ。少なくともそんだけは、ちゃんとマシな状態で、受け取らせなきゃいけねぇからよ」

　言いながら、シャイロックは楽しげに笑った。




　あの事件の後、改めてジェコブはシャイロックに告げた。

「アンタを殺すとか、そういうのは嫌いやだ」

　考えて、悩なやんで、それが少年の結論だった。

「思うんだ……きっと、父さんも、それを嫌がったんじゃないかな」

　シャイロックの望みは、自分を追放し、全ての責任を自分に押し付け、きれいに整えられた未来を受け取って欲ほしいというものだった。

　しかし、それはジェコブの望むものではなかったのだ。

「アンタがどれだけ悪どい人でも、やっぱり、アンタがいなきゃ、僕ぼくも生まれなかったわけで……だから、その、なんていうか……」

　罪は全て過去に押し付け、自分はきれいな体で生きる。そうすれば、無用なトラブルに遭あうこともなく、もっとも生きやすい生き方なのだろう。

　だけど、それが本当に正しい道とは、どうしても思えなかった。

「父さんは、母さんのこと、ちゃんと愛してくれてた。だから俺が生まれた……アンタも……その……じいちゃんも……ばあちゃんが好きで、そんで父さんが生まれた……」

　あの時に出会った、レベッカと名乗る少女。

　自分の父が「最愛の女」と呼ぶ母の名前を与あたえられた彼女は、体を張って自分を守ってくれた。

　別れ際、彼女は言った。

「私は、我わが主さまが……いえ、ブリッツドナー少佐がこのことを知られたら、なされたであろうことをしただけです」

　きっと、その通りなのだろう。

「誇ほこりたいんだよ、ちゃんと……僕の中に流れる血を。ドガもワイルティアも、ペルフェも関係ない。いろんな人たちが一いつ生しよう懸けん命めい生きた果てに自分がいることを」

　汚かろうが、キレイだろうが、背負い、生きる。

　それが、少年の出した結論だった。

「ジェコブ……オメェ……俺のこと、じいちゃんって呼んでくれるのか？」

「そこかよ！　もう……そこは流せよな。こっちだってちょっと照れくさいんだから！」

　泣きそうな顔で肩かたを震ふるわせる祖父に、ジェコブは呆あきれたように答え、笑った。

「とりあえずさ、もうちょっと僕に時間をくれよ。あのさ、父さんが……家飛び出したのって、いつ？」

「十八の誕生日だったな……」

「なら、その時まで待って！　そんで、その後ちゃんと、いろんなこと、はっきりさせる。商会継つぐとか、そういうのまだわかんないし。一応僕まだ子供だからね？」

　それまで、様々なものを見て、様々なことを考え、ちゃんと自分の言葉で結論を出す。

　自分で選せん択たくすることを、ジェコブは約束した。

「わかった。ならその七年、オメェがどんな選択をしてもいいようにしておく」

　かくして、シャイロックはジェコブと契けい約やくを交かわした。

　シャイロックは商人である。

　彼にとって契約はどんな小さなものでも、果たすべき大切なもの。

　それゆえ、最低でも七年、世界を平時に保つ義務も背せ負おったのだ。

　だが、それがシャイロックは嬉うれしかった。

「重いなぁ。だが、この背負う重さってのは、まぁ、悪くねぇな」







　王都ベルン、兵器開発局――

　そこで、ダイアンは、レベッカからの定期報告を受ける。

「なるほどねぇ……あの子もなかなか無む茶ちやをするなぁ……他の機体に自分のリアクターを繋つなぐだなんて……ヘタすれば〝スヴェン〟に戻れなくなるところだったよ」

　執しつ務む室しつの机にかけつつ、呆れた声を上げるダイアン。

「でも、戻ってこられたってことは……まぁそれだけ、〝スヴェン〟として、精神の構築がなされてたってことかな……まぁよきかなよきかな」

　ダイアンは、あくまで面白そうに笑っている。

　この日の報告も、彼の興味を満たすものだったようだ。

「ところでレベッカ？　キミ、今回何もしてないよね」

「質問の意味を、理解しかねます」

　彼女は、今回の報告で、自分の関与はあえて伏せた。

　命令に反した行こう為いであるが、あくまで、ルートやスヴェンには直接関かかわっていないので、報告の義務はないと考えたのだ。

「ふ～ん………」

　そう返答をしたレベッカを、ダイアンは全てを見通しているような目で、じっと見る。

「ま、キミが言うのならそうなんだろ。信じるよ、僕はね」

「では、私は引き続き、任務に当たります」

　最後まで、僅わずかにも動どう揺ようを見せず、レベッカは退室していった。

「ふふふ……嘘をつくという行為も、機械では成し得ない行動。僕の可愛かわいい娘むすめたちは、みんな魅み力りよく的てきなレディに育っているねぇ」

　全てをわかった上で、それすらも楽しんでいるように、ダイアンは笑う。

　それから少し間を置いて、執務室の扉とびらを叩たたきソフィアが現れた。

「あ、ソフィアさ～ん！　これはこれはどーもどーも！　この前はレストラン楽しかったですねぇ。あ、あとその前の前に行ったミュージカルも、見応えがありましたね。今夜は前から約束していた新作の映画を見に行く日でしたよね、ＶＩＰ席とっておきましたから」

　満面の笑えみで迎えるダイアンに、ソフィアもまた気分爽そう快かいという笑顔で応える。

「それよりもダイアン局長、研究費の増額が決まったそうで」

「おや、よくご存知で？　そうなんですよ～、いままで凍とう結けつ状態だった、新規量産機の再開発が始まりましてね。今度のは現在生産中のエールドライをさらに発展させたものでしてね。僕はあのティーペノインの鈍どん重じゆうなデザインが嫌きらいだったんで、もう嬉しくて嬉しくて」

　シャイロックがスポンサーについたことで、兵器開発局の研究費は戦時下に匹ひつ敵てきするほど加増され、ダイアンにしてみれば、山やま程ほどおもちゃの詰つまったプレゼントを贈おくられたに等しい状態だった。

「そうですか、嬉しいですか。それはなにより」

　喜ぶダイアンを見て、ソフィアも笑っている。

「あの……ソフィアさん？　どしました？」

　さすがにダイアンも、ソフィアの異様な雰ふん囲い気きに気づく。

　この一ヶ月、彼女はひたすら、苦痛に耐たえる苦く行ぎよう僧そうのように、もしくは拷ごう問もんをこらえる聖人のように、ダイアンが親衛隊につかないよう、ひたすら〝おもてなし〟してきた。

　だが、それももう終わる。

「今夜のお約束ですが、大変失礼ながら母方の祖母の祖父の叔父の親しん戚せきの五十八回かい忌きなので、ご辞退させていただく」

「え!?」

「それと、明日と明後日あさつてと明々後日しあさつてとその次の日も……向こう一ヶ月分のお約束も、大変申し訳無いがどうしても外せない案件があり、ご辞退させていただきます」

「え、ええ、ソフィアさん!?　ソフィアさん!?」

　執務室にかかったカレンダー。

　そこには、今週も来週も再来週も、全てに、ソフィアとのデートの予定が書き込こまれていた。ソフィアは、その全てをキャンセルした。

「では失礼する。いい余よ暇かを！」

　クルッと背中を向け、さっさと歩み去るソフィア。

　その顔は、長年の苦役を終え、自由を手にした罪人のように晴れ晴れとしていた。

「ソフィアさぁ～ん……いくらなんでもその笑顔はないんじゃないですかぁ!?」

　立ち去るソフィアの笑顔は、今までダイアンが見た中で、一番輝いていた。







　そして、オーガンベルツ――ここでも、少しだけ……いや、今までに比べたら、格段に大きな変化が起こっていた。

「で、デカくなったなぁ～………」

　火災にあったトッカーブロート。

　その修しゆう繕ぜん費ひは、シャイロックが支し払はらった。

「自分たちの手下の起こしたこと」ということだった、

　火つけ自体を行ったのは親衛隊の兵士だが、ガソリンを撒まいたのは事実。

　その詫び代わりということだったのだが………

「敷しき地ち……倍以上になってないか？」

　出来上がった新生トッカーブロートを前に、ルートはただ呆ぼう然ぜんとしている。

「いいでございませんの。こちらに嫌がらせするために買い取った土地ですわよ。迷惑料代わりに接収しても問題なしですわ」

　対して、スヴェンは、「当然！」とばかりに胸を張っている。

　トッカーブロートと激しい売上競争を行った、ベーカリービリオンズ。

　その店てん舗ぽを取り壊こわし、残った敷地は、そのままトッカーブロートのものとなって、大おお幅はばな増築が成し遂げられた。

「窯かままで、もらっちゃって……いいのかなぁ……」

「もう使わないものらしいですしね。捨てるくらいなら役立ててくれということらしいですわ」

　ビリオンズで使用されていた新型のガス併へい用ようの窯、それも二台も、そのまま譲じよう渡とされた。

　生産設備の増強も、図らずも成し遂げてしまったのだ。

「おまけに、冷蔵庫まで………」

「スイーツ系のパンを焼くのに、これほど助かるものもありませんわね」

　さらに、ビリオンズは冷れい凍とう保存されたパン生き地じを使用していた関係もあって、大型の電気冷蔵庫を所有していた。それもまた、トッカーブロートに移譲される。

　総額にしてどれほどの金額か、ルートには想像もつかなかった。

「富の再分配は健全な経済の第一原則ですわ」

　上じよう機き嫌げんのスヴェン。

　設備投資を行おうにも先立つモノがなかった彼らにとって、まさに「災い転じて福となす」な出来事だった。

「店の借金まで帳消しにするって言われたからなぁ……さすがにそれは悪いと思って断ったけど」

　トッカーブロートが主な融ゆう資しを受けている――つまり、借金の主は、ビリオンズ商会傘さん下かの銀行である。

「え………？」

　その話は初耳だったスヴェンは、唖あ然ぜんとした声を上げた。

「どーゆーことですの主さま!!　千せん載ざい一いち遇ぐうの機会でしたのに!!　あーもう！　あーもう!!」

「でもさ、かなりの額だろ……？　さすがに申し訳ないと……」

「あーもう主さま馬ば鹿か正直すぎますわもう～………ああああ、でもそんなところも素敵なんですけどぉ!!」

　やるせない気持ちになり、懊おう悩のうするスヴェン。

　そこに、トラックのエンジン音が近づき、二人の後ろで停とまった。

「あいかわらず仲いいねぇ、二人とも」

　助手席から顔を出だし、声をかけてきたのは、ジェコブだった。

「あ、ジェコブ……ああ、それかぁ」

「うん、ロッソ整備工場最後の仕事だよ」

　トラックから降りたジェコブは、誇らしげに車体を叩く。

　そこに現れたトラックは、いつもの搬はん入にゆうや納品に使われるものではなかった。

　浮うかんだサビや泥どろは落とされ、サスペンションも交換したのか、ガタガタとブサイクな音を立てることもないし、車体は塗ぬり直され、新品と見まごうばかりにレストアされている。

　なによりも目を引くのが、荷台部分。

　丸みを帯びたラウンドトップ形のパンの形に作られた木製の荷台は、側面が開き、ショーケースのようにパンを陳ちん列れつできる。

　それは、トッカーブロートの移動店舗型パン屋だった。

「よく出来上がったもんだなぁ。改装費かなりかかっただろ」

「気にしないでいいよ、ヨゼフじいちゃんに頼たのんだものだから」

　この移動パン屋の改装費用もまたシャイロックが支払った。ただし、ルートへの迷惑料ではなく、ジェコブへの十一歳さいの誕生日プレゼントとして。

　十年に亘わたって溜たまりに溜まった誕生日プレゼントを、あれやこれやと押し付けようとしてくる祖父へ、ジェコブが言った初めてのおねだりだった。

「ジェコブさん……これ、本当に使ってよろしいのですか？」

　胸を張るジェコブに、スヴェンは確かく認にんする。

　ジェコブは、この移動店舗型トラックを、トッカーブロートの経営に役立てて欲しいと言い出したのだ。

　サウプンクトでの委い託たく販はん売ばいだけでなく、これがあれば、さらに他の町で出張販売が可能となるだろう。トッカーブロートにとって、ありがたすぎる新装備だった。

「いいんだよ、助かるでしょ？」

「ですが……せっかくのお誕生日プレゼントでしたのに、その……」

　ジェコブの家は、決して裕ゆう福ふくではない。

　シャイロックは生活費の援助も申し出たが、そちらは、シャロデが断った。

　それまで受け入れてしまえば、あまりにも自分の父、ジェコブのもう一人の祖父が哀あわれだからだ。

「まぁね、ビリオンズ商会の株式の５％を譲渡とか言い出したからね」

「それ……ともすりゃ一生遊んで暮らせるくらいの価値ですわよ……」

　金持ちの金銭感覚のおかしさに、スヴェンは呆れた顔をした。

「いいのいいの……僕だってさ、ちょっとはアイツの力になってやりたいし」

　シャイロックの真意を知った時、ジェコブの頭に浮かんだのは、なぜかルートだった。

　過去の過ちから逃げるのではなく、受け入れ背負った上で、あらたな自分として生きようとする男の背中。

　ジェコブにとって、少しだけ憧あこがれる、兄貴分の姿だったのだ。

　それを見てしまった以上、過去の全てを押し付つけて、自分だけきれいな道を歩むなどというのは、できなかったのだ。

「それに、半分はウチが使うようなもんだからね」

　ジェコブがそう言った時、運転席から、もう一人降りてくる。

「ねぇ、ジェコブ……これおかしくないかしら……ちょっと恥ずかしいわ」

　降りてきたのは、ジェコブの母、シャロデだった。

　といっても、着ているのは、以前店を訪おとずれた時の、やや薄うす汚よごれた、地味目の野や暮ぼったい服ではない。

　トッカーブロートのエプロンドレスを、やや大人向けにリデザインしたシロモノだった。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、似合っているって。母さんまだ若いんだから」

　おどけた口調で言うジェコブ。

　窯の増加によって生産能力は倍増したので、トッカーブロートの出張販売における、あとの問題は、委託販売店側からの「客の目を引く、きれいどころの店員をよこして欲しい」というものだった。

　看かん板ばん娘むすめ兼けん経営の指揮を執とるスヴェンがそうそう店を離れるわけにもいかないので、どうしたものかと思っていたのだが、その穴を、シャロデが埋うめることになった。

「大丈夫ですわ奥おく様さま。よくお似合いです」

　ニッコリ笑うのはスヴェン。シャロデのエプロンドレスを作ったのも彼かの女じよである。

　ルートやマレーネよりは年上だが、まだ二十代のシャロデ。しかもきちんと髪をとき直し、ほんのちょっと小こ奇ぎ麗れいにしただけで、随ずい分ぶんな美人が現れた。

　整備工場を廃はい業ぎようした後の食い扶ぶ持ちを稼かせぐため、またオーガンベルツで働けない彼女にとって、隣となり町まちサウプンクトでの販売員のパートタイムは、絶好の案件だったのだ。

「で、でも私みたいなおばさんが、大丈夫かしら……」

「問題ありませんわ。さ、にっこり笑って？　スマイルは接客の基本ですわよ」

　緊きん張ちようするシャロデにスヴェンは営業スマイルのレクチャーをする。

「そうそう、人妻の魅力で隣町の男どもを骨ほね抜ぬきにしてやんなよ」

「もう、バカなこと言うんじゃないの、この子ったら、もう」

　からかうように笑うジェコブに釣つられ、シャロデも微笑ほほえむ。

「あ、あらまぁ……」

　それを見て、唖然とするスヴェン。

　今まで、美人ではあったが、いつも薄幸そうな、陰かげのある顔のシャロデだったが、ほんの少し口元をほころばせるだけで、とびきり華はなのある笑顔を見せた。

「やっぱキレイな人だよなぁ。ブリッツドナー少佐が惚ほれたのもわかるよ」

　そのチャーミングさに、ルートすら感心する。

「主さま!?」

　聞き逃せないとばかりに慌あわてるスヴェン。

　今まで、自分を含め、マレーネにソフィア、ついでにミリィと、さらについでにメス猫ねこのエリスまで、なにげに想おもいを寄せられているのに、まったくもって鈍感なルートが女性に見み惚とれるというのは、それだけでスヴェンにとっては大事件であった。
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「これが、人妻の魅力……？　それとも母性の力!?」

　幼き日に両親を失ったルートにとって、やはり母性を感じさせる年上の女性は魅力的に映るということなのだろうか。

　しかし、スヴェンがそれを身につけるためには、何ど処こかの男と結ばれねばならないが、彼女はルート以外の男に肌はだを許す気は一いつ切さいない。ならばルートと結ばれるのが最短最適なのだろうが、そのためにはまず母性の魅力を――

「うーがー!?」

　発生した矛む盾じゆんに、スヴェンは頭を抱かかえて懊悩している。

「ええっと……スヴェン？　大丈夫かい？」

　なんだかよくわからないが混乱している相あい棒ぼうに、ルートはおそるおそる声をかける。

「い、いえ……少しパラドックスが……あら、この絵は……」

　落ち着こうと呼吸を整えるスヴェンは、トラックの荷台に書かれた、〝トッカーブロート〟の屋号の両りよう脇わきに、可愛らしいイラストが描かかれていることに気づく。

「あらあら……もしかしてこれ……わたくしですか？」

　そこに描かれていたのは、デフォルメされた、銀色の髪かみに赤い瞳ひとみのウェイトレス。

　背中には羽まで描かれている。

「うん、せっかくだからマスコットキャラみたいなのも描いたんだよ」

「描いたって、まさか……お前が？」

　自じ慢まん気げに胸を張るジェコブに、ルートは尋たずねる。

「うん。自信作だよ」

「お前ホントなんでもできるな」

　考えてみれば、ジェコブは祖父が世界屈くつ指しの大商人で、父が世界屈指のエースパイロットというすさまじい家系である。

　その血を継ぐ彼かれのことだ、何ができてもおかしくない。

　もしかして、〝七年の猶ゆう予よ〟の間に、なにかとんでもない可能性を見み出いだすかもしれない。

「嬉しいですわ……こんな形で、主さまのお店を彩いろどることができて」

　事実、少年は絵筆だけで、スヴェンに喜びを与えていた。

「あら……あの、このもう一つのキャラクターは、なんですの？」

　店の屋号を挟むように、一方には銀色のウェイトレスの天使が、もう一方には、赤い髪の天使が描かれていた。

「あ、うん……この前、助けてくれた人。ろくにお礼も言えないままどっか行っちゃったからね……だから、せめてお礼代わりに」

　赤い髪に赤い服に赤い目の少女。それはあの夜、ジェコブを、文字通り身を挺ていして救った、レベッカなのだろう。

「勝手に描いちゃったけど、良かった？」

「いや、いいんじゃないか？　かわいく描けているし」

　店主であるルートには、何ら問題はなく、それどころかむしろ華はなやかでたいへんよろしいというのが、感想だった。

「きれいな人だったんだ。笑ったらもっとかわいいと思うんだけどなぁ」

「はぁ……そうでございますか」

　照れくさそうに話すジェコブの顔を見て、スヴェンは複雑な気持ちになる。

　少年は、レベッカが人間型猟りよう兵へい機きだなどとは、思ってもいないだろう。

　かなり人間離れした戦い方をしたと聞いたが、それでも、父親の縁えん者じやくらいの認識だ。

　それよりも、ジェコブにとってはさっそうと現れたきれいなお姉さんというインパクトのほうが大きかったようだ。

（本人が見たらどう思うんでしょうかねぇ）

　それを想像し、スヴェンは肩をすくめる。




　一方――そんな一同の姿を、遥はるか彼方かなたから監かん視ししている者の姿があった。

「……………………」

　スヴェンたちの監視任務についている、レベッカ・シャルラハート。

　人間をはるかに超こえる、人間型猟兵機の視力をもってすれば、トラックに何が描かれているか、それどころか、その前で話す少年のくちびるを読み、何を話しているか知るなど、造作も無いことである。

「まったく、やはり親子ですね」

　主と再会する日まで、決して笑わないと誓ちかったはずの口元が、僅かに緩ゆるんでいる。

　赤い髪に赤い瞳赤い服の少女は、今日はその頬ほおも、少しだけ赤かった。





了









あとがき







「戦うパン屋と機械じかけオートマタンの看板娘ウエイトレス」三巻、お読みいただき、ありがとうございました！

　というわけでしてね、ついに今巻で、〝赤い〟彼女にライトを当ててやることができました。

　本編においては、なんというか、イラスト化も長らくされず、脇わき役やくに甘んじていた彼女ですが、実は他の場所ではけっこう出ています。

　一部書店様で配布される販はん促そく小冊子や、電子書籍版の特典ページ、ＨＪ文庫のＷＥＢ小説サイト「読める！ＨＪ文庫」などなどで、ある意味「広報担当」的に活躍しており、今ちょいと計算してみたら、文庫のページにして百ページくらいは語りまくってます。

　そんな働き者の、もう一人の〝機械じかけ〟の少女に、ちゃんと出番を作ってやりたいという願いが、ある意味今シリーズのスタート時の目標だっただけに、感かん慨がいもひとしおです。

　これも、支えてくださった皆様方のおかげです。

　そうだそうだ！　こちらをお伝えしなければならなかったのです。

　実はですね、今作、二巻からこの三巻発売の間に、ボイスドラマ化されています。

　公式ＨＰやツイッターなどでは告知していたのですが、ご存じない方もおられるかもなので、念の為に……

　Ａ‐ｋｏｅ（http://a-koe.jp/Series/_10）というサイトにて、無料公開されています。

　スヴェン役は井いの上うえ麻ま里り奈なさん、ルート役は柳やなぎ田た淳じゆん一いちさんが演じてくださっています。

　イラスト担当のザザ氏と、担たん当とうＯ氏とともに見学に赴おもむいたのですが、声優さんたちの見事な演技に、ただひたすら感動でした。

　こちらと、「読める！ＨＪ文庫」にて公開されております、「レベッカ・シャルラハートの監視報告」も併あわせてご覧らんいただければ、今巻をより一層お楽しみいただけると思います。

　どうぞ、よろしくお願い致します。

　ってなわけで、そろそろ恒こう例れいの感謝の言葉などを。

　イラスト担当のザザ氏、毎度毎度大変なリクエストをかましてしまい、本当に申し訳ありません。でも見事に応こたえてくれるあなたがいてこそです。

　担当Ｏ様、タイ料理をごちそうしてくださって、ありがとうございます。

　何度でも行きたいくらい美お味いしかったです！（チラッチラッ）

　校正、デザイナー、印刷、流通、そして、ポップや特設コーナーなど、様々プッシュしてくださった書店員の皆様、本当にありがとうございます。

　ボイスドラマ制作に携たずさわった、スタッフ、キャストの皆様にも、心からの感謝を。

　そしてなにより、この一冊を手に取り、読んで下さった皆様。

　あなた方がいなければ、わたしは一歩も進めませんでした。

　最大級の感謝を……ありがとうございます！

　またお会いできることを、心より願っております。

　それではわたくしは、次巻への取材のため、ドンクに行ってまいります♪


ＳＯＷ
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